
    
      
        
      
    

  




















































































俺の彼女と幼なじみが修羅場すぎる６
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♯０　フェイクがバレて修羅場







　思い出したくもない思い出。




　今から一年半前、中学三年の春ごろのことである。




「あたしをずっとだましていたのね？」

「アレもコレも、みんなみんな、全部ウソだったなんてぇ！」




　年末から険悪になっていた両親の仲がいよいよ悪化し、不文律として俺おれが起きてる時は控えていたらしい口論すら毎晩起きるようになっていた。

　最初のうちはハラハラしていた俺だったが、慣れてくるにつれて感覚が麻痺まひし、部屋に閉じこもり耳にイヤホンをねじこんでやりすごすようになっていた。

　それでも時々、曲の切れ目に聞こえてくる父の言い訳。母の怒鳴り声。攻守は日替わりだが今日は母のターンらしく、父の不実と不貞ふていを荒々しく罵ののしっている。

　まったくもって寒い。心が冷える。

　母は父のついたウソによほど腹を立てているようだが、俺に言わせりゃ母も大した違いはない。子供の頃ころはあんなに「パパとママは永遠にラブラブなの！」だの「二人の愛の結晶がえーくんなのよ」だの言ってたくせに。この状況がすでに「ウソ」じゃないか。

　すぐバレるようなウソなら、つくな。

　ついてしまったウソは、最後までつき通せ。

　そして万が一バレてしまった時は──潔いさぎよく「ごめんなさい」だ。




　両親の醜い争いから、俺はそれを学んだはずだった。

　学んだ、はずだったのに。




　──言うは易やすく、行うは難し。




　高校一年二学期初日の俺が直面した現実は、厳しかった。





◆






　放課後、視聴覚室前の廊下は修羅場しゅらばと化していた。

「ニセの彼氏って、どういうこと？」

　床に尻しりもちをついたまま、目を見開いて見上げてくるヒメに対して、俺と真涼ますずは何も答えることができなかった。

　今まで上手うまくついてきたウソ──水も漏もらさぬとまでは言えないものの、千和ちわや冬海ふゆうみをはじめとする全校生徒をだましてきた偽装恋人フェイクが、こんな「偶然立ち聞きされる」という一番くだらない形でバレるなんて。

「ねえ、会長。どういうこと？」

　震える声で問いかけるヒメを、真涼は見つめ返した。

「聞いてしまったのね、秋篠あきしのさん」

「どうして？　エイタの伯母おばさんが言っていたのは本当だったの？」

「いいえ。もちろん私と彼は本物の恋人同士よ」

　俺は思わず真涼の顔を見た。

　どうやらまだ誤魔化ごまかすつもりでいるようだ。

「では、今の『ニセの彼氏』って言うのは何？」

「ええ。まずは──私が超次元思念体と接触した時のことから話しましょう」

　真涼は真剣そのものな表情で語りはじめた。

　超次元思念体。

　……どちら様でしたっけ……。

「私と鋭太えいたくんが付き合うことになって数日後のことです。強烈な〝竜闘気ドラゴニックオーラ〟の存在を感じた私は、学校屋上にて超次元思念体の生体端末を名乗る『柱の男』と接触しました。男は警告に来たのです。『季堂きどう鋭太は暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターである。もし付き合えばお前は邪竜族ワイバーンに付け狙ねらわれることになるであろう』と。でも私は鋭太くんをあきらめられなかった。その想おもいを伝えると男はこう言ってくれました。『ならば、邪竜族ワイバーンが隠者の紫ハーミット・パープルでお前たちのことを幻視みている時だけ、「ニセの彼氏だ」と唱えるがいい』と。そして──今まさにこの時、幻視られているのです。あなたならわかるでしょう？」

　あ、思い出した。

　現世においてヒメを生み出したっていう「大宇宙の意志」みたいな存在だっけ。

　俺でさえ忘れかけてた設定なのに、よく覚えてたな。つうか微妙にジョジョ混じってるけど。

　どうやら真涼はヒメの「妄想」に自ら乗っかることにより、事態をうやむやにしてしまうつもりらしい。上手い作戦……いや、えげつない作戦だ。ヒメの弱点をついた、と言ってもいい。

　しかし、




「でたらめ言わないで！」




　ヒメの叫びに真涼はひるみ、口をつぐんだ。

　俺もびっくりして、思わず声を出しそうになった。

　ヒメにしては珍めずらしい大声だったこともある。だが何よりも、

　──初めてだったのだ。

　ヒメが、間接的にせよ、自分の作った設定を「でたらめ」と言い放ったのは。

「……でたらめ？」

　ひるんだ表情を一瞬にしてかき消して、真涼は笑った。

　挑戦的な、しかし見ようによっては虚勢を張っているようにも見える笑みだった。

「でたらめって、何が？　いつも秋篠さんが言ってることじゃありませんか。あなたは暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセスで、暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターである鋭太くんの前世の彼女でしょう？　あなたが何度も何度も口にしてきた『事実』ではないですか？」

　ヒメは青ざめた顔で真涼を見つめる。

　その瞳ひとみには恐おそれと……そして、はっきりと「怒り」が浮かんでいた。

　真涼はその瞳をじっと見据えたまま、言葉を続ける。

「だから……私が鋭太くんの〝彼女〟だというのも、事実なのです。春咲はるさきさんや冬海さんはいざ知らず、〝元カノ〟のあなたなら、わかってくれますよね？」

　ようするに真涼はヒメに取引を持ちかけているのだ。




　──私はいつも、あなたのウソを見て見ぬフリをしている。

　──だったら、私のウソも見逃してくれますよね？
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　筋が通っていると言えなくもない。少なくとも真涼はヒメの中２病的言動を「妄想でしょ？」とバカにしたことは一度もないのだから。

　しかし、ヒメの中２病と俺たちのフェイクを同列に考えて良いのだろうか？

　俺はそうは思わない。ヒメも同じだろう。

「……会長が、そんな人だとは思わなかった……」

　真まっ赤かな目で真涼を見上げながら、ヒメはつぶやいた。

「いいえ。私は最初から最後まで、徹頭徹尾、こういう女よ」

　真涼は自分の携帯電話をポケットから取りだした。

　例の「乙」ストラップを、尻もちをついたままヒメの目の前に突きつけて、

「あなたが言ったのよ、秋篠さん。私たちは仲間だって。鋭太くんが好きな者同士、みんな仲良し。そうでしょう？」

　真涼の言い回しがひっかかり、俺は首を傾かしげてしまった。

　俺が好きな者同士みんな仲良し？　なんだそりゃ？

　そんなのヒメが言ったことがあっただろうか？　俺がいない時の話か？

　ヒメは乙のストラップを見つめたまま、じっとくちびるをかみしめる。心の中で嵐あらしでも起きてるみたいな、それを表に出すまいと耐えているかのような表情だ。

　やがて、ヒメの顔からゆっくりと感情が消えていった。

　温度が下がった、と言った方が合ってるかもしれない。いつもの無機質な表情に戻ったようにも見えるが、目のふちは赤くなったままだ。

「……任務了解。通常モードに復帰する」

「えっ？」

　思わず、俺は声をあげてしまった。

「それでこそ、ヒメカ・静せい・ヘヴンズレインです」

　真涼も、言葉だけはヒメに調子を合わせているのだが……なんだか痛みをこらえるような顔をしている。

　……なんなんだ。

　なんなんだ？　この重苦しい空気。

　これならいっそ、爆発してくれた方がまだスッキリする。ヒメがなじり、真涼が言い返し、他ほかの生徒や先生が飛んでくるド修羅場になってくれたほうがずっとマシだと思う。

　だが、現実は。

「さあ、つかまって」

　立ち上がろうとするヒメに、真涼が手を差し伸べて。

「ありがとう。会長」

　ヒメはぎこちなく、それに応じる。

「部室に戻りましょう。春咲さんと冬海さんが心配してますよきっと」

「……少し待って欲しい。まだ用事が済んでない」

「用事？」

　ヒメは部室とは逆方向に歩き去っていった。あっちにはトイレがある。もともとはそのつもりで部室を出て、その途中で俺たちの会話を立ち聞きしてしまったってことか。

　真涼はヒメの背中が廊下の角に消えるのを確かめると──いきなり抱きついてきた。




「ぬわあああんどうしましょおおおおおおおおお！」




　涙目で俺の胸にすがりつき、完全に壊れモードである。つうか学校一の美少女が「ぬわあああん」とか言うな。

「どうしよう、どうしましょう鋭太。ああああああ」

「おい、落ち着けって」

「バレたあああん！　ついにバレてしまったあああん！　ああ。秋篠さん、誰だれかに言うかしら？　マスターの冬海さんに相談するかも？　最近はマナとも仲が良いのよね？　春咲さんにも話すのかしら？　嫌よ。嫌。嫌。嫌。嫌。嫌。春咲千和に知られたらすべて終わりだわ！」
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「お、ち、つ、け！」

　真涼の両肩をつかみ、デコをぶつける勢いで顔を覗のぞき込む。

「ヒメの態度を見たろう？　少なくともすぐ誰かに話すって感じじゃない。そもそもヒメは他人の秘密をぺらぺら話すような奴やつじゃねえよ」

「……ほんと？」

　くすんと鼻をすすって、真涼は小さく首を傾げる。こういう仕草は可愛かわいいがだまされてはいけない。

「それよりな、お前のあのごまかし方だ。なんだよありゃ。ひどすぎるだろ」

「フン！　それがなんだというの？」

　真涼は左手を顔の前にかざし、微妙に右肩を上げる例のアレなポーズで言い放った。

「私は──あなたの彼女でいるためなら、何でもする女よッ！」

「……うおお」

　なんかドヤ顔のところ悪いけど、別に嬉うれしくねえよ……。

「わかってるわ。自分がひどい女だってことくらい」

　真涼は急に声を沈ませ、にじんでいた涙を指先でぬぐった。

「秋篠さんの空想につけこんで、自分のウソをうやむやにしようとした。はっきりいって最低。そんなこと自分でもわかってるわ。でも嫌なの！　こんなことであなたとの関係フェイクが壊れるのは嫌！」

「だから落ち着けって」

　これだけ取り乱してるってことは、ヒメに対する罪悪感もあるのだろう。すました顔で冷たく言い放ってたくせに、自分もダメージを受けてりゃ世話がない。

「とりあえず、お前は先に部室に帰ってろ」

　真涼の背中をさすりながら、なるべく穏やかな声を出して言う。

「ここにいたまんまじゃ、文化部の誰かが来るかもしれないだろ。こんなところ見られたら、それこそフェイクが台無しになる」

　真涼は留守番を言いつけられた子供みたいな顔になり、

「鋭太は？　どこに行くの？」

「トイレだよ」

「秋篠さんといっしょに？　いやらしい！」

「男子トイレだ！」

　もともと俺はそのために部室を出てきて、そこに真涼が追いかけて来たのだからウソではない。

　何度も何度も振り返りながら廊下を歩き去っていった真涼が見えなくなってから、俺は男子トイレへ走った。素早く用を足し、手を洗い、すぐに廊下に出て部室に──

　──は、戻らない。

　他の生徒が来ないか気にしながら、女子トイレの前でじっと待つ。かなり変質者ギリギリな行為でハラハラする。しかし待たなくてはいけない。

　幸い、ほんの数分で待ち人は女子トイレの中から出てきた。良かった。行き違いにならずにすんだようだ。周りに他の生徒がいないことも素早く確認する。

「エイ、タ……？」

　真っ赤な目をしたヒメが、驚きを顔じゅうに広げて立ち尽くしている。

「ヒメ、今までウソをついてて、本当にすまなかった！」

　素直になれない〝彼女〟のぶんも含めて、深々と頭を下げる。

　ヒメはあわてたように目をこすりながら、

「どうしてエイタが謝るの？」

「男子に告白されまくって困り果てていた真涼が、その防波堤としてニセの彼氏を作るってことを思いついて、それに俺が協力している。だから俺も同罪なんだ」

「……エイタが何を言ってるのか、理解不能」

　ヒメは何度か目を瞬またたいた後、いつもの無機質な表情を作って言った。

「夏川なつかわ会長は現世におけるエイタの彼女。わたしは──エイタの前世彼女元カノ。未いまだ前世の記憶の一部を失ったままのエイタに接触し、完全覚醒かくせいを促して邪竜族ワイバーンと戦うのがわたしの使命」

「なあヒメ、聞いてくれ。さっき真涼が言ったのは、」

「ちがうもんっ！」

　思わず息を呑のむほどの大声だった。

　ヒメはうつむき、前髪で表情を隠したまま、小さな肩を震わせている。

「わたしは暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス、ヒメカ・静・ヘヴンズレイン。超次元思念体によって生み出された、対アースノイド・バイオ・メイトリックス・対アースノイド・デバイス」

「また、対アースノイドって二回言ったぞ」

「たいあーすのいど！　ばいお！　めいとりっくす！　でばいすっ！」

　ダメだ、ムキになってる。前に追加した「村人Ａ」の設定もなくなってるし。

　真涼がフェイクの崩壊を恐れているのと同じで、ヒメも何かを恐れている。

　今の「自演乙」という仲間の空気が壊れるのが怖いのか、あるいは自分の中２妄想を壊してしまうのが怖いのか。それとも両方なのか。

「……わかった」

　俺は頷うなずいて、ヒメの頭を撫なでた。

「悪かった、ヒメ。ごめんな」

「謝罪される理由がない」

　ヒメは視線を合わせてくれないままぽつりと言った。

　ほんの少し、気持ちよさそうに目を細めているのが、俺にとっては救いだった。





◆






　その後ヒメと部室に戻ったのだが、結局この日は部活にならなかった。

　本来なら学園祭の出し物を決めるはずだったのだが、言い出しっぺの真涼が心ここにあらずといった感じで、まったく話し合いにならなかったのだ。途中、冬海が風紀委員の仕事で抜けたり、千和の携帯に友達から電話が入ったりもして、何も決まらずに終わってしまったのだった。

「学園祭まではまだ二ヵ月もありますし。焦あせらずじっくり決めていけば良いでしょう」

　下校時刻のチャイムが鳴った後、真涼はそう言ったが──果たしてこんな状態で学園祭なんてできるのだろうか。

　表面上は一学期や夏休みの頃となんら変わらない「自演乙」だが、埋められた地雷の数は確実に増えている。ヒメにバレてしまったことは今までで最大の地雷だ。しかもこの地雷が爆発した場合、他の爆弾まで誘爆して俺の高校生活を焼け野原にしてしまう可能性を秘めている。

　今まで以上に注意深く、計画的に、真涼との関係を続けなくてはならない。心の底では恋愛を憎みながら、同じく恋愛を憎んでる女と、ままごとの恋愛を続けなくては。




　だけど──同時にこうも思っている自分にも気づく。




　ヒメが何もかもみんなにバラして、いっそすべて爆破して清算してくれないだろうか。自分でバラすような勇気はないから、ヒメが話してくれたらラクになれるのにと。

　そうしたら、もう誰にもウソをつかなくて済む。

　カオルにも、冬海にも、冴子さえこさんにも。

　そして──千和にも。

「どしたのえーくん？　あたしの顔に何かついてる？」

　部室の窓の戸締まりをしていた千和が、にっこり笑って首を傾げる。

「……おう。さっき食ってたポテチがついてるぞ」

「ふぇっ、うそっ!?」

　顔を赤くしてあわてて口元をぬぐう千和を見ながら、俺はそんな卑怯ひきょうなことを考えている。




　ウソをつくのに疲れてきた自分に、気づいている。
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♯１　元カノの暴走で修羅場







　何はともあれ、二学期が始まったわけである。

　明日は午前中の授業をすべて潰つぶして実力テストが実施される。中間期末の定期考査とは違って「教科書の何ページから何ページ」という風に範囲が決まってるわけではないし、ひねった応用問題も出題される。俺おれの本当の実力が試されるというわけだ。

　晩ごはんをコンビニ弁当で手軽に済ませた後、さっそく部屋で勉強を始めたのだが──どうにも身が入らない。夏期講習のテキストを見直しているのに、さっきから字の上を目が滑すべっていくばかりだった。

「ヒメ、どうしてるかな……」

　椅子いすの背にもたれながら、目を閉じてこめかみをマッサージする。

　まぶたの裏に浮かぶのは、やっぱり今日のできごと。ヒメのショックを受けた顔だった。

　冴子さえこさんに「フェイクだ」って見破られたこともあるけど、あの時もヒメは千和ちわや冬海ふゆうみほど疑ってはいなかった。あまり他人を疑わない、純真なやつなのだ。

　そんなヒメを、俺はずっとだまし続けてきた。

　今さらかもしれないが、やはり罪悪感を覚えずにいられない。

　ヒメはこれからずっと、俺たちのフェイクを見て見ぬふりし続けるのだろうか。あるいはどこかで耐えきれなくなって、誰だれかに話してしまうのだろうか。

「……そうなる前に、ケジメをつけた方がいいかもしれないな……」

　つぶやいた時、ちょうどメールが着信した。

　真涼ますずからだ。





【件名】かなしいの

【本文】今、私は深い深い罪悪感に襲われています。




純真な秋篠あきしのさんをあんなド汚い手で口封じするなんて。

私はクズだわ。夏川なつかわクズズだわ。






「クズズって、微妙に言いづらいな」

　クズばっかり集めたチーム名みたいだ。夏川クズーズ。……九人の真涼がいっせいに毒舌をはきまくる様を想像すると、すげえ鬱うつだな。

　とりあえず「俺もつらいよ」と短く返信しておいた。

　数分後、再びメールが着信して、





【件名】つらいの

【本文】ああ、こんな時誰かそばに来て抱きしめてくれないかしら。




誰か近くにいてくれたら、もにょ。

優しくしてくれる彼氏がいてくれたらもにょょ。






「……欲望が文末に滲にじみ出てやがる……」

　なんなんだよこの女。テスト勉強しないのかよ。

　真涼はいつ勉強してるのか知らないが、わりと成績がいい。一学期の期末では確か学年三十位台だったはず。もともとの頭脳──いわゆる「地頭じあたま」がいいってやつなのかもしれない。

　俺は残念ながらそうではない。もし俺の地頭が良いなら、子供の時からもっと成績が良かったはずだ。不公平だとつくづく思うが、愚痴ったところで成績は上がらない。

　テスト前だから無理だ──と返信すると、真涼からごねごねもにょもにょするメールが送られてきた。しかし今日は俺も退ひくわけにいかない。「今度付き合う」と返信してとりあえず勘弁してもらった。

「うあ、もうこんな時間かよ」

　勉強はほとんど進んでないのに、時刻はもう午後十一時。いつもならそろそろ寝る時間だが今日は遅くまでやる必要があるみたいだ。

「よし、気合い入れるか」

　俺は高校入学前に部屋に貼はり出した「三つの誓い」を声を張り上げて読んだ。




・勉強第一！

・恋愛不要！　ラブるな危険！

・ホモと間違われないよう気をつけよう！




　読み上げて思った。

　なんとか守れてるのって、第三条だけな気がする……。

　第一条は守っているつもりだが、「自演乙」の活動に振り回されて完璧かんぺきとは言いがたい。

　第二条に至っては、もうボロボロである。恋愛から遠ざかるどころか、全力で追いかけられ付きまとわれている状態だ。

　もう、ホモに間違われた方がいいのかもしれない。

　俺が男にしか興味がないとわかれば、さすがに千和たちも諦あきらめてくれるだろう。

「いっそのこと、カオルに頼んでみるか」

　俺の複雑な事情を知ってくれているあいつなら、俺の「彼氏」を引き受けてくれるかもしれない。目には目を、歯には歯を、偽彼氏フェイクには偽彼氏フェイクを。

　……いや、だめだ。

　俺はともかく、カオルまで後ろ指を指されてしまうことになる。いくら人気者で人格者のカオルといえど、ホモのウワサを立てられては高校生活を生き延びることはできまい。

　なんて、埒らちもないことを考えてるうちに夜は更ふけていく。

　ともかく今俺にできるのは勉強だ。

　シャーペンを握りしめて雑念を追い出し、俺は英語の問題に取りかかった。





◆






「えーくん、えーくんってば」

　机で寝ていたところを、制服姿の千和に起こされた。

　いつの間にか眠ってしまったらしい。ノートの上によだれの大きなシミができて、夏期講習で培つちかった英訳テクニックや構文が溺おぼれるミミズみたいによじれている。

「もう、だめだよちゃんとベッドで寝なきゃ。カゼひいちゃうよ？」

「まだ夏みたいなもんだろ。大丈夫だよ」

　俺はよだれを腕でぬぐいながら体を起こした。窓から差し込む陽射ひざしが強い。今日も暑い日になりそうだ。

「ママの作ったサンドイッチ持ってきたの。食べる？」

「お、サンキュー」

「じゃあ、準備して待ってるから。早く下りてきてね」

　制服に着替えて下りていくと、甘い匂においがリビングから漂ただよってきた。温かいミルクと千和ママお手製のサンドイッチがテーブルに並んでいる。うまそうだ。千和の母さんが作るエッグサンドは子供の時からの俺の好物である。タマネギの酸味とシャキシャキがたまんないんだよな。

　千和と二人で食べながら、昨日気になったことを聞いてみた。

「お前たちってさ、俺のいない時に会ったりしてるのか？」

　すると千和はサンドイッチに伸ばした手を止めて、

「な、なあにいきなり？　お前たちって誰のこと？」

「決まってるだろう。乙女おとめの会だよ」

「そだねー。まぁないこともない……かな？」

　と、千和は気まずそうに視線をそらす。

「お前らだけで、どんな話するんだ？」

「べつにー。まぁ普通に女子だけの話だよ。服カンケイとかー、何組の誰ソレが付き合ったってウワサとかー。えーくんが聞いてもつまんない話ばっかりだと思うよー？」

「ふうん……」

　やたら語尾を伸ばす時の千和はたいてい何かごまかしてる時だ。

「でもね、えーくん。これだけは言えるかな」

「何だよ？」

「乙女の会はなんだかんだでみんな仲良しだし、ちゃーんと結束できてるってこと！」

　と、千和はなぜか得意げに胸をそらす。

「……気持ち悪いぞ」

「えっ、キモチワルイってなに？」

「だってお前ら、寄ると触るとケンカばっかしてたじゃねーか。特にお前と真涼」

「だから、これからは違うのっ！　ちゃんとナカヨクシヨウネーって、ね」

　と、千和はややぎこちない笑みを浮かべる。

　真涼も昨日、ヒメに同じようなことを言っていた。間違いなく、四人だけの時に俺の知らない何かがあったのだ。

「えーくんこそ、どうしてそんなこと聞くの？」

「……いや、なんとなく気になっただけだ」

　まさか昨日の真涼とヒメの会話の内容を話すわけにもいかないので、俺も言葉をにごすしかなかった。

「えーくん、あたしもひとつ聞いていい？」

「ああ、なんだよ？」

「もし言えないことなら、別に言わなくてもいいんだけど……」

　千和が珍めずらしく言いにくそうに視線を泳がせながら、

「さっきキッチン借りた時、食器棚の後ろの壁にひどい傷がついてたの。あれ、どうしたの？」

　ああ、あれか。

　思い出したくもないから、夏に食器棚を移動させて隠したんだ。今の今まで忘れてた。

「夫婦ゲンカの傷あとだよ。去年の春ごろ、お袋が食器を親父に投げつけてさ、その時にできた傷だ」

「……すさまじいね……」

「その時のケンカの種がさ、『この家のお金は私の実家が半分出したのよ！』とか『俺の知り合いの建築士に頼んだから安くできたんだ！』とか、そんなんでさ。それで家を破壊してるんだから笑えるよな、本当」

　思い出すだに、最悪である。

　あんな連中に俺の人生を振り回されるのはまっぴらだ。

　俺は必ず自分の手で人生を切り開く。あんな恋愛脳どもの二の舞にはならない。

「あのさ、えーくん」

「うん？」

　千和はもじもじと体をゆすりながら、上目遣うわめづかいに俺を見つめる。

「えーくんのパパとママって、特殊な例だと思うんだよ？」

「えっ？」

「仲の悪い夫婦や恋人もたくさんいるけど、そうじゃない人たちだってもっとたくさんいるってこと」

「そんなこと、わかってるよ」

　そう答えながら、心にもないことを言ってる自覚はあった。

　やっぱり俺は恋愛アンチで──どこかでそういう「素敵な恋愛」を疑うたぐっている、軽蔑けいべつしているところがある。

　原因が両親の不仲にあることは間違いないのだが、最近はそれだけでもないような気がしている。同じ存在である真涼を見ていたらわかるのだ。俺もあいつと同じで、心の奥底にもっと屈折くっせつした何かがあるような気がする。

　それが何かは、自分でもわからないのだけれど。

　重くなった雰囲気を変えるかのように、千和が言った。

「それよりえーくん、最近ごはんちゃんと食べてる？　ゴミ箱の中、コンビニ弁当の容器ばっかりじゃない」

「まあな」

　一人だと作る気がしなくて。ついついテキトーに済ませてしまう。

「だめだよそんなの！　寝不足のうえにごはんまでそんなんじゃ、カラダこわしちゃうよ？　ちゃんと寝てちゃんと食べないと」

「わかってるよ。うるさいな」

　ついつい、尖とがった声になってしまった。

　すると千和は悲しそうに目を伏せて、

「……ほんとのほんとに、心配なんだよ？」

　うっ、しまった。

　この目は、本当に傷ついてる時の目だ。

「す、すまん。言いすぎたよ。悪かった」

　千和はふるふる首を振って、

「あたしのことなんかいいけど、本当に気をつけてね？　カラダこわしちゃったら、勉強も部活もぜんぶ駄目になっちゃうんだから。寝不足はしかたなくても、せめて食べるものくらいは、ね？」

　うーむ。千和に食事の心配をされてしまうとは。

　なんだか最近、立場が逆転してるような気がする。

「あ、そろそろ出ないと」

　千和が立ち上がり、食器を片付けはじめた。時間を見ると……うお、やべえ。ちょっと早めに登校してテスト勉強したかったのに、いつもと同じ時間になってしまった。

　千和と一緒に家を出て、同じく登校する生徒たちの群れに合流して校門の手前まで来たところ、制服の集団の中に見慣れた後ろ姿を見つけた。

　朝日に輝く艶つややかな黒髪が、背中でひょこひょこ揺れている。

　ヒメだ。

　しかしいつもと違う。

　背中にやたらと長い棒を背負っている。紫色の布が巻き付けられていて正体はわからないが、あんなものいったいなんの授業に使うのだろう。

「ヒメっち、ケガしたのかな？」

　千和が言う通り、左腕には包帯がびっしり巻かれていた。しかし雑な巻き方だ。切れ端が風にたなびいていて、どう見ても素人の手によるものである。

「でもおかしいよね、骨折やねんざなら腕を吊つって固定してなきゃダメなのに。火傷やけどかな？」

　けがの経験のある千和が首を傾かしげるが──俺にはだいたい察しがついていた。

　あの無意味な包帯の巻き方。

　あの巨大なブツを背負った姿。

　……身に覚えがある。

「ちょっと、そこの一年！」

　俺たちより先に校門をくぐろうとしたヒメが、「あいさつ運動」のために立っていた風紀委員二人組に呼び止められた。冬海の騒動の時にもいたポニーテールの三年生とメガネの二年生だ。

　しかしヒメは無視して通りすぎようとする。

「おい君、待ちたまえ！」

　ポニテ先輩がヒメの左肩をつかもうと手を伸ばす。

　するとヒメは素早く身をひるがえし、両手を広げて一本足で立つあのポーズを取った。

　荒ぶる鷹たかのポーズだ。




「我が剣に手を触れるな！　呪われた竜に魅入られたいのか！」




　変な汗がどっと噴き出すのを、俺は感じた。

　ヒメはポニテ先輩と激しくもみ合いはじめた。校門をくぐる生徒たちが何事かと足を止める。

　千和が駆けつけ、ヒメに後ろから抱きついて引きはがす。

「落ち着いてよヒメっち！　急にどうしたの？」

「近づくな人間！　クッ……だめっ、殺戮さつりくの衝動を抑え、き、れないッ！」

　千和を振り払った勢いで、ヒメは前につんのめって道路を転がり、「県立羽根はねノ山やま高等学校」と書かれた校門のプレートにおでこを激突させた。なかなか見事なコケ方で、周囲から「おおー」と歓声があがる。

　大丈夫かと駆け寄ろうとすると、ヒメはぶつけたおでこを赤くしたままスッと立ち上がり、

「近づくなと言っている。命の保証はできないぞ、村人Ａ太」

「む、むらびと？」

　暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターじゃねえのかよ──と言いかけて、俺は思い出す。そっか、前にヒメに嫌われようとして「俺は暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターの記憶を植えつけられただけの村人Ａだ」って訂正したんだっけ。逆効果に終わったけど。

「今の我は暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセスではない──」

　ヒメは右手に持っていた棒をひゅんひゅん振り回しはじめた。うお危ねえ、俺と千和は三歩下がって退避する。

「殺戮の血にまみれた狂戦士『暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス・ジェノサイドモード』！　あん！」

　振り回していた棒が校門を直撃した途端、ヒメは可愛かわいい悲鳴をあげて棒を取り落とした。衝撃で手がしびれたのだろう。虚弱な戦士である。

「君、ジェノサイドとはどういうつもりだ！　その棒で何をするつもりなのだ！」

　ポニテ先輩は額ひたいに汗をにじませながら腰を落とし、ヒメに問いかける。

「フッ。剣の運命は剣しか知らぬ……。そう、この〝雷神殺しライジンスレイヤー〟のみぞ知ることよ」

　ヒメは落とした棒を拾いあげ、天に向かって突き出すようにして両手で捧ささげ持つ。いまいち口調が安定しないのは、キャラがまだ固まってないからか。

「気をつけることだな、邪竜族ワイバーン。こうなってしまった我は以前のように優しくはない。絶大なる力と引き換えに善の心を捨て去ったのがこのぢぇ、ジェノサイドモードなのだから！」

「馬鹿ばかな！　そんなことをしたら進路に影響するぞ！」

「このモードでの能力は雷いかずちだ。一度に放つことのできる力は自然界の稲妻いなずまの十二倍！」

「ならば電力会社に就職という道もあるじゃないか！」

　いい先輩だなぁ。ガチで付き合ってあげてるぞ。

　二人の周りにはすっかり人だかりができていた。登校してくる生徒のほぼ全員が足を止めればそりゃそうなる。

　そのど真ん中をモーセのようにぐんぐんずいずい引き裂いて、冬海がやってきた。

「ちょっと、これはいったいどういうことよ？」

「俺が聞きたいよそれは」

　なぜ今日に限って中２病が悪化しているのだろうか。

　そもそもヒメが痛い行動を見せるのは俺たちの前だけで、二組にいる時はおとなしくて目立たないと聞く。もともとこんな派手なパフォーマンスをするような奴やつじゃない。

　それが今日はどうしたことだ？

　こんな大勢の前で何か吹っ切れたような──いや、ヤケになってるかのような行動をしている。

「ともかくヒメちゃん、その棒を渡しなさいっ！」

　マスターである冬海に詰め寄られると、ヒメは雷神殺しライジンスレイヤーを抱きしめて後ずさった。

「すまないマスター。私はもう平和な日常に戻ることはできない」

「何言ってるのよ。そんなモノ持ち歩いてモテると思ってるの？」

　中２病ＶＳ．恋愛脳。なかなか興味深いカードだがヒメのことを思うと他人事ひとごとではない。

「いいから渡しなさいってば！」

「駄目。この剣は人間が持つことはできない」

　二人で棒を引っ張りあう。すると棒に巻かれていた紫の布がほどけてきて、中身が露あらわになってしまった。渓流釣りに使う釣り竿ざおである。邪竜族ワイバーンはどうか知らないがイワナはたくさん釣れそうだ。

　布が解けたことで、引っ張っていたヒメと冬海はほとんど同時に尻しりもちをついた。冬海は勢いあまって電柱に頭をぶつけて、ごちんと痛そうな音がする。

　ヒメは非力なぶん難を逃れて、痛みに頭を押さえている冬海より早く立ち上がった。一瞬、申し訳なさそうな目を冬海に向けたが──すぐに顔を伏せて、釣り竿と布を回収してそそくさと校門の向こうに去っていった。

「ひ、ヒメちゃん、待って！　私の話を聞きなさい！」

　ようやく立ち上がった冬海の声も届かないようだ。

「どうしちゃったんだろうね、ヒメっち」

　千和が不安そうに首を傾げる。

　この騒動を見守っていた野次馬の中に、俺は真涼の姿を見つけた。やはり思い詰めたような顔でヒメの後ろ姿を見送っている。

　どうやら事態は思わぬ方向に転がり始めたようだ。
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♯２　中２病が重篤で修羅場







　実力テストの手応てごたえはなかなかだった。

　朝の騒動の後でもしっかり切り替えて集中できたので、自分の成長を感じ取ることができた。これならどうにか学年トップを維持できそうだ。

　自分自身の懸案タスクが片付いたところで、さて、ヒメのことを考えよう。

　あんな大立ち回りを演じて、いったいクラスではどんな扱いになってるのだろう。中学時代俺おれがやらかした時は、一週間くらい誰だれも話しかけてこなかった。〝経験者〟として、少しでもフォローしてやらねば。

　そんなわけで放課後、ヒメのいる二組へと乗り込んだ。

　ヒメの席は窓際まどぎわ一番後ろの席なのだが、そこに人だかりができている。男子女子混合五人のグループがヒメに何やら話しかけていた。イジメか？　よってたかってイジメなのかっ？

　俺は教室後ろの壁際に何食わぬ顔で立ち、貼はり出されている掲示物を読むふりをして耳をそばたてる。

「秋篠あきしのさん、釣りするの？　俺もするんだけど今度一緒に行かね？」

「これは〝雷神殺しライジンスレイヤー〟。殺戮さつりくと破壊のためだけに生み出された」

「へー、かっちょいい名前だね。よく釣れそう」

　と、釣り好き男子が感心したように頷うなずく。

「姫香ひめかちゃん、この包帯ってＶビジュアル系の真似？」

「否定。これは溢あふれ出る〝竜闘気ドラゴニックオーラ〟を抑えるための封印」

「あたしの好きなバンドのボーカルもさ、こういうのやっててー。姫香ちゃんみたいに色白だと似合うよね。マジうらやまー」

　と、メイクのきついちょっと怖そうな女子が包帯の切れ端を手で弄いじっている。

　……ううむ。

　なんか、フツーに話してる？

　男子も女子もヒメの受け答えをきゃあきゃあ言って面白おもしろがっている。イジメてたりバカにしてたりっていう感じはしない。楽しそうである。

「でもこの包帯、普通に薬局で売ってるやつじゃん？」

「我が念をこめれば人間界の物質でも魔力を帯びるようになる」

「秋篠さんって面白いねー。話したことないから知らなかった」

「さ、殺戮の戦士は面白くなんかない」

　ヒメの方はそんなクラスメイトの反応に戸惑とまどってるように見える。ポーカーフェイスを作ろうとするのだが、話しかけられるたびに目が泳いだり手がぐーぱー開いたりしている。その困ってる様子がなんとも言えず可愛かわいらしく、いっそうクラスメイトの注目を呼んでしまっているようだ。

「よう季堂きどう、どうしたんだよ」

　二組の知り合いが声をかけてきた。中学で同じだった倉嶋くらしまだ。

「いや、ちょっと同じ部のやつの様子を見に来たんだが……」

「ハーレム軍団の一員だもんなあ、気になるのか？」

「そういう言い方はよせ」

　倉嶋はアハハと大声で笑った。あいかわらずズケズケとモノを言うヤツだ。ちなみに中学時代から彼女アリのリア充じゅう野郎である。

「ヒメって、このクラスだとどうなんだ？」

「あんまりしゃべったことはないな俺は。挨拶あいさつくらいするけど」

「へえ……」

　挨拶か。

　以前のヒメから比べるとそれでも格段の進歩ではないだろうか。前は体育の時間でも一人ぽつんとしてたもんな。

「昼休みはどうしてるんだ？　誰かと一緒に食べたりしてるか？」

「たまに近くの席の女子と食べたりしてるのは見たことあるぜ」

　どうやら俺が思っているほど、ヒメはクラスで孤独な存在ではないようだ。

「あの釣り竿ざお、先生に没収されなかったのか？」

「ウチの担任そういうのしないから。振り回すなよーってＨＲで言っただけ」

「そりゃ良かった」

　この学校、風紀委員にそういうの任せてるトコあるからな。そのぶん先生はユルイ感じの人たちばかりだ。

　さて。

「ヒメ、そろそろ部活に行こうぜ」

　俺は周りから人がはけたのを見計らい、何気ない風をよそおって声をかけた。

　ヒメはスッと立ち上がり、

「村人Ａ太よ」

「え？」

　……あ、俺のことか。

「あまりここには来ない方がいい。まだエイタのことを〝暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター〟と誤認している邪竜族ワイバーンがいるかもしれない」

「あ、ああ」

　その設定、思い出したのかよ。

　それにしても、ヒメの態度がいつになく冷たい。

　嫌われるために考えた「村人Ａ」の設定なのに、こんな形で突きつけられると辛つらいもんだな。
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　そんなこんなで、「自演乙」の部室である。

「『じぇのさいど』って辞書でひいてみたんだけど、皆殺しとかそういう意味だよね？　モテる前に逮捕されないの？」

「問題ない。国家権力に対しても超次元思念体の因果律操作は行われている。殺戮遊戯ジェノサイド・モード時の我は、この世に存在しない者コード・ブレイカーとなり、人間の作った法で裁さばくことはできない」

「ふえー、おまわりさん困っちゃうね」

　と、さっそく千和ちわとヒメのマヌケな会話が繰り広げられる。いや、千和の場合は器がでかいと言うべきか。ホントにこいつ、なんでも受け入れるからな。

　しかし、恋愛脳な風紀委員はそうはいかないようで、さっきから熱心にお説教している。

「だからね、ヒメちゃん。そういう奇抜なファッションがモテるのはせいぜい中学時代までなのよ」

「時代に流されるのは性しょうに合わない。今の我は時代を創り出す存在へと進化しつつある」

「そりゃ、中学校の時はあったわよ。『目立てばモテる』みたいな空気。男子女子問わずそういうコがモテたって、否定はしないわよ私も」

「殺戮者ジェノサイダーの罪を背負い、悪を殲滅せんめつする。誰にも理解されなくていい、ただ、新たな世界の礎いしずえになること、それだけを信じて……」
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「でもね、高校は違うわ。ハイティーンの世界は別！　クラスで一番目立つコより、そのコの隣で控えめに笑ってる優しいコが一番モテるの。ちなみにこれ、社会に出た後も同じだから。ビジネスシーンでも同じだから」

　いつお前が社会に出たんだよあーちゃん、とツッコミそうになったがやめといた。これ以上話をややこしくしたくない。

　それにしても、とことん噛かみ合ってねえなこいつら。

　滔々とうとうと恋愛脳を垂れ流す冬海ふゆうみと、訥々とつとつと中２電波を飛ばすヒメ。対照的な二人ではあるのだが、自分の世界に浸ひたっているという意味では似たもの同士ともいえる。

「それでは、学園祭の話をはじめましょう」

　二人はほっといて、真涼ますずがホワイトボードの前に立つ。昨日のショックからは表面上、立ち直ってるように見える。

　しかし、今日は一度もヒメと目を合わせていない。

　ヒメの方でも真涼を見ようとはせず、手の甲に浮かんだ魔方陣（蛍光ペンで描いてある）をじっと見つめている。

「昨日も言いましたが、学園祭の最終日に一番人気の出し物を投票で決めるというシステムがあります。私たち『自演乙』の存在を全校に知らしめる絶好の機会というわけです」

　すでに悪評が全校に知れ渡っていると思うのだが、今は言うまい。

「我が部にふさわしい、人気投票でトップを取れるような出し物を目指したいのですが、鋭太えいたくんに何か妙案はありませんか？」

「え？　俺？」

　急に話を振られた。

「そうは言ってもなぁ、部員五名じゃできることも限られてるんじゃないか？」

「確かに。大がかりな催もよおしはできませんね」

「カオルくんに手伝ってもらうとか、できないかな？」

　と、千和は言うのだが、あいつはあいつで生徒会書記という役割がある。学園祭の時は何かと忙しいんじゃなかろうか。

「千和、お前は何かやりたいことないのか？」

　千和は「ふーむ？」と腕組みをした。このポーズの時、コイツは考えるフリして何も考えてないことを俺は知っている。おそらく欲望のままに回答するだろう。

「やきとり屋さんか、やきぶた屋さんか、やきうし屋さんかな」

　予想通り、食い物関連だった。

「やきとり屋はまあわかるとして、やきぶた屋とやきうし屋はなんなんだ？」

「だってお肉焼くだけだし、カンタンかなーと思って」

「じゃあ素直に焼肉屋でいいだろ」

　千和は「おおっ♪」と嬉うれしそうに手を叩たたく。喜ぶんじゃねえバカにしてんだよ！

「で、真涼は何をやりたいんだ？」

「演劇です」

　なるほど、確かに真涼向きかもしれないが、

「でも、たった五人じゃロクな劇にならないぞ」

「そこは鋭太くんの独り芝居でなんとか乗り切るということで」

「できるわけねえだろそんなこと」

「なんなら独り上手でも構いませんが」

「ああ、それなら俺得意だからな……ってやかましいわ！」

　ノリツッコミしてしまった。だから「独り上手」と言われるのに、我ながら救えない。

「人の案にケチばかりつけて。そういう鋭太くんは何がやりたいんです？」

「休憩室だ」

　俺は即座に提案してやった。

「休憩室で、人気投票一位が狙ねらえると？」

「無理だな。しかし楽でいい」

　学園祭でやる気のないクラスが催す筆頭みたいな企画だからな、休憩室。

　ちなみに俺が中二（病気ではない方）の時のクラスがそうだった。やったことと言えば机と椅子いすの移動くらいで、あとは看板を絵が得意な女子数人が作っただけ。

　しかし、当時の俺は何故なぜかそれを良しとはしなかった。

　今考えてみれば、「みんなが左に行くなら俺は右だぜ」という天あまの邪鬼じゃく方面の中２（病気の方）を発揮しただけのことなのだが──学園祭当日の朝に「戦う前から負けてるぜ、お前ら！」とクラス全員の前で叫び、

　校舎の屋上に駆け上って、

　学ランを脱ぎ捨て、荒ぶる鷹たかのポーズを取り、

「うがああああああああああああああああああやめろおおおおおおおおおおおおおおおおおやめてくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　俺はほとばしるような絶叫で、回想が致命的なシーンに及ぶのをギリギリで制止した。

　がああ、胸が、胸が苦しいよう！

　かきむしりたい。かきむしって、心臓をわしづかんで、鼓動を止めてしまいたい！

「ど、どうしたんですか鋭太くん？」

「お願いだ真涼！　たのむからっ、頼むからあれを朗読するのだけはやめてくれッ!!」

「落ち着いてください。私は何もしていませんよ？」

　ハッ、と我に返った。

　そうだ、別に真涼はノートを取り出しちゃいない。今はそんな流れではなかったはずだ。

「鋭太くん、テスト勉強で疲れてるんじゃないですか？」

「そうかもな……」

　頬ほおにしたたった汗をぬぐい、俺はため息をつく。ああひと安心だ。忘れかけていたあの過去を暴かれたら十日は寝込む自信がある。

「あっ、学園祭と言えばさー。えーくんって中二の時に」

「ってお前がバラすんじゃねえよ千和！」

　危ねえ！　ここにはノートどころか生き証人がいるんだった！

「あなたたち、さっきから何騒いでるのよ？　落ち着いて話もできないじゃない」

　と、冬海が口を尖とがらせて言った。どうやらヒメへのお説教はまだ続いていたらしい。

「学園祭の出し物を話し合ってたの。愛衣あいは何か良いアイディアないの？」

「そんなのたくさんあるじゃない。たとえばモテカワわたがし屋、モテカワたこ焼き屋、モテカワオバケ屋敷」

「モテカワつけただけだろ、それ」

　最後のはちょっと面白そうだけど。どんな可愛いオバケだよ。

「じゃあ、ヒメっちは？　何かやりたいことある？」

　ヒメは大きく首を横に振った。

「殺戮遊戯ジェノサイド・モードと化した以上、人の群れに加わることはもはや不可能。今でもこの封印によって、あふれでる殺戮の衝動を抑制している状態。危険」

　カッコ良さげなセリフを披露しつつ、ヒメは包帯を巻いた腕を持ち上げて見せる。

　何故か誇ほこらしげな顔に少しイラッと来たので、俺は包帯の切れ端を引っ張ってぴろぴろ解ほどいてやった。

　さあ、どう出る？

　過去の自分に照らし合わせれば、「クッ、みんな逃げろ！　〝竜闘気ドラゴニックオーラ〟の暴走に巻き込まれるぞ！」「まだ俺にヒトの心が残っている間に……離れるんだッ！」とか言いながら悶もだえ苦しみ、ラストは「みんなァ……今までこんな俺に付き合ってくれて……サンキュな！」とほろ苦い笑顔で教室を去るはずである。無論、翌日は何事もなかったように登校するのだが。

　ヒメはどうするのかと思って見ていると、包帯を不器用な手つきでぐるぐると巻き直した。

「再封印完了」

「そんだけかよ！」

　手の込んだ中２演技が見られるかと期待したのに、思いの外ほかあっさりである。

「ダメだよヒメっち、包帯はこうやって巻くの」

　ただ腕に巻きつけただけになってる包帯を、千和が慣れた手つきで巻き直した。

「おかげで血の雨を見ずに済んだ。協力感謝」

「どういたしまして～」

　にっこり笑う千和であるが、一方で真涼は険しい顔をしている。

「つまり、秋篠さんは学園祭には参加しないと？」

「肯定」

「何故？　みんな仲良く、力を合わせて取り組むと昨日言ったばかりじゃないですか」

　ヒメが体を硬くするのがわかった。

　しかし表情は変えず、声の調子も淡々と、

「だからこそ、我は一緒には居られない。邪竜族ワイバーンとの戦闘が激化すれば、きっとこの部にも災わざわいが降りかかる。だから我はいない方がいい」

「それは本心ですか？」

　真涼の問いには答えず、ヒメは立ち上がった。

「我が敗れし時は涙はいらない。しかし、闇夜やみよが来るたび思い出せ、殺戮遊戯の血の赤ジェノサイド・ブラッド・レッドを……！」

　ようするに「しばらく部活を休みます」ということらしい。

「どうしてそんな急に？　理由を言いなさいヒメちゃん！」

　机を叩いて立ち上がる冬海を制して、俺はなるべく優しく問いかけた。

「来週には戻ってこられるだろ？　一緒にやろうぜ、学園祭」

「それは邪竜族ワイバーンの出方次第」

　ヒメは俺の横を素通りしてドアに向かう。背負った釣り竿がずり下がり、床をずるずる掃除している。

「なあ、明日もその格好してくるのか？」

「……余裕！」

　釣り竿を背負い直して、ヒメは出て行った。

「ひ、ヒメちゃんが不良になってしまったわっ！」

「あたしたち、何か怒らせるようなことしちゃったのかな？」

　不安そうにする冬海と千和をよそに、俺と真涼は目配せし合った。

　これは本格的に対策を練る必要がありそうだ。
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　その日の夜。

　俺は真涼に呼び出されて、いつもの喫茶店へ向かった。

　店内に入るなり、出迎えたウェイトレスが「あちらのお席へどうぞ！」と真涼の座る窓際の席を示して微笑ほほえんだ。どうやら顔を覚えられてしまったらしい。いずれ注文しなくてもコーラが出てくるようになるかもしれない。

「いったいどういうつもりなのかしらね」

　席につくなり、真涼が話を切り出してきた。

「さあ。皆目わからん」

　もちろんウェイトレスの記憶力でなく、今日のヒメのことである。

「私たちに対する何らかの抗議行動、という風には考えられないかしら？」

「それで中２病が重くなるのか？　意味わからんぞ」

「でもトリガーが昨日のできごとであることは間違いないでしょう」

　真涼は俺の目を覗のぞき込むように見つめて、

「ねえ。昨日私と別れてトイレに行った後、秋篠さんと何か話したの？」

「ああ」

　隠してもしかたないので、俺は正直に頷いた。

「どうしてフェイクなんてことをやったのか、ヒメには説明しなきゃいけないと思ってな。お前の告白避よけのためだって」

「余計なこと言わなくていいのに……」

　真涼は渋い顔でため息をつく。

「真涼には真涼の理由があるんだって、ヒメに言っておきたかったんだよ」

「それが余計だというのよ。そんなこと、他人に話したところで『モテ自慢か？』と思われるのが関の山でしょう」

　んー、屈折くっせつしてるな、こいつ。

　こういう風に言うってことは、実際にそう言われたことあるんだろうな。直接か、あるいは陰口か。男子の俺だったら「ハーレム軍団～♪」とか茶化されて終わりなのに、女子はそのへんめんどくさそうだ。

「ヒメはそんな風には思わねえよ。お前だって、本当はわかってるくせに」

「……さあ。それはどうかしら」

　真涼は尖らせたくちびるでコーヒーをすする。

「それで秋篠さんはなんて？」

「『なんのことかわからない』って言われたよ。お前が持ちかけた取引をちゃんと守ってるんだろう」

「そう……」

　真涼はホッとした表情を見せた。

　それから俺のことをキッとにらみ、

「そもそも、鋭太が不用意なのよ。あんなところでニセの彼氏だって言えって言うから」

「それを言うなら、お前の暴走がそもそもの原因だろ」

「暴走？」

「俺がちょっと他ほかの女としゃべったくらいで取り乱してさ。俺たちがフェイクだってこと忘れてるんじゃないか？」

　真涼は目を丸くして、

「……忘れてたわ」

「ほら見ろ」

「ニセの彼氏って十回唱えたら抱きしめてくれるって言ったじゃない！　まだ抱いてもらってないわ！」

「でかい声で恥ずかしいこと言うんじゃねえよ！」

　周りの客がいっせいにこちらを見るのを感じる。さっきのウェイトレスさんが「がんばれ彼氏さん！」みたいに拳こぶしを握っているのが視界の隅に映る。なんなんだ一体。俺らを温かく見守るんじゃねえ。

「話を元に戻しましょう」

　仕切り直すように、真涼がお冷やをひとくち飲んだ。俺もお冷やを飲み干して喉のどを潤うるおし、落ち着きを取り戻す。

「秋篠さんがとっているあの奇行──釣り竿を背負ったり包帯を巻いたりしてるのは、中２病的にはどういう行為なの？」

「人知れず何者かと戦っている自分カッコイイ、ってやつだ」

　真涼はあからさまに「ハア？」みたいな顔をして、

「いまいち、それが『カッコイイ』という価値観が理解できないのだけれど。ようするに独り芝居、『自作自演』なわけでしょう？　むなしくならないの？」

　くそ、言いたいこと言いやがるなこの女。自分は自演集団の親玉のくせに。

「そこはもう自分に酔うんだよ。浸るんだよ世界に。平凡平和な日常に背を向けて、ひとり孤独に戦う選ばれし勇者！　誰にも理解されない悲しみを胸に秘めつつ、異世界からの侵略者と激闘を繰り広げる！　『あいつヤバくね？』って白い目で見られれば見られるほど『普通の人間に……俺の悲しみはわからなくていい……』って自己陶酔とうすいマシマシになっていく中２スパイラルに陥おちいるんだよ！　抜け出すの大変だったんだぞアア!?」

　俺は自分でも気づかないうちに立ち上がっていた。またもや周囲の客の視線が痛い。おい、ウェイトレス。「あちゃー」みたいなポーズで天を仰あおぐのはやめろ。仕事しろ。

　俺は咳払せきばらいしながら座り直し、

「ともかく、ヒメ的にあれは『カッコイイ』と思ってやってるはずだ。それは間違いない」

「だとしても、今回の事象の説明はつかないわね」

　真涼は机に頬杖ほおづえをついて俺を見つめ、

「秋篠さんがああいう中２病的行動をするのは、私たちの前だけだったはずよ。もし二組でも同じような行動を取っていたら、入学時からウワサになっているはずでしょう」

「うん……」

　そこは確かにひっかかる点だ。

　以前、カオルから聞いたヒメの評判は「二組でも声を聞いた人がほとんどいない」という、そのくらい地味で目立たないものだった。ヒメが本性を見せるのは俺たちの前だけ。駅前で「暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター」として大立ち回りを演じた俺と、その一味である「自演乙」の前だけなのだ。

「まるで私には──あの子が自分のカラに閉じこもってしまったように見えるわ」

「えっ、逆だろ？」

「逆？」

「だって今まで俺たちの前でしか見せなかった本当の姿を、クラスメイトの前でも見せてるってことじゃないか。それが不思議だって話じゃないのか？」

　すると真涼は少し身を乗り出すようにして、

「秋篠さんの本当の姿を、鋭太は知っているの？」

「いやだから。マンガとかアニメが好きすぎて中２病患者になってしまって、」

「それはただ彼女の趣味や行動傾向を言っているだけじゃない。少なくとも私は、あの子の本当の姿なんて見たことないわよ」

「いや……」

　俺は反論しようとして、しかし言葉が出てこないことに気がついた。

　ヒメと言えば中２病、みたいに思っていたけれど。

　考えてみれば、それがヒメの本当の姿ってわけじゃないか……。

「ああ、でも鋭太は知ってるんだったわね」

「あん？　何が？」

「秋篠さんの、ハダカなお尻しりのこと」

「!?」

　こいつ、まだ夏休み前の保健室でのことを根に持っていやがったのか！

　くそが、見損なうんじゃねえぞ！　俺がそんな不埒ふらちな男に見えるかよ！

　今でも思い出す。保健室の真っ白なシーツよりなお白いふとももがスリスリ擦こすり合わされていた光景を。はっきりまぶたに焼き付いている。いつも見ている制服姿の細身からは想像もつかないくらいむちむちと肉づきのよかったあのまあるいお餅もち。

　……………………忘れられない。

「やらしい目を、してるわね」

　と、ゴミを見るような目をした真涼が言った。

「あなたって恋愛アンチのくせに、秋篠さんに対してはそういう目を向けているのね。性欲は別というわけなのね？　けだものなのね？」

「だから違うって言ってんだろうが！」

　すみません。違いません。ごめんなさい姫香さん。

　さっきまでおしゃべりでにぎやかだった店内はしーんと静まりかえっていた。他のテーブル客がチラチラこちらを窺うかがっている。まぁ、ハタからみりゃ間違いなく「痴話ゲンカ中のカップル」だろうからな。しかたがない。

　真涼がスッと立ち上がり、

「出ましょうか」

「ああ」

　俺たちは会計をすませて店を出た。釣り銭をくれる時、ウェイトレスが「雨降って地固まる、雨降って地固まる」と俺に早口でささやいていた。いったいなんなんスかあなた。

　店を出てすぐ、何を思ったか、真涼が俺の腕を取ろうと体を寄せてきた。

　俺は素早く身をかわす。

　真涼が負けじと踏み込んで来たので、俺は軽かろやかにバックステップしてヤツの腕をすり抜けた。

　しかし敵もさるもの、踏み込んだ足を軸にしてバレリーナみたいにくるっと向きを変え、まるで俺の動きを読んでいたかのように腕をからめてきた。だが、そうは問屋が卸おろさない。俺は歩道の植え込みの縁ふちに跳び乗って回避する。
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「どうして逃げるのよ」

　車道を行くヘッドライトに照らされながら、俺は縁の上を歩く。真涼が追いかけて来る。

「もしクラスメイトが通りかかったらどうするの？　腕くらい組んでないと恋人として不自然じゃない」

「高校生で腕組んでるやつなんて、そんなにいねーよ」

「今まで、そんなこと言わなかったのに……」

　真涼は納得がいかないようで、ぶつくさ文句を言っている。

「じゃあ、手ならいいでしょう？　手をつなぎましょう」

「断る」

「手をつないでください。お願いします」

「……いきなりていねいに言っても駄目だぞ」

「おうあんちゃん手ぇつなげや！」

「脅おどしてもダメだ」

　俺は縁から飛び降りて真涼を振り返り、

「お前さ、最近ちょっと行きすぎだぞ」

「何がよ？」

「やりすぎだって言うんだよ。これじゃもう、俺たちの大嫌いな恋愛脳と一緒じゃないか」

　真涼は心外極まる！　という風に目を見開いて、

「冗談じゃないわ。あんなクズどもと一緒にしないで」

「一緒だよ。さっきの喫茶店にいた連中の目を見たろう？　人前でイチャイチャしやがって、みたいな目つきのやつもいたぞ。恋愛脳だと思われてるんじゃないか？」

　すると真涼は語気を強めて、

「私が恋愛脳だなんてとんでもない話だわ。あくまでフリよ、演技、フェイク。そこのところ、よく理解して。勘違いしないで」

「わかったよ」

　俺はため息をついて降参した。

　真涼は満足げに頷くと、「スキあり！」とばかりに俺の腕に腕をからめてきた。肩と肩を密着させ、甘えるみたいにして頭をこてん、とのっける。

「……え？」

「え？　じゃないわよ。早く行きましょう？」

「お、おう」

　しばらく歩いて、俺の家と真涼のマンションの分かれ道に来たのだが、真涼はまだ腕を離そうとしない。

「なんでついてくるんだよ？」

「まだ話し合いは終わってないでしょう。これからの対策が何もできてないじゃない。だからあなたの家に行くわ。ついでにもにょもにょも御馳走してくれるでしょう？」

「……」

　なんか、なんかもう。なぁ。

「あのさ、そんなことはありえないと思うけど、念のため、いちおう、聞いておくぞ」

「何よ？」

　俺は真涼の蒼あおい瞳ひとみを見つめて、




「──お前、俺のこと好きなのか？」




　なんでもない風をよそおって聞いてみたつもりだが、緊張で声がうわずってしまった。

　これを聞くことで、俺と真涼の共犯関係が壊れてしまう気がして、怖かったのだ。

　そういう俺の気も知らないで、真涼は、

「そんなわけないでしょう？　何言ってるのあなたは」

「だ、だよな」

「『お前、俺のこと好きなのか？』──ですって？　どこのイケメン様よあなたは。そんなセリフを口にしていいのは顔面偏差値７０を越えてからよ」

「はいはい。ブサメンの分際で悪かったよ」

　なんだ、拍子抜けだよ。

　もちろん好きというハズはないと思っていたが、もうちょっと焦あせったりテンパったりしてくれると思ったのだが。

　やっぱり俺の取り越し苦労だったようだ。

「ただし、もにょもにょはしたいわ。その気持ちは本物よ」

「……は？」

　真涼は俺の胸にすりすりと頬ずりをかましながら、

「あなた自身のことはなんとも思ってないの。心では『このバカ！　むっつりスケベ！　童貞こじらせ野郎！』って思ってるのに、体はもにょもにょを求めている。それは否定できない事実だわ」

「妙な言い方を……ちょっと待て、今お前なんて言った？　童貞こじらせ野郎？」

「いいじゃない。どうせ生涯童貞のつもりなんでしょう？　だから私も生涯処女を貫き、もにょもにょだけですごすの。おあいこでしょう？」

「勝手におあいこにすんな！」

　処女をこじらせた女・夏川なつかわ真涼。

　まさか学校一の美少女がこんなだとは、ハネ高の生徒は誰も思うまい……。

「ご託たくはいいから、さっさともにょを恵みなさい！　なんなら今ここでコトに及んだっていいのよ私は!?」

「わ、わかったわかった」

　しかたないか。さっさともにょらせて、すみやかに帰ってもらおう。

　玄関のドアを開けると、中から物音がする。キッチンの方だ。

　冴子さえこさんが帰っているのかと思ったが、靴はない。

　だとすれば、可能性があるのはただ一人で、

「真涼！」

「えっ？」

「帰ってくれ！」

　真涼の肩をがしっとつかみ、回れ右させる。

「突然どうしたのよ。まだ靴も脱いでいないのに」

「いいから明日！　明日話そう！　だから今日はお開き！　なっ!?」

　その時、ぱたぱたとスリッパの音が近づいてきた。

「えーくん、お帰りなさーい♪　……ッ!?」

　エプロン姿で嬉しそうに駆けてきた千和は真涼の姿を見て固まってしまう。

　真涼も千和を見て固まる。

　両者の視線が俺をはさんでぶつかりあう。

　このド修羅場しゅらばをどう収拾つけるかと、逃げ道をさぐって脳みそをフル回転させる俺。

　回答が出る前に、視線が散らす火花が業火へと変わると思いきや──




「なーんだぁ、夏川も一緒だったんだ♪　上がってもらったら？　一緒にごはんたべようよ！」

「あらあら、春咲はるさきさんもいらしてたなんて♪　それなら手土産てみやげの一つも用意してきたのに♪」




　……？

　なんだ？　なんでこいつらこんなに仲が良いんだ？

　気色悪いぞ……。
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♯３　お料理対決で修羅場







　幼なじみが料理を作っているのを、彼女と二人で待っている。

　中学生だった頃ころの俺おれが聞いたら「うらやましい」と言うかもしれない。今年四月の俺が聞いたら「は？　うそだろ？」と聞き返すだろう。そして先月の俺が聞いたら、「お前……逝いくのか!?」と恐怖と驚愕きょうがくに目を見開くに違いない。

　そんな珍めずらしくも恐ろしい事態が、我が家のキッチンで静かに進行している。

　まず千和ちわが料理を作るという時点でかなり危険が危あぶないというのに、それを真涼ますずと一緒に食うなんて。いったいこれはどういうミッションなのか。勝利条件からしてわからない、何が地雷なのかもわからない修羅場しゅらばである。

　リビングのソファの隅っこで震えている俺をよそに、隣で冴子さえこさんの読んでいる芸能誌をつまらなさそうにながめていた真涼が顔をあげた。

「春咲はるさきさん、何かお手伝いすることはありますかー？」

「ないよーなんにもないからー♪　夏川なつかわは座って待っててねー」

　キッチンから明るい声が返るとともに、「ゴッ！　ゴッ！」とげんこつを落とすみたいな包丁の音が聞こえてくる。慣れている人間なら、野菜を切る時あんな音はしない。

「ねえ、春咲さんって料理できるの？」

　真涼が小声で聞いてきた。

「基本的にぶきっちょだからな。前に肉じゃがを作った時は派手に失敗していた」

　あのトマトをぶちこんだ「チワワ特製・創作肉じゃが」の、なんとも言えない色味は今でも忘れられない。

「ふうん？」

　と、真涼は何故なぜか勝ち誇ほこったように肩をそびやかし、

「幼なじみさんの料理はずいぶんとのんびりだこと。私ならいつも変わらない味の温かいごはんを用意してあげられるのに」

「インスタントだろ、それ」

「しかも三分よ。モノによっては一分でチン！　すごいでしょう？」

「だからインスタントだろ」

　偉そうに言われても困るのだった。つうかチンってなんだよ昭和かお前は。

「おまたせー！」

　千和が鍋を持ってリビングに入ってきた。

　俺はいよいよ覚悟を決めて居住いずまいをただし、食卓にでんとおかれたチワワ肉じゃがと向かい合う。

　……おっ？

　あれ？　何故か食欲をそそる匂においがするぞ……。

　鍋のフタを開けると、ホカホカ湯気のたつ肉じゃがが現れた。タマネギもじゃがいもも良い感じにトロトロになっていて美味おいしそうだ。少なくともちゃんとした料理に見える。

「えへへ。実は夏休み中、ちょっと愛衣あいに習ってたんだ。愛衣ってすっごい料理上手なんだから」

「そういえば合宿中に食ったカレーもなかなかだったな」

「レシピをしっかり守って、特に分量ゲンシュして作ればそんなに難しくないわよって。野菜を切るのはもうちょっと練習しなきゃだけどね」

　てへへ、と千和は頭をかく。

　確かににんじんやじゃがいもの形や大きさはふぞろいで不格好だが、大切なのは味だ。

　箸はしをじゃがいもに突き刺して、ふーふーしてからひとくち食べてみた。

　……おお。

　食える。食えるぞ！

　ほっくりほくほく、ちゃんと肉じゃがの味になっている！　ちょっと焦こげた苦みがあるのは、まあご愛敬だろう。俺も焦がすことはあるし。

「うん、美味うまいよマジで。おかわりくれ」

「やったぁ♪」

　千和は嬉うれしそうに皿を受け取り、肉じゃがを大盛りでよそってくれる。

　一方、真涼は真っ白になって固まっていた。まばたきすらせず、じゃがいもの入った口だけをもごもごと動かしている。

　千和がニマニマと顔を近づけて、

「どーお夏川？　おいしい？　お口に合いますですかしらぁ？」

　わけのわからん口調だが、この上なく調子にノッてることだけは伝わる。

　真涼は箸を持った手をぶるぶる痙攣けいれんさせながら、

「え、ええ……そうですね。ウイダーインゼリーマスカット味ほどではないですが、なかなかじゃないでしょうか？　ウイダーインゼリーピーチ味には負けますが」

「あ、えーくん。おべんとついてる♪」

　ぶつぶつ言ってる真涼さんをよそに、千和は俺の頬ほおについている米粒を取ってひょいと口に運んだ。

　するとまたまた真涼の手ががくがく震えだし、

「なっ、ななな、ななななにしてるの？　ななななにしてるのよかかかかかのじょのまままままえええででででで」

「そんなに血圧上げないでよ夏川！　仲良く！　仲良くでしょあたしたち♪」

「えええええそそそそうううででですすすねねねオホホホホホホ」

　……やっぱり妙だな、こいつら。

　仲が良くなったように見えるのは外面そとづらだけで、内面ではむしろ夏合宿前より険悪になってる気さえする。

「で、でも私にだって作れるんですよ？　お料理くらい」

「そうなんだ？　得意料理とかあるの？」

「材料さえあればなんでも作ってみせますよ」

　ずいぶん大きく出た真涼さん、血走った目で千和をにらみつける。

　千和はしらじらしく「へーすっごーい」と目を見開き、

「じゃあ、何か作ってみる？　じゃがいもとかにんじんとか、まだ余ってるし」

「キッチン、お借りします！」

　真涼は左手を広げて顔の前にかざす奇妙なポーズで立ち上がり、ずんずん歩いて行く。

「お、おい、別にそんな無理しなくてもだな……」

「無理ではありません！　料理をするのですッ！」

　と、容疑者は意味不明なことを口走っており。

　真涼は料理はからっきしのはずである。夏合宿でもさんざんな腕を振るって冬海ふゆうみをキレさせていたし、いつもウイダーインゼリーとかカロリーメイトとか、残業続きのサラリーマンみたいなモノばかり食ってる。

「なんで挑発するようなこと言うんだよ、千和」

「別に挑発なんかしてないもん」

　自分の作った肉じゃがを頬張りながら、キッチンを猛犬のような目つきでにらむ千和。いつのまにかお料理大戦の勃発ぼっぱつである。

「できました」

　って、早ぇよ！

　キッチンから現われた真涼の手にしたお盆に乗っていたのは、ほかほかと湯気の立つカップ麺めんだった。……まぁ、なんとなくそんな予感はしてたんだけど。

　千和は目を点にして、

「なぁにそれ？」

「ラーメンですよ。どうです？　材料さえあれば私だってこのくらい作れるんですよ」

「材料って？」

「お湯と麺」

「それ材料って言うフツー!?」

「沸騰したお湯と、即席カップめん」

「詳しく言っただけじゃん！」

　まぁまぁ、と俺は千和の肩を叩たたいた。これ以上コトを荒立てたくない。これならお料理失敗大惨事なんてこともないわけだし、心穏やかにいただこうと思う。

　フタを取って「いただきます」をして、麺をずるずるかっこんだのだが、

「……味がしないぞ、これ」

「あっ、ごめんなさい。スープ入れ忘れました」

「失敗してんじゃねえかよ！」

　ものすごいグダグダっぷりである。いつから俺の彼女はこんな風になったんだろうか。クールな帰国子女で鳴らしたあいつはどこ行った。

　千和は真面目まじめな顔つきになり、

「あのね、夏川。勉強がんばってるえーくんには、なるべく栄養のあるもの食べさせてあげたいって思うの」

「……はい」

「インスタントもたまには悪くないかもだけど、やっぱり手料理の方がいいと思うしさ、ね？」

「…………仰おっしゃる通りです」

　ずーん、と打ちひしがれる真涼。なんか可哀想かわいそうになってきた。

「別に、スープなんか後入れでいいしな」

　俺はキッチンからスープを取ってきてカップ麺に入れた。うん、これでふつーに食える。肉じゃがを食った後だからちょっとキツイけどな。

　真涼はホッとしたような顔をしたが、俺と目が合うと「不覚っ！」みたいに口をゆがめて目をそらした。

　ちぇっ。なんだよ。

　少しは可愛かわいい顔、見せてくれたっていいのに。





◆






　食事の後はお茶を淹いれて、三人で平和に飲んだ。

「この三人だけって、なんだかひさしぶりな気がするな」

　熱い煎茶せんちゃをすすって二人を見まわすと、千和もウンウン頷うなずいて、

「ヒメっちや愛衣が加わる前は、この三人だけだったもんね」

　真涼がふと思い出したように、

「そういえば、その秋篠あきしのさんの話をしに来たんでした」

「あたしもそれ、えーくんに相談しようと思ってたんだ」

　どうやら千和もヒメのことは放っておけないと思ってくれていたようだ。

「千和、お前は今日のヒメの様子をどう思う？」

「最初は怒ってるのかなぁって思ってたんだけど、なんか……拗すねてる？　っていうか、意地になってああいうコトしてるんじゃないかなぁ」

「なるほど……」

「そうなった原因はわかんないんだけどね」

　それには心当たりがある。もちろん、千和に話すわけにはいかないけれど。

「冬海も落ち込んでたし、早くなんとかした方がいいな」

「このままだと、『乙女おとめの会』の崩壊に繋つながりかねませんからね。……実は、私にひとつ妙案があるのですが、聞いていただけますか？」

　真涼が「耳を貸せ」というジェスチャーをするので、俺と千和は額ひたいをくっつけるようにして顔を近づけた。

　──なるほど。

「確かに妙案かもしれないけど、上手うまく行くのか？」

「それは、鋭太えいたくん次第ですね」

　真涼はリビングをぐるりと見まわして、

「必要なブツは、あるんですか？」

「確か物置にしまってあったよね？」

　俺が答えるより先に、千和が答えた。

「でも、どうして夏川が知ってるの？　えーくんの中学時代のこと」

「前に聞かせてもらったんですよ。なにしろ彼女ですから！」

　ふふんと笑う真涼に、千和は「へー」とくちびるの端をひくつかせる。あのノートを握ってるから知ってるだけなのだが、ちゃっかり優位に立とうとするのはさすがである。

「まぁ、あたしは聞かなくたって、えーくんのことなら何でも知ってるけどね。小学一年から今日まで、ずーっとね！」

「はっ、じゃあ鋭太くんが今まで食べたパンの数を覚えてるとでも？」

「えーくんパン党じゃないですー。ごはん党ですー。彼女のクセにそんなことも知らないの？」

「何をえらそうに！　鋭太くんなら今のがジョジョネタだってすぐにわかってくれます！」

　果てしなくくだらない言い争いはともかく、俺は気が重い。

　庭にある物置に三人で移動して、ブツがしまわれている段ボール箱を外に出した。

　ほぼ一年ぶりでお目にかかるそれは、ガムテープでぐるぐる巻きにして厳重に封印されている。解かれた様子はない。解かれていたら自殺モノだ。

「本当にやるのか？」

「ちゃんと言い訳は立ちますから、鋭太くんの評判が落ちることはありませんよ」

「いや、しかしだな……」

「大丈夫だよ！　えーくんならきっとやれるって！」

　千和にまでそう言われて、俺はしぶしぶ頷くしかなかった。

　これもヒメのため。

　フェイクでだました責任を取るため、か。
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　詳しく明日のことを打ち合わせた後、真涼は玄関に立った。

「夜遅いし、送ろうか？」

「そうだよ。あたしも一緒に行くし」

「いえ、大通りでタクシーを拾います。……帰り、夜道でイチャつかれでもしたらたまりませんし」

「そうなんだ？　じゃあ、肉じゃがの残り持っていく？」

「結構です！」

　怖い顔と声で言い放ち、真涼は夜道の向こうに消えていった。なんだか後ろ姿がふらふらしている。料理勝負に負けたことが、まだ尾を引いてるのだろうか。

　ちょっと前のあいつなら、千和とまともに勝負なんてせずに適当デタラメでスルーしただろうに。正面から戦わざるをえない何かがあるのだろうか。

「なあ千和、やっぱりお前ら何かあったんだろ？」

「だから何もないってば！　ただ、やっぱり夏川とはライバルでいたいよね。負けたくないっていうか」

　と、千和は目を輝かせる。

「だってさえーくん、考えてもみてよ。あたしが夏川に勝つなんて、今まであった？」

「……覚えがない」

「自演乙」結成以来、真涼が突飛な作戦を立てて千和が振り回されるという図式だったはずだ。それが今夜は千和が真涼を圧倒していたようにみえる。

「愛衣じゃないけどさ、大勝利ぃぃぃっ！　ってこういう時に言いたくなるよね」

　秋の夜空を見上げながら、千和はぐっと拳こぶしを突き上げる。強く握られた小さな手が、初勝利をかみしめているかのようだ。

「えーくん、今夜も遅くまで勉強するんでしょ？　肉じゃがはお皿に移して冷蔵庫に入れておくから。おなかすいたらチンして食べてね」

「ありがとう。そうさせてもらうよ」

「インスタントなんか、食べちゃダメなんだから」

　そっ、と耳元にくちびるを寄せて、千和は笑った。

「あたしね。今日のヒメっち見てて、昔のえーくんを思い出したの」

「えっ？」

「中学の時、えーくんにもああやって包帯を巻いてあげたでしょ？」

「ああ……」

　俺もヒメと同じく「ファッション包帯」をしていた時期があった。

　しかし、一人で包帯なんてなかなか巻けるもんじゃない。だからヒメみたいに適当になって、結果ずるずる地面を引きずるハメになってしまうのだ。

　それを見かねた千和が、包帯を巻き直してくれたことが何度かあった。

　ずっと剣道をやっててケガの手当には慣れてる千和が巻いた包帯は──俺なんかが巻くよりずっとカッコ良かった。

「あの時はありがとな」

「えー、今になってお礼言うの？　あの時は『余計なことを』とか『お前にまで呪のろいが降りかかるやも知れぬぞ』とか言ってたくせにー」

「……うん。やめてくれ。死にたくなる」

　じっとり額に汗をかく俺に、千和はアハハッと笑った。

「えーくんなら、明日の作戦ゼッタイ成功するから。がんばろうね」

「ああ」




　料理を作ってくれて、朝は起こしに来てくれて。

　そして何より、こんな風に笑って俺を励はげましてくれる。




　なんだか千和が、アニメやマンガに出てくる「幼なじみ」みたいになってきている。
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♯４　中２病ＶＳ．中２病で修羅場







　翌日の朝。

　真涼ますずと待ち合わせ、早めに登校した俺おれは部室で着替えをすませて、時が来るのを待った。校門で待機している千和ちわが携帯を鳴らしてくれる手はずになっている。

「似合ってるわよ、鋭太えいた」

「ウソつけ！」

　薄い笑みを浮かべる真涼に、俺は毒づいた。

「あなただってまんざらでもないのでは？　マンガやラノベは捨ててしまったのに、それは後生ごしょう大事にしまっておいたのでしょう？」

「大事にしてたわけじゃねえよ。本は売れるけど、これは売れないからってだけだ」

「だったら捨てればいいのに」

「そしたらご近所にバレるだろうが！」

　それこそ一大事である。これ以上自分の恥を外に広げてたまるか。

「それより、冬海ふゆうみには連絡しなくて良かったのか？　いちおう話しといた方が良かったんじゃ」

「事前に話してしまったら、あのカタブツさんが許可してくれるわけないでしょう？」

「……それもそうか」

　その時、携帯が鳴った。千和からだ。

『ヒメっちが来たよ！　準備して！』

　了解、と短く返事して電話を切る。

「こうなったら、覚悟を決めるか」

「ええ、フォローはまかせて」

　正直あまり期待はしてないが、もうなるようになれだ。

　ぴしゃりと頬ほおを叩たたいて気合いを入れ直し、俺は部室を出た。すでに登校している連中の奇異の視線を浴びながら廊下を駆け、昇降口から外に出て校門に向かう。風紀委員か教師に出くわしたらめんどくさいことになっていたが、真涼の作った「そういう人たちに出くわす可能性が低いルート」は正確だったようだ。

　よろしい。ここからは俺の領域だ。

　俺は登校する連中の目につかないよう素早く校門そばの植え込みにしゃがみこみ、頭だけを出して周囲の様子を窺うかがった。

　今日も例の風紀委員二人が校門に張りつき、「あいさつ運動」とともに生徒たちの服装をチェックしている。基本的にウチの高校は平和なので、校則を極端に逸脱するヤツはいない。せいぜい、軽くメイクしているのがバレた女子が注意されているくらいだ。昨日のヒメがいかに異次元だったか、よくわかろうと言うものだ。

　今から俺も、その異次元アナザー・ディメンションに入り込む。

「また君か、待ちたまえ！」

　朝の喧噪けんそうを引き裂くような声が校門前に響き渡った。例のポニーテールの風紀委員だ。

　植え込みの陰から精一杯首を伸ばして声の方を見れば、釣り竿ざおを背負い包帯を左腕に巻いたヒメが歩いてくる。おまけに今日は真っ黒なマントまで羽織はおり、ひらひらと風になびかせている。どこで売ってるんだアレ。中学の時の俺が見たら狂喜しそうな逸品だ。

　風紀委員の前を素通りして校門をくぐろうとしたヒメは、しかし肩をつかんで止められる。

「昨日注意されたのにこりないとは、これは我が校の風紀に対する重大な挑戦だ。自分がやっていることがわかっているのか？」

　怖そうな顔でにらむポニテ先輩に、ヒメは少しひるんだように見えた。

　しかしすぐに元のポーカーフェイスに戻り、

「愚問。我の行動はすべて黙示録に記しるされている。神は天にいまし、すべて世は事もなし」

「いいだろう。ならば風紀委員室まで──」

　まずい、早く止めなくては！

　俺が飛びだそうとした時、しかし別の声が校門に響いた。




「待ちなさい、ヒメちゃん！」




　校門の騒ぎを野次馬していた生徒の群れが二つに割れて、空あいた道から冬海愛衣あいがつかつかと歩いてくる。

　真っ白な着物に、小さな三角巾。足下はなんと白足袋しろたびだ。

　いわゆる「死に装束しょうぞく」というヤツである。伊達政宗だてまさむねが豊臣秀吉とよとみひでよしの怒りを鎮しずめるためにやったというアレだ。

　校則違反なんてもんじゃない次期風紀委員長候補の姿に、さっきまで騒がしかった校門がしーんと静まりかえっている。ポニテ先輩もヒメも、呆気あっけにとられて歩み寄る冬海を見つめている。

　俺も同じだ。

　出るタイミングを逸いっしてしまい、情けなく植え込みに出戻ってしまった。

　──何考えてるんだよ、あーちゃん！

「な、何をしてるんだ。キミまで、そんな格好で」

「これは校則違反じゃありません！　謝罪のための正装です！」

　ヒメの隣まで来ると、冬海は絶句するポニテ先輩に毅然きぜんとして言い放った。

「謝罪？　何故なぜキミが」

「ヒメちゃんは私の大切な友達で、そして弟子なんです。弟子の不始末は師匠の不始末、だからお詫わびしますっ！」

「ま、マスター？」

　さすがに面食らっているヒメの隣で、冬海はひざまづき地面に指をついた。誰だれがどう見ても土下座のポーズである。

「さあヒメちゃん、一緒に先輩に謝るの！　そして、二度とこんなことしませんって私と一緒に約束して」

「それは……できない」

「どうしてよ！　そんな格好しててもモテないって昨日言ったじゃない！」

「違う。モテたくてやってるわけじゃない」

「じゃあ、なんのためなの？　理由を説明しなさい！」

　ヒメは風にひるがえるマントをぎゅっと握りしめて、

「ウソつきになりたいから」

「えっ？」

「わたしは、ウソつきになりたい。みんなをだまして、世界もだまして、本物のウソつきになりたい。だから──殺戮ジェノサイドを実行した」

「……？」

　冬海も、風紀委員の二人も首を傾かしげる。

　野次馬たちも顔を見合わせあってひそひそ話をしている。ヒメの言葉の意味を理解できた者は一人もいないようだ。

　無論、俺にもハッキリとはわからない。

　しかしこれだけはわかる。やはりヒメの暴走は、俺たちが責任を負うべきことなのだ。

　ともかく、場が静まった今がチャンスだ。

　俺は一度深呼吸して覚悟を決めて、校門前に飛び出して行った。

　心の中でカッコ良く叫ぶ。

　ダイブ！　アナザー・ディメィション！




「なっちゃいない！　なっちゃいないぞ、ヒメカ・静せい・ヘヴンズレイン！」




　声を張り上げて叫ぶと、校門に集った生徒たちの視線がいっせいに集中した。全員の目がまんまるに見開かれ、口が「は？」という形に動くのを確認。

　ああ。そりゃそうだろうなあ！

　何せ、今の俺の格好はヒメと同じ──いや、ヒメ以上に中２病の塊だ。

　素肌に季節はずれの黒いコートを直接はおり、ズボンは黒ジーンズ。

　背中にはヒメの釣り竿なんて比べ物にならないくらい巨大な剣を背負っている。物干し竿をノコギリでぶったぎり、それをロープで束たばねてスプレー缶で黒く塗りつぶした『邪竜滅殺剣ドラグプニール』である。

　両手には指を切り取った軍手をはめ、手の甲には赤マジックで左右に「滅」「殺」だ。

　全身黒ずくめ、しかしグローブだけは白いというのが俺の美学だ。中学の時はこれが超クールだと思っていた。実は今でもちょっと思ってる。ちょっとだけ。

「なにしてるのタッくん？　バカなの？」

　冬海の冷たい声が背中にグサッと突き刺さる。くそ、こいつ中２病に理解がないな。死に装束でみそぎをするヤツに言われたくはないのだが。

　冬海の声は聞かなかったフリをして、俺はヒメをキリッと見据える。

「殺戮遊戯ジェノサイド・モードの力に酔い痴しれるなと、前世で忠告したはずだ。しかし今の貴様は力という美酒に溺おぼれている！　それでは邪竜族ワイバーンとなんら変わらない。邪悪なオーラに精神を引かれ、最後は堕おちてしまうぞ！」

　うーん。

　一年くらいブランクがあるはずだが、スラスラ出てくるなこういうセリフ。

　悲しいことに、俺には中２病がすり込まれているらしい。魂レベルで。

「──それは、覚悟のうえ」

　ようやくショックから立ち直ったヒメが、いつもの無機質な声で言った。

　だが、俺にはわかる。わかっている。

　無表情をよそおうヒメの小鼻が、「ぷくっ」とふくらんでいるのがな！

「あなたこそ、いつまで暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターを気取っているの？　あなたはただの村人Ａ太、なんの力もない人間がその装備を身につければ、〝竜闘気ドラゴニックオーラ〟に呑のまれてアカシックレコードから存在そのものが抹消される危険もある。即刻武装を解き、こちらに引き渡すべき」

「……フフフフ」

「？　何がおかしい？」

「ハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　固唾かたずを呑んで見守っている生徒どもにも聞こえるくらい、俺は大声で笑った。

　予想通りノッてきたな、ヒメ！

　そうだろうそうだろう。中２病なら、こういうシチュエーション大好物だもんなぁ！　ノッてこないはずはないと、確信していたよ。

「だから甘いというのだ、暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセスよ。物質アッシャー界のできごとに目を奪われ、精神アストラル界の事象を見誤ったな？」

「どういうこと？」

「この俺はすでに本物の暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターと融合を果たしている！　物質アッシャー界で活動する器うつわを持たないため現世に顕現けんげんできないでいた彼は、この俺の肉体を得ることで再生──いや、再誕したのだ！　俺はもはや『村人Ａ太』ではない。始まりの言葉である〝Ａ〟を冠する暁の勇者──『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター・Ａエース』だ！」

　……決まったァ！

　と、思いきや、ヒメの眉毛まゆげが逆ハの字になって、

「……なんだかその設定は無理がある……」

「だ、黙れ！　設定って言うな！」

「エースって、あんまりカッコ良くない」

「そんなことはない！　かっこいいだろ響きとか！」

　いきなり素に戻ったヒメを俺は叱りつける。

　くそ、確かに一理ある。昨夜ひと晩で練り上げた設定だからグダグダである。全盛期の俺ならひと晩あれば一大スペクタクルな設定を創造できたのに。エースよりもっと響きのカッコイイ、神話由来のかっちょいいネーミングを考えてきたのに！

「えーくん、続き続き！」

　俺がフリーズしたのに気づいたか、野次馬の中にまぎれた千和が小声で助け船を出してくれる。おかげで正気に戻ることができた。

「──良かろう。ならば、この邪竜滅殺剣ドラグプニールで証明してみせよう」

　俺は黒塗りの剣（物干し竿）を構えて、切っ先をヒメに向けた。

「是非もなし！　この雷神殺しライジンスレイヤーが我の正義を語るだろう」

　ヒメは再び小鼻をぷくっとさせて、同じく剣（釣り竿）を構える。

「ゆくぞ！　滅殺！」

「受けて立つ！　殺戮ジェノサイドッ！」

　互いの剣がぶつかり合う。ちょっと力を入れすぎたか、ヒメが後ろによろめく。いかん、もう少し手加減しなければ。

　ふと周りを見まわせば、野次馬はかなりの人数になっていた。ウチの生徒だけでなく、関係ない通行人まで立ち止まって俺たちの戦いに見入っている。

　……やばい。

　うずく。マジうずく。

　戦士の魂が、あの頃ころの血が燃えさかる！

「太刀筋たちすじに迷いが見えるぞ、暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス！」

「そちらこそ。前世ほど身のこなしにキレがない、暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター・Ａエース！」

　朝の空に響く剣戟けんげきに、俺は酔いしれた。

　だって、中２病現役げんえき時代にさえ、こんなことはなかったからな。俺に中２病仲間はいなかったから。

　ヒメもきっと同じ気持ちだろう。息を切らせて、汗をきらきらさせながら、まるで子供みたいに夢中で釣り竿を振り回している。

　だが、楽しい時間は長くは続かなかった。

　朝の予鈴が鳴り響いたのだ。

　そしてそれは、打ち合わせていた「終わり」の合図でもあった。




「はい、そこまで。そこまで」




　校舎側から、真涼が大声で「そこまで」と呼びかけながらきびきびと歩いてくる。

「これでおしまーい！　そこまでーっ！」

　同じく、ずっと見守ってくれていた千和が大声で叫ぶ。

「千和？　夏川なつかわさん？　これはいったいどういうことなの？」

「ごめんなさい冬海さん、連絡するヒマがなくって──今日は例の出し物の予行練習だったんですよ。実は」

「へ？　なにそれ？」

　キョトンとする冬海をさえぎるように、真涼が野次馬たちに向かって呼びかける。

「朝からお騒がせして申し訳ありません。私たち『自らを演出する乙女おとめの会』の学園祭イベントの予行演習にお付き合いいただき、ありがとうございました」

　野次馬たちがいっせいに「えっ？」という顔になる。

　しかし、一番驚いた顔をしているのはヒメだった。目をまんまるにして、俺と真涼の顔をかわるがわる見つめている。

「つまり、これはキミたち『乙女の会』の仕込みだったと？」

　ポニテ先輩の問いに、真涼は頷うなずいた。

「実は私たち、まだ学園祭で何をやるか決めかねていまして。そこでいろいろと試してみて、その中で一番ウケのいいものをやろうかって。昨日と今日の秋篠あきしのさんの奇行も、冬海さんの死に装束も、あくまでその一環。──ねえ、春咲はるさきさん？」

「うんうん。そ～なの～」

　真涼の名演技に比べると、やはり千和はいささか棒読みである。ま、しかたないか。

「で、でも私そんなの聞いてな──」

「とまぁ、そういうわけなんで！　お騒がせして申し訳ありませんでしたっ！」

　不平を言いかけた冬海にも無理やり頭を下げさせて、俺たちは風紀委員二人に頭を下げる。ごめんなあーちゃん、後でちゃんと説明するから。

　野次馬たちはすっかり興味を失ったようで、「なぁんだ、やらせかよ」「ガチでやってんのかと思ったー」と口々に言いながら、昇降口へ歩いて行く。どうも「演劇」としてのウケはいまいちだったようだ。一学期に千和が演じた「戦士のコント」の方がまだ評判が良かった。

「学園祭の練習というなら、まぁ、致し方ないが……」

　すっかり怒りをそがれた顔で、ポニテ先輩は俺たちを見まわす。

「しかし、これだけ大がかりなことをやるなら事前に申請が欲しかったな。いちおう、この件は委員長に報告する。いいな？」

「しかたありませんね」

　先輩ににらまれて、真涼は肩をすくめる。

　お小言は多少もらうだろうが、学園祭という名目がある以上、停学とかそういう厳しい措置そちにはならないだろう。何よりヒメ一人の責任ではなく、俺たち「自演乙」全員の所行であると風紀委員に認識させられたのは大きい。

　真涼の考えた「作戦」は、最低限の効果はあったようだ。

　野次馬も風紀委員も去った後、校門前には俺たち「乙女の会」だけが残った。

「さあ、俺たちも行こうぜ」

　まだ呆然ぼうぜんとしてるヒメの肩に手を置くと、ヒメはとたんに激しく首を振った。

「エイタ。どうしてこんなことを？」

「どうしてって、それはお前が、」

「余計なことをしないで。わたしは、世界に罰せられるつもりだったのに」

　微妙に中２っぽい言い回しだった。セカイ系のアニメなんかにはよく出てくるセリフだ。

　しかし、さっきの続きでないのはヒメの表情を見ればわかる。チャンバラをしていた時の活き活きとした顔ではなく、暗く沈んだ、悲痛とも言える顔をしている。

「罰せられるって、どういう意味です？」

　真涼がたずねるが、ヒメは答えなかった。

　例の釣り竿を担かつぎ直して、とぼとぼと昇降口へ歩いて行く。颯爽さっそうとひるがえっていたマントまでしおれて見えた。

「もう、わかんないわよ何がなんだか！　いったいどうなってるの？」

　死に装束の袖そでを揺らしながら、冬海が泣き出す寸前の声で叫ぶ。

　俺も同じ気持ちだった。

　さっきあんなに中２病として通じ合った、魂で会話できたヒメの気持ちがわからない。わかってやれない。




　それが、もどかしくてたまらなかった。
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♯５　中２病ＶＳ．風紀委員長の修羅場







　昼休み。

　俺おれはメシ抜きで三組まで出向いていって、冬海ふゆうみに今朝けさの事情を説明して謝った。

「なるほど、ヒメちゃんのためだったってわけね」

　最初はくちびるを「へ」の字にしていた冬海だったが、話が終わる頃ころにはなんとか水平に戻っていた。

　もちろん俺も冬海もすでに制服に着替えている。まさか一日中、今朝の格好ですごすわけにはいかないからな。

「でも、それなら私にひとこと相談してくれたら良かったのに！　あの格好すっっっっごく恥ずかしかったんだからね!?」

「ご、ごめん……」

　ハネ高の歴史でも初めてだろうな、死に装束しょうぞくで登校した生徒は。来年から生徒手帳に「経帷子きょうかたびら、あるいはそれに類する装束での登校を禁ずる」「校門での土下座を禁ずる」と書かれるようになるのだろうか。

「お前があんなにヒメのことを想ってたなんて、想像以上だったよ。すまなかった」

「当たり前じゃない。師匠だもん」

　くすん、と鼻をすすってソッポを向く。そのすねた表情がすごく可愛かわいくて、不覚にも見とれてしまった。

「情に厚い女だなぁ、あーちゃんは」

「そんな言い方されても、嬉うれしくありません！」

「じゃあ、なんて言えば？」

　すると冬海はちらっ、と横目で俺のことを見た。

　そして、机の下から手を伸ばして──教室で弁当を食っているクラスメイトからは見えない角度で、俺の手を握ってきた。

　俺は思わず周囲を見まわしながら、

「ま、まずいだろお前！　こんなところ、他ほかの連中に見られたら、」

「可愛いよ、って言って」

「……？」

「愛衣あいちゃん可愛いよ、って言って？　私がタッくんに言ってほしいのはそれだけなんだから」

　そっと指をからめながら、冬海は涙のたまった目で俺を見上げる。

「い、いや、だって俺には彼女がいるんだし、お前だって品行方正な風紀委員で通ってるんだし、そういうのは……」

「わかってるもん、そんなこと」

　言葉とは裏腹に、ますますギュッと指をからめてきて、

「可愛いって言ってくれなきゃ、放してあげないから。午後の授業、ここで受けてく？」

「こ、困らせるようなこと言うなよ！」

　二つ離れた席でサンドイッチを食べている女子が、ちらっと俺たちの方を見た。幸い、机の下の修羅場しゅらばには気づかなかったようだけれど、こっちは気が気じゃない。

　……しかたがない。

　俺はすねた子供みたいにうつむいている冬海の耳元に口を近づけて、小声でささやいた。

「可愛いよ、あーちゃん。お前の友達思いなところ、大好きだ」

　すると冬海の頬ほおが薔薇ばらみたいな色に染まって、表情がぱぁぁっと明るく輝いた。机の下で俺の手をぶんぶん振り回す。ああ、痛い痛い。机の足に手がぶつかって痛い！

「愛衣ちゃん、おそとでさかあがりしてくるーーー!!」

「新バージョンか!?」

　いきなり駆け出そうとした冬海を、俺は机にしがみついて阻止する。危あぶない、校庭まで引っ張られていくところだった。

　座り直した冬海が肩をくっつけてきて、

「あのね？　タッくん」

「なんだよ、まだ何かあるのか？」

　またさっきの女子がこっちを見ている。今度はあからさまに訝いぶかしんでるようで、正面で弁当をつついてる女子に何やら耳打ちをしている。

　冬海だってそれに気づいてるはずなのに、ますます肩をくっつけて、

「あの衣装を着てタッくんと一緒にいたらね、なんかドキドキしちゃった」

「だろうな、俺もハラハラしてたよ」

　ちなみに今もしている。

「結婚式みたいで、嬉しかったの」

「……はい？」

「ほら、前に言ったでしょ？　式は神前で挙げない？　って」

「それがどうかしたのか？」

「死に装束って白いじゃない？　タッくんの衣装もなんか黒かったし」

　そこまで言われて、ようやくピンと来た。

　神前婚で新婦が着るような白無垢しろむくのことを言ってるのか。新郎は普通は紋付き袴はかまだろうし、暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターの衣装も黒だった。

「色でそこまで連想するのはお前だけだよ！　つうか色しかあってねえし！」

　嫌だ。嫌すぎる。

　中２病の新郎と、死に装束の新婦の結婚式なんて！

「今朝の恥ずかしさも、式の予行練習だと思えば耐えられるね♪」

「いや、俺はもう耐えられないけど」

　昼飯も食わずにイチャコライチャコラしてる俺たちに、さすがに三組の連中も気づいたようだ。「あいつ季堂きどうじゃん？」「彼女いるくせに何やってんだコラ」みたいな声が聞こえてくる。やばい。もしこのウワサが〝彼女〟や幼なじみの耳に入ったら殺される。

　どうにかして手を振りほどいて逃げようと思った時、見覚えのあるメガネの女子が教室に駆け込んできた。確か、ポニテと一緒に校門に立っていた風紀委員の二年生だ。

「あら雪野原ゆきのはら先輩、どうしたんですか？」

　先輩の接近に気づくと、冬海は名残なごり惜しそうに「ギュッ」っとした後、ようやく俺の手を放してくれた。

「冬海さん、風紀委員室に今すぐ来て」

「えっ？」

　メガネ先輩は俺のことをチラリと見て、

「秋篠姫香あきしのひめかさんが委員長に呼び出された」
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　昼休みの廊下をメガネ先輩に続いて歩きながら、俺は隣の冬海に小声で聞いた。

「委員長って、あのアホ毛先輩のことだよな？」

「アホ毛じゃないわよ！　石毛いしげ！　石毛まつり先輩！」

　夏休み、急性ラブ中毒でぶっ倒れていた美人の三年生のことを思い出す。表向きは品行方正かつ厳格な感じだが、暴走すると何を言い出すかわからない人だ。

　風紀委員室に入ると、中には風紀委員軍団がずらりと並んでいた。カタブツそうな女子ばかり十五名、やはり圧倒されてしまう。

　ヒメは風紀委員に取り囲まれて椅子に座っている。表情はいつもと同じだが、膝ひざが小刻みに震えてるのが見えてしまった。例の釣り竿ざおは後ろの壁に立てかけられている。

　石毛先輩は冷たい目で俺を一瞥いちべつすると、

「ここは風紀委員のテリトリーです。あなたの入室を許可した覚えはなくってよ？」

「ヒメが呼び出されたんなら関係あります。俺たちの仲間ですから」

　内心ビビリつつも、俺は胸を張って見せた。ここでヒメを不安がらせてはいけない。

「それはそれは。仲間想おもいで結構なことですわね。しかし、これはあくまで我が校の風紀に関かかわる問題です。口出ししないでいただきたいわ」

　先輩のアホ毛は今日もぴん！　と突き立っている。絶好調のようだ。

「ヒメちゃんの行動はあくまで学園祭イベントに必要なものです。もしそれを罰するというなら、私を含めた乙女おとめの会全員を罰するのが妥当だとうだと思います！」

　冬海も果敢に口をはさむのだが、

「だとすれば、何故なぜ昨日の朝は秋篠さんだけがあんな格好をしてきたのです？　目撃証言によれば、冬海さんも驚かれていたようですが？」

　あえなく反撃されて、言葉をつまらせてしまった。委員長は身内にも容赦ないようだ。

　石毛先輩はヒメに向き直り、

「まずおたずねしたいのですが、その釣り竿はなんのために持ってきているのですか？」

「現世界人にもわかりやすく説明すると、来るべき邪竜極大崩壊ワイバーン・インパクトを食い止めるため」

　毎度のことながら、全然わかりやすくない。

「なぜ食い止めなくてはなりませんの？　それが起きるとどうなりますの？」

「世界のありようが変わる。アダムとイヴの子供である現世界人、つまり人類が駆逐され、代わりに悪しき竜族の因子を持った邪竜族ワイバーンが新たな地球の支配者となる」

「殺されてしまいますの？　わたくしたち全員ですか？」

　石毛先輩のアホ毛がぴくぴく痙攣けいれんしている。

　いつ「ふざけたこと言うんじゃありませんわ！」とブチキレるのか、時限爆弾のカウントダウンを見守るような心境だ。冬海も同じ気分のようで、珍めずらしくおろおろした表情で俺の肩に肩を寄せてくる。……どさくさにまぎれて手を握るんじゃねえよ！

「邪竜極大崩壊ワイバーン・インパクトから現世を救うには、邪竜族ワイバーンの侵攻を今のうちに食い止めるしかない。そのため、次元門ゲートの一つであるこの学校を我の〝雷神殺しライジンスレイヤー〟の神威カムイによって封じなければならない」

「だから家から持ってきた、と」

「肯定」

「校則違反を犯してまで？　最悪、停学の可能性すらあるのに？」

「……こ、肯定」

　少しひるんだ表情を見せたヒメに、先輩が畳たたみかける。

「あなたにはハネ高生としての自覚はないのですか？　違反行為に対する罪悪感は？」

「高校生は仮の姿。我の真の姿は、あくまで〝暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス〟。たとえ現世界人に疎うとまれようと、嫌われようと、貫かなくてはならない運命さだめ」

　鋭い眼光でにらんでくる先輩に、ヒメは震えながらも堂々と答えた。

　似たような光景を、俺は夏休み中に見たことがある。

　姉の優華ゆうかさんに自分の趣味を否定され、友達の真那まなのことまでけなされたヒメが堂々と自分の考えを主張したことだ。

　しかし、今回の主張は──俺が見るところ「堂々と」というより「頑かたくなに」というイメージである。相手に何を言われても知らない、自分は考えを変えないという頑固さの表明だ。

　まるでそれは、外に対して「わたしは暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセスである」とあけっぴろげに言うことで、自分自身に言い聞かせてるように見えた。

　真涼ますずが喫茶店で言ってた「自分のカラに閉じこもってるように見える」って、こういうことだったのか。

「──あくまで、自分は正しいと言い張るおつもりですのね」

　先輩のアホ毛が微動だにしなくなった。

　嵐あらしの前の静けさか、先輩は腕組みをしたまま沈黙してじぃっとヒメのことをにらみつけている。電波ぎゅんぎゅんな不良生徒に、ついに怒りを爆発させるのか。

　俺はなんと言って弁護するか必死に頭を回転させる。駅前で千和ちわを助けた時や、部室で真那を追い返した時みたいに中２シャウトを炸裂させるか？　いや、あの時とは状況が違う。勢いでどうにかなる相手ではない。

　いったいどうすれば──。




「なんて……なんて素晴らしいんですのっ！」




　石毛先輩はパッと花が咲いたような笑顔を見せると、ヒメの手を熱く握った。

「そこまでの決意を秘めて悪と戦う正義の戦士が身近にいたなんて、知りませんでしたわ！　わたくしたちが風紀を守るのと同じように、あなたもこの世界を守ってらっしゃるのですね。風紀委員長としてこんな誇ほこらしいことはありません」

　ヒメは「肯定」とも「否定」とも言わず、言葉を忘れてしまったような顔で先輩のことを見つめている。完全にフリーズ状態である。

　俺も正直「いったい何事？」という心境である。隣の冬海なんかどさくさまぎれに俺に抱きついている。もういいや、ほっとこう。

　今朝、校門で俺たちと揉もめたポニテ先輩がこほんと咳払せきばらいをして、

「しかし、委員長。あのような校則違反品を堂々と持ち歩かれると、他の生徒への示しがつかないのでは」

　と、壁に立てかけられた釣り竿を指さす。

「そうですわねえ……」

　先輩はアホ毛をぐるぐる回しながら思案した後、

「秋篠さん。その雷神殺しライジンスレイヤーは、この委員会室にて預からせていただけませんか？　あなたの話によれば、この学校は邪竜族ワイバーンがやってくる次元門ゲートとやらになっているのでしょう？　であれば、邪竜族ワイバーンを牽制けんせいするためにここへ封印しておくのが最善だと思うのですが。持ち歩くよりその方が確実でしょう？」

「……い、異論はない……」

　すらすらと「設定」をそらんじて見せた石毛先輩に、ヒメの強こわばっていた肩がすっと落ちている。すっかり毒気を抜かれてしまったようだ。

　こうしてヒメは晴れておとがめなし。

　そして中２病幻想はしっかり守られた上で釣り竿を手放すことになった。

　そのことに、ヒメ本人が一番驚いてるみたいだった。





◆






　ヒメが冬海に連れられて退室した後、俺は思いきって聞いてみることにした。

「あのう、石毛先輩。ヒメの話を本当に信じているんですか？」

　先輩は俺の方を振り向き、

「アルカナ・ドラゴンズ──」

「！」

　俺の驚いた顔を見て、先輩はいたずらが成功した子供みたいに微笑ほほえんだ。

「あの子が言っていたのは『アルドラ』の話でしょう？　弟が買っているのをわたくしも読んでいますのよ。なかなか面白おもしろいマンガですわよね」

「い、意外でした」

　だが、それだけでヒメの妄想を信じ込む材料にはならないと思う。

「季堂くん。あなたはわたくしたち風紀委員を誤解してますわ」

　先輩は他の委員にも言い聞かせるように一同をぐるりと見まわしてから、

「相手を力で押さえつけてルールを守らせる──そんなやり方で人がついてくるほど甘くはないのです。そういうやり方をするのであれば、教師ではなく生徒が自治をする理由などないのですから。風紀を遵守じゅんしゅさせようと思うのならば、まず相手の〝心の自由〟を尊重するのが最良の方法。そうお思いにはなりませんか？」

「……そうですね、その通りだと思います」

　正直、この人を見損なっていた。

　石毛まつり先輩は、確かに冬海が尊敬するに値する「風紀委員長」なのだ。この人の器の大きさは他の風紀委員たちとは一線を画している。

　こんな風になるのは大変だぜ、あーちゃん。

「ところで、季堂くん？」

「はい？」

「あの秋篠姫香さんとはいったいどういうご関係ですの？　巷ちまたでは季堂ハーレムの一員と言われてますが、真相はどうなってますのっ？」

　と、興味しんしんに目を輝かせている。うーむ、基本的に恋愛脳なんだよなこの人。恋バナ大好き。こういうところもさすが冬海の先輩だ。

　まぁ、この人になら真相を話してもいいだろう。

「秋篠姫香は、俺の元カノです」

「…………は？」

　アホ毛がハテナマークを描いた。すげえ。マジでどういう仕組みなんだよ。

「前世で恋人同士だったんですよ。だから元カノ。一緒に邪竜族ワイバーンと戦ってた仲間でもあります。なんか子供も五人いたらしくって、でも俺の年収が低くて籍は入れてなくって。なかなか波瀾万丈はらんばんじょうですよね。あははは」

　ハテナの形だったアホ毛がみるみるそそり立っていく。

　先輩は俺のことを突き刺すように指さして、

「巫山戯ふざけるんじゃありませんわ破廉恥はれんちな！　みなさん、この男を生徒指導室へ連行なさい！」

「なんで俺の時だけ!?」

　どうやら、中２病でも許してもらえるのは「ただし美少女に限る」だったらしい。

　り、理不尽だッ！
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　生徒指導室で、例のポニテとメガネに二人がかりでたっぷり説教を喰くらった。

　昼休みだけでは終わらず、放課後も連行されてガミガミガミガミ、最後は四百字詰め原稿用紙三枚に渡る反省文を書かされて〆しめというフルコースである。

「も、もう帰っていいっスか？」

「うむ。二度と来るんじゃないぞ」

　息も絶たえ絶だえ、俺はふらつきながら席を立つ。もう時刻は五時すぎ、まだ部室に誰だれかいるだろうか。いちおう顔だけは出しておくか。

「──あの夏川なつかわ真涼の作った部でなければ、私もここまで厳しくはしないのだが」

　部屋を出ようとした時、背中にそんな小さなつぶやきが聞こえた。

「それ、どういう意味ですか？　真涼が何か？」

　ポニテ先輩はつぶやきが漏もれたことに「しまった」みたいな顔をしたが、言い繕つくろってもしかたないと思ったのか話してくれた。

「夏川真涼は、いろいろと問題があるからな」

「それはまぁ、そうでしょうけど」

　真涼の難アリっぷりは他の生徒の追随ついずいを許さないと思う。

　しかし、真涼は常に黒幕、裏方に徹してきたのではなかったか。千和の「ドラァライブ事件」の時も、駅前で俺がケンカした時も、絶対に表には出なかった。今朝の校門事件は極めて例外である。

「このことは委員長から口止めされている。冬海も知らないことだから、他言しないで欲しいのだが……」

「言いませんよ。俺は真涼の彼氏です」

　ああ、そうだったなとポニテ先輩は頷うなずく。こんな時に偽彼氏フェイクが役に立つとは。

「夏川真涼の保護者というのは、なかなかに厄介やっかいな人物のようでな。不適切なルートで、何度か我が校に横やりを入れてきているらしい」

「不適切なルート？」

「羽根はねノ山やま市に地盤を持つ政治家だ。彼女の父親は、たいそうな有力者のようだな」

　思い出した。

　あれは七月の頭ごろか、真涼の妹である真那が確かにそんなことを言っていた。「地元の議員さんを通じて、学校でのスズの様子も知ってるみたいよ」とか、なんとか。

「前に彼女がらみで校内で乱闘騒ぎが起きた時も、もみ消されてしまったからな。我々がなんと言おうと、先生方は動いてくださらなかった」

　と、ポニテ先輩はため息をつく。

　真那が「自演乙」の部室に乗り込んで来た事件を言ってるのだろう。確かにあの時、先生からは何もおとがめがなかった。あれだけの騒ぎなのに。

　やっぱりあれは、真涼の父親が手を回していたのか。

「石毛委員長はあの通り寛大な方だからこだわってはおられないが、私はどうも割り切れん。今度何かあった時は、たとえ横やりが入ろうと必ず風紀を守ってもらう──と、キミの彼女に伝えておいてくれ」

「お断りします」

「何？」

「それは真涼と、あいつの父親の問題ですから。他人が口をはさむことじゃないですよ」

「……そうか」

　先輩はそれ以上、何も言わなかった。

　これは推測でしかないが──真涼と父親の間には他人が入り込めない確執かくしつがあるのだと思う。父親のことだけではない。真涼のプライベートを、俺はほとんど何も知らない。




　真涼が話してくれるのを、待つしかないのだ。
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♯６　首位陥落の修羅場







　土日をまたいで、月曜の朝がやって来た。

　今日は実力テストの上位者百名が、掲示板に貼はり出される日である。

　その結果ももちろん気がかりだが、まずはヒメのことだ。

　互いに剣を交えたことで、少しはヒメの心に近づけたのではないかと俺おれは思っている。

　しかし、最後の「世界に罰せられるつもりだった」という言葉が気になる。

　もしかしてヒメは、誰だれかに怒られるためにわざとあんな行動をしていたのかもしれない。

　だとしたら、今日も中２病ファッションで身を固めてくるのではないか。

　先週は委員長が広い心を見せてくれたけれど、仏の顔も三度までという。ポニテ先輩の言葉通りなら、「自演乙」のメンバーには厳しい処分が下されるだろう。

　俺と千和ちわは少し早めに家を出て、校門前でヒメの登校を待つことにした。

「あれ？　愛衣あいじゃん。どうしたの？」

　いつものポニテ先輩とメガネ先輩の代わりに、冬海ふゆうみが一人で校門に立っていた。

「もしかして、冬海もヒメのこと待ってるのか？」

「べ、別に？　私が今日の『あいさつ運動』の当番なだけだしっ。おはようございますっ！」

　冬海は頬ほおを赤くしながら、道行く生徒に大声で挨拶あいさつをする。うーん。素直じゃないヤツ。

　冬海の隣りに並んでヒメを待っていると、もう一人素直じゃないヤツがいるのを発見した。昨日俺が隠れていた植え込みの陰から、銀色の髪がはみ出しているのが見えたのだ。

「おい、真涼ますず」

　長い髪の端っこが、ひょこんと跳びはねる。

「そんなところに居ないで、こっち来いよ。一緒にヒメを待とうぜ」

「ワタシハマスズデハアリマセン。サマーリバー・スズマー。日系三世のベトナム人です」

　なんだ、そのカタコトと怪しい人名は。

「あーーーっ!?」

「えーーーっ!?」

　と、いきなり千和と冬海が大声を出して、

「『パチレモン』のモテカワ度テストでいつもいつもミョーな回答してるハガキ職人、もしかして夏川なつかわだったの!?」

「サマーリバーで、『夏川』か。なるほど、盲点だったわ……」

　俺にはさっぱり事情がわからないが、何やら二人は衝撃を受けているようだ。

　その時、校門をくぐる生徒たちの中に艶つややかな黒髪を見つけた。遠目からでもわかる真っ白で綺麗きれいな肌の、小柄な女の子。ヒメだ。

　今日は包帯を巻いていない。

　マントも羽織はおってない。

　釣り竿ざおに代わる新しい武器も装備していない。

「ヒメちゃんっ！」

　誰よりも先にヒメのところに駆けていったのは、冬海だった。

　きょとんとしているヒメの手を握りしめて、

「やっとわかってくれたのね、ヒメちゃん！　私、不良になっちゃったんじゃないかって心配してたのよ！」

「もうあのファッション見られないんだねー、ちょっと残念かも」

　なんて軽口を叩たたきつつ、千和もニコニコしている。

　三人をながめながら、俺もホッと胸をなで下ろす。良かった。これでヒメが停学になったりするような最悪の事態は避けられそうだ。

「どうやら私の作戦が功を奏そうしたようですね」

　植え込みに隠れていたサマーリバーもとい真涼がスクッと立ち上がる。いつもと同じ表情に見えるが、少し頬がゆるんでるのが俺にはわかる。こいつもホッとしているようだ。

　俺もヒメに歩み寄って、

「おはよう、ヒメ」

「…………おはよう、ございまする」

　ヒメは目をそらしたままボソボソと挨拶した。

　ううむ、まだ元通りってわけにはいかないのかな？

「なぁヒメ、今日は部活来るだろう？」

「学園祭の出し物、いいかげん決めないとね！　ねっ？」

　千和も一緒に言ってくれたのだが、ヒメは曇くもった表情のままだ。

「そんな風に急せかしたらかわいそうよ。ヒメちゃんが来たいって思ったら、来ればいいんだからね」

　冬海が優しく微笑ほほえみかけると、ヒメもちょっとだけ微笑んだ。

「ありがとう、マスター。感謝する」

「気にしなくていいわ。私とヒメちゃんの仲じゃないの」

　うるわしい師弟愛である。

　そういうことなら、俺たちだって無理に急かすつもりはない。

　ヒメがまた元気になって部室に来てくれるのなら、いくらでも待つさ。





◆






　カバンを教室に置いた後、俺は実力テストの結果を見に五組前の掲示板へ向かった。

　自信はあるけど、やっぱりドキドキする。特に今回は高い金を払って通った夏期講習の成果がわかるからなおさらだ。

　ヒメの件もひとまずの決着を見た以上、俺も自分のことをちゃんとしなくては。

「えーくん、順位表見に行くの？」

　三組と四組の間にある女子トイレから出てきた千和に声をかけられた。

「お前も見に行くのか？」

「あたしは自分のクラスに帰るだけだもん。ていうか載ってるわけないじゃん？」

　並んで歩きながら、千和はあっけらかんと言う。

「わかんねえぞ。何かの間違いで選択問題が全部正解だったりするかもしれない」

「そっちに運を使うんなら、パチレモンの読者プレゼントに応募した方がいいなあ。かっわいいモテカワトートバッグが当たるの！」

　テストと雑誌懸賞を同列に扱う千和、ちなみに成績はいつも赤点ギリギリである。

「えーくんはきっと今回もトップだね。夏休み中でもあんなにがんばってたし」

「どうかな。もっと勉強してたヤツがいるかもしれないし」

　などと言いつつも、やはり一位は疑ってない。夏期講習中に予備校であった模試でも、私立進学校に通ってる連中に引けは取らなかったからな。

「まぁ、なんつうの？　県立の意地っつうの？　そういうのは見せたいよな」

「ひゅーひゅー！　かっこいい！」

　千和がぱちぱちと拍手してくれる。よせよ、照れるぜ。

　そんなこんなで、五組の廊下前。

　付き合って一緒に見てくれていた千和がまず声をあげ、

「え、えーくんっ！」

「んだよ？」

「パチレモン、応募しとけば良かったぁ！」

　千和の指さす先を見ると、なんと百位のところに「春咲はるさき千和」と名前があった。いつもより百位くらい高いから、相当に良い成績だ。

「やったじゃねえか！　二学期のお前、きっとツキまくりだぞ！」

「ふふふ。わかんない。秘められた力がカイホーされたのかもしんない」

　不敵な面構つらがまえになったチワワさん。何故なぜか中２病っぽいのまで発症している。

　とはいえ、実力テストだとこういうことはたまにあるのだ。中間や期末とは出題の傾向が違うからだろう。選択問題中心なのも原因のひとつだと思う。

　もっとも、〝真の実力者リアル・パワード〟には関係ないが、な……？

　千和に引きずられて中２病をぶり返しつつ、改めて掲示板を見上げた。

　──そして、信じられないものを見た。




「あれ？　二位……？」




　二位だった。

　二番。セカンド。ナンバーツー。

　じっと目をこらしても、何度見返しても、季堂鋭太きどうえいたという名前は一番上ではなく、二番目に記載されている。

「や、やっぱこのテストおかしいよ！　あたしが百位な時点で、ちょっとヘンだっていうかさ。気にすることないよ！　っていうか二位でもすごいよね！」

　千和がフォローらしきことを言ってくれるが、なぐさめにもならなかった。

　俺が勝ち取ろうとしている地元国立大学医学部への推薦入学は、学業優秀かつ素行極めて良な生徒一名のみに与えられる。もちろん「一人しか駄目」と明言されているわけではないが、入学時にもらった「卒業生の進路実績」を見ればわかる。過去十年間、二名以上だった年は一度もないのだ。

　だから二位じゃ駄目なのだ。

　一位でないと、意味がない。

　その一位のところにあるのは、「最上もがみゆら」という女子の名前だった。

　俺と同じ一組だ。おさげ髪で、目立たなくて地味な感じの。俺とはあいさつ程度しか言葉を交わさないが、千和が一組に来た時に話しているのを何度か見たことがある。

「千和、この最上ってやつと知り合いだよな？　どんなやつだ？」

「去年あたしの手術をしてくれた先生のこと、話したことあるでしょ？」

　俺は頷うなずく。役立たずのヤブ医者だ。市内で一番の名医とか言われながら、千和に「剣道はあきらめろ」だなんて言い渡したヤブ。

「その先生のお嬢さんなの。入院してる時に何度かしゃべって仲良くなったんだ。たまにだけど、遊んだりもしてるし」

　千和は俺の後ろに視線をやると、誰かに大きく手を振った。

　振り返ると、そこには当の本人である最上ゆらがいた。長いおさげを指で弄いじりながら、自分が一位を取った順位表をつまらなそうにながめている。

　千和の姿に気がつくと歩み寄ってきて、

「おはよう、チワワ。二学期になってからはお初じゃない？」

「うん、おはつー。ゆらちゃん、夏休みどうしてたの？」

「別に。ボーッとしてたわ」

　俺は思わず「ぐうっ」とうめいた。

　真涼や冬海の暴走に振り回されつつ、机にかじりついていた俺（二位）にとって、一位のその言葉はグサッとくる。

「おはよう季堂くん。あんたもいたのね。気づかなかった」

「影が薄くて悪かったな！」

「悪意的に取らないでよ。別にそういう意味で言ったんじゃないから」

　淡々としたしゃべり方をするやつである。ヒメとはまた違った方向性の無表情だ。

「なあ最上、お前一学期の期末は何位だった？」

「四十位だったかしら。ああ、五十位だったかも。よく覚えてないわね」

「ものすごいランクアップじゃねえか。夏休みそんなに勉強したのか？」

「母親が勝手に夏期講習に申し込んでくれてね。ボーッとしてたから、ほとんど授業は聞いてなかったけど」

「……勉強したの、それだけ？」

「ええ。嫌いだもの」

　それでいきなり一位を取れるものなのかよ……？

　じゃあこの結果はまぐれか？

　それとも、「地頭じあたまがいい」ってやつなのだろうか。

「ゆらちゃんのお母さんも、お医者さんなんだよね？」

「勉強勉強ってうるさいだけのおばさんよ。代々医者の家系だから、私のことも医者にしたいらしいわ」

　聞き捨てならない言葉だった。

「じゃっ、じゃあ、お前も医学部推薦をねらってるのか？」

「親がね」

　冷たく言ってから、最上は俺のことをじっと見つめて、

「お前もってことは、季堂くんも医学部を？」

「……いや、俺は、その」

　ヤブヘビになってしまった。別に内緒にしてるわけではないのだが、あまり詮索せんさくされたくはない。

「あー、ところでゆらちゃん！　今度の日曜なんだけどさ、ひさしぶりにカラオケ行かない？　カラオケ！」

　俺のことを察してくれたのか、千和が無理やり割り込んだ。

「……いいわね、からおけ」

　最上はきらんと目を輝かせた。カラオケが好きなんだろうか。

「メイちゃんとか青あおっちも誘おうよ！　あっちで話そう、ね！」

　千和が最上を連れ去った後も、俺は掲示板前から動けずに立ち尽くしていた。

　どうしても、何度も何度も順位表を見上げてしまう。他ほかの生徒に「邪魔だよ」「どけよ」と言われても、足が動かない。

　くそ……。

　ダメージ受けすぎだろ俺。

　高校生活は長いんだから、ずっと一番ってわけにもいかないだろう。まだ一年の二学期、こんな一回きりのテストで推薦枠が決まるわけじゃない。

　わかっているのに、わかっているのに、やっぱり落ち込んでる自分……。

「ああああちくしょう、くそったれがぁぁぁぁ！」

　踏ん切りをつけるため、俺は思いっきり床を踏みつけて叫んだ。周りの生徒がびっくりして俺を見るが、知ったことか。先週の校門事件を経へて羞恥しゅうち心が麻痺まひしてる。

　足音を立ててずんずん廊下を歩きながら、俺は誓う。

　今この時から、もっともっともっと勉強してやる。

　中間テスト、見てろよッ！　最上ゆら！





◆






　放課後のチャイムが鳴ると同時に、真涼が声をかけてきた。

「ねえ、今日の部活の後に、」

「次にお前は『もにょもにょさせなさい』と言う」

「あなたの家に行くからもにょもにょさせてくれない？　……ハッ!?」

　驚愕きょうがくに目を見開く真涼。ふっ、一本取ってやったぜ！　もっとも、最近真涼の行動パターンがわかりやすすぎるだけなのだが。

「悪いけど、しばらくは部活もパスだ」

「どういうことよ？」

　真涼は目をギリッと吊つり上げて俺をにらむ。そこまで飢えているのか。

「成績が落ちたんだよ。今日貼り出された実力テストの順位で、二番になっちまった」

「あなたが、二番？」

　もにょへの飢えに満ち満ちていた真涼の目が、驚きに見開かれた。

「今度の中間で一位を取り返さないとな。だから、しばらくもにょもにょはお預けだ」

「……そう」

　猛然と突っかかってくるかと思いきや、真涼は引き止めてこなかった。

「そういうことなら、邪魔はできないわね」

「お、おう。わかってくれるのか？」

　真涼らしからぬ物わかりの良さに、何かあるのかと思ってしまう。

　私と勉強どちらが大事なの？　とか言ってノートをタテに無理やり引っ張っていくのかと身構えていたのに。

「それは、だって、あなたにとって成績は──」

　何かを言いかけて、しかし真涼は口をつぐんだ。

「なんだよ、どうしたんだ？」

「いいえ。秋篠あきしのさんもまだ元通りじゃないのに、あなたまでおかしくなったらたまらないって思っただけよ」

「……悪いな」

　真涼の真意はわからないが、今は甘えようと思う。

「学園祭の出し物が決まったら、教えてくれよ。ちゃんと手伝うからな」

「ええ。よろしくお願いするわ」

　真涼は先に教室を出て行った。

　その背中がなんだか寂さびしそうに見えたのは──気のせいだろうか。





◆






　その日の夜も、千和がごはんを作りに来てくれた。

　今日ご披露してくれたのはカレーだった。肉じゃがと並ぶ定番料理だ。なかなか上手うまく作れてると思う。まぁ、カレーをまずく作るのって逆に難しかったりするけどな。

　おかげで俺は勉強に専念することができた。英単語帳をめくりつつカレーを食い、福神漬けをかじりつつ参考書をめくる。

「えーくん、食事の時くらい参考書やめてお話ししようよー？」

「ああ、大丈夫だ。ちょうどいい辛からさだぞ」

　すると、千和が急に黙ってしまった。

　どうしたのかと顔をあげると、千和は驚くくらい深刻な顔をしていて、

「あのさ、えーくん」

「うん？」

「もし、そんなにがんばっているのが、あたしのためなんだとしたら……」

　そこで千和はもごもごと口をつぐんでしまった。奇くしくも、さっきの真涼と同じである。

「ううん、やっぱりなんでもない」

「……そっか」

　千和が言いたいことは、なんとなくわかる気がする。

　だけど、それをはっきり口に出して言うことは俺にはできない。

　きっと千和にもできないんだと思う。




　あの日の夜にかわした約束は、多分、そういうものなのだ。
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♯７　席替えで彼女が修羅場







　一週間が過ぎ、日曜日の午後。

　俺は冬海ふゆうみとカオルを誘って、「自演乙」の部室で勉強会を開くことにした。実力テストの答案をもとに、成績の近いこの二人を加えて話し合った方が今後の方針も立てやすいと思ったのだ。

　答案の内容はというと、自分で思っていた以上に英語の点数が低かった。きっとここだ、最上もがみゆらに負けた理由はここに違いない。英語や数学みたいな「積み重ね教科」は、中学時代勉強していなかった俺おれにとっては確かに弱点なのだ。くそっ、復習だ復習ッ、すぐに追いついてやるぞ！

　やる気に燃えて部室に行くと、二人はもう先に来ていた。いつもは真涼たちしかいないこの部屋に、カオルがいるのは新鮮だ。

「やっ、鋭太えいた。おはよう」

　と、さわやかに白い歯を見せる。なぜ広告代理店はこいつを放っておくのか。カオルが宣伝するジュースならたとえ中身が青汁でも売れる。

　冬海がにっこり笑って、

「タッくんの好きなコーラ、コンビニで買ってきておいたわよ」

　ピンクのストローがさされたペットボトルのおいてある席、つまり自分の隣の椅子いすをぽんぽんと叩たたく。ここに座れ、ということらしい。

　だから俺は、あえてカオルの隣に座った。

　冬海は「ああ!?」みたいな顔をして俺をにらんだが、すぐに「ま、いいけど？」みたいに肩をすくめて元の表情に戻る。そしてカオルは──な、なんで頬ほおを赤らめてるんだ？　可愛かわいいけどさ。

「そ、それにしても、鋭太がトップから陥落かんらくするとはね。予備校の模試でも絶好調だったのに」

　ややぎこちなくも、カオルが話題を変えてくれた。

「言い訳のしようもないな。中学からの差が出たんだよ」

「一位は最上さんだっけ。女子から評判は聞いてたけど、本当に頭良かったんだ」

「どんな評判だ？」

「ワリカンでファミレス行った時でも、パパッと暗算しちゃうんだって。街で外国の旅行者に話しかけられて、英語で道案内したこともあったって」

「……へ、へえ」

　そういう本当の意味でデキるやつのエピソードを聞くと、なんだか差を感じるな……。

「タッくんって、中学の時の成績はどうだったの？」

「せいぜい、中の下ってとこだな。苦手の英語は下から数えた方が早かったくらいだ」

　俺が必死こいて勉強はじめたのは、中学三年の二学期半ばからである。「勉強第一！」の誓いを立ててからまだ一年も経たってない。
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「それで学年一位なんてすごいわね。さすが私のタッくん！」

「今は二位だ。それと、お前のじゃねえ！」

　最後を思いっきり強調してやったのだが冬海はどこ吹く風、「お菓子どうぞ♪」と手作りクッキーを差し出してくれる。

　カオルが苦笑いして、

「あーちゃん、すっかり鋭太の奥さんだね」

「今日は乙女おとめの会のみんなもいないし、思いっきりイチャイチャしようと思って」

　にへらー、と蕩とろけた笑みを浮かべる冬海。いかん、こいつを呼んだのは失敗だったかもしれない。

「さ、勉強はじめるぞ。お前のことだってアテにしてるんだからな」

　恋愛脳に侵おかされてるように見えて、冬海は今回の実力テストでも学年三位である。点数でいえば俺と十点くらいしか違わない。特に数学は俺より得意なはずだ。

「ええ、そこはまかせておいて」

　冬海は真剣な顔つきになって、カバンからＡ４サイズの紙を取り出した。何か図形が印刷されている。

「間取り図……か？」

　マンションの間取りを示した図面である。賃料やら共益費やらが記載されてるところを見ると、不動産屋のサイトからプリントアウトしたものだろう。

「これ、二人で住もうと思うマンションなんだけど」

「うん」

「どう思う？　学生結婚してこの家賃ってやっぱりキツイかしら？」

「イケそうな気はするけど……」

　共益費含めて十万円となっている。学生でも二人でバイトすればなんとかなる範囲じゃないだろうか？

「私ね、計算してみたのよ。時給八百円のコンビニで五時間バイトするとして、一日四千円でしょ？　週五で入ったとしてひと月だいたい九万円。それが二人分で十八万円」

「じゃあ、十万の家賃は払えるな」

「でもさタッくん、考えてもみて？　収入の半分以上を家賃に取られるって結構ハードよ。バランス悪いって思わない？」

「そうかな……」

　正直、そこまでリアルに大学生活をシミュレートしたことがない。

「ね、カオルはどう思う？」

「友達に学校の許可取ってコンビニでバイトしてる子いるけど、一日四時間でも毎日へろへろだよ。大学でしっかり勉強しながらそれって、かなり大変だと思うな」

「確かにな」

　医学部に進めば毎日ものすごい量の勉強をこなさなくてはならないだろうし、バイトなんてしてるヒマはないかもしれない。

「でも私、このマンションが気に入ってるの。南向きでベランダも広いし、ペットも飼えるし」

　間取りを見ながら、冬海は物憂ものうげにため息をつく。

　ううむ。

　妻にこういう表情をさせるのは男がすたる気がするぞ。

　ここはいっちょ「問題ない！　俺についてこい」って言うべきか──って、




「何考えてんだてめえ!!」




　遅きに失したぶん、思いっきり机を叩いてツッコんでやった。

　冬海は「しまった！」という顔をして、

「タッくんペット嫌いだった？」

「違う違う！　もっと前、前！　それ以前！」

「そ、そうよね。やっぱり時代は持ち家よね」

「だからちげえよォ！　話を聞けよォ！」

　俺は机をバンバン叩く。痛い痛い手が痛い。しかし叩かずにはいられない。

「深刻な顔で何を言い出すかと思ったら、なにほざいてんだよ！　思わずガチで時給計算しちゃったわ！　なんでいきなり将来設計の話になんだよお前とはデートのひとつだってしたことねーだろうが！」

　すると冬海はガタッと身を乗り出して、

「えっ？　タッくんデートしてくれるの!?」

「断る！」

　それとこれとは話が違うのだった。

　怒るか落ち込むかと思いきや、愛衣あいは「でしょー？」とバンザイして、

「夏川なつかわさんと彼女でいる以上、おおっぴらにそういうことはできないじゃない？　だから自重じちょうしてるのよそこは」

「自分は物わかりがいいみたいな言い方すんじゃねえよ」

　すると冬海は「にまっ」とくちびるだけで笑って、

「ねえ。私がいつもどれだけ我慢してるか。知らないでしょ？」

「……う」

　得体の知れない色っぽさと、そして迫力を秘めた笑みだった。

「あーあ、タッくんに私の心の中、見せてあげたいなー。見たらきっと驚くわよ？　堪忍袋がいくつもいくつもあるんだから。フフッ」

「……」

　こいつ、時々すごくドキッとすること言うよな。いつもアホアホなくせに。

　ずっと菩薩ぼさつのような表情で話を聞いていたカオルがひとこと、

「あーちゃんは、大人だなあ」

「だって私が本気を出しちゃうと、千和ちわや夏川さんが可哀想かわいそうだしね。せめて高校三年間くらいは夢見させてあげてもいいかなって」

「……」

　その自信はどっから来るんだよ、あーちゃん。

「あーあ、本気出せなくってつらいなー。マジつらーい」

　優雅に紅茶のティーカップを傾かたむける冬海愛衣さん。すでに独り、別次元にいるようだ。

「あーちゃんに比べて、夏川さんは最近なんか余裕ないよね」

「わかるか？」

　さすがカオル、二学期のたった数日で気づいていたか。

「鋭太に話しかける回数が、目に見えて増えたよね。休み時間のたびに鋭太くん、鋭太くんって。授業中、鋭太の横顔を見つめながらぼうっとしてることもあるよ。気づいてた？」

「……いや……」

　それは気づかなかった。

「金曜日の休み時間、赤野あかのさんに勉強教えてたでしょう？　あの時もすっごい目でにらんでたよ。いつ赤野さんにつかみかかるのかって、僕はヒヤヒヤしてたんだから」

「それは、やりかねないな」

　夏休みにカラオケに行った時の真涼ますずの嫉妬しっとっぷりを思い出す。

　しかし、教室でも同じことをするなんて。

　一学期の真涼なら、そんなスキは滅多に見せなかったのに。

「だけど、今の夏川さんの方が僕は好きかな」

「そうか？」

「うん。前よりずっとずっと可愛くて──親しみやすくなってると思うよ」

　俺が女の子ならとろけてしまいそうな笑みで、カオルは言った。

　あの真涼が可愛い、か。

　……まあ。

　そんな風に褒ほめられて、彼氏として悪い気はしない。

　ほんのちょっと、だけどな！





◆






　翌日、六限目の授業の後。

　今日はひさしぶりに部活に顔を出そうと思っていると、ＳＨＲショートホームルームで担任が俺たちの顔をニヤニヤと見まわしながら言った。




「今日は、二学期最初の席替えをしまーす！」




　教室はたちまち悲しみと喜びの悲鳴で埋まった。

　今の席のままが良いというヤツもいるだろう。他ほかの席に移りたいというヤツもいるだろう。いろんなヤツがいていいと思うが、俺の隣に座る女は「はうあああ！」というこの世の終わりみたいな奇声を発した。

「ま、真涼……？」

　俺の〝彼女〟の顔を覗のぞき込むと、目をまんまるに見開き、大きく口を開け、両手で頬をはさんだ姿勢のまま硬直していた。

「おい、しっかりしろ」

　目の前で手を振ってみるが、駄目だ。まるで反応がない。

　担任はあらかじめ専用ソフトで作ってきたらしい座席表を黒板に貼はり出した。一学期と同じでくじ引きとかアミダとか一切いっさいやらない。合理的な人である。

「視力の問題でこの席じゃ駄目っていう人だけ申し出ること。今から十分後に移動スタートですからねー」

　さっそくクラスの半分くらいが立ち上がり、わいわい黒板に群むらがった。俺はいいや。視力も悪くないし、もうちょっと時間をおいてから見に行こう。

「大変なことになってしまったわね」

　額ひたいの汗をぬぐいながら、真涼が小声で話しかけてきた。

「私たちの絆きずなを引き裂こうだなんて。あの女、まさか悪魔の使い？」

　と、担任のことをにらみつける。

「別にいいじゃないか。席の位置なんかどこだって」

「席が近いほうが仲の良さを見せつけやすいでしょう？　距離が離れたら縁も離れる、それだけ残念チワワにつけ込まれるスキも増えてしまうのよ」

「千和は関係ないだろ？　クラス違うんだから」

「休み時間のたびにちょっかいを出しに来るじゃない！　あなたにベタベタするじゃない！　その時私が近くにいなかったらと思うと……ああ、恐ろしい！」

　真涼はわなわなと手を震わせる。ダメだこりゃ。今日あたりもにょもにょさせてやらないと禁断症状で大変なことになりそうだ。

「鋭太、見に行かないの？」

　もう席を見て来たらしいカオルが帰りに寄ってくれた。

「空すいてからでいいや。席なんかどこでもいいし」

「あはっ、冷たいなー。そこは親友の隣の席がいいって言ってよね？」

　と、笑うカオルの表情がピシッと凍りついた。隣でどんよりしたオーラを放つ真涼に気がついたのだ。

「ど、どうしたの夏川さん？　元気ないね？」

「何よ。何よ何よ何よ。席なんてどこでもいいというなら今のままでもいいじゃないの。私と別れるのがさみしくないの。つらくないの。離れたくないと泣いて謝るなら今のうちなのに。鋭太のためを思って私は言っているわ」

　呼びかけるカオルにも気がつかず、うつろな目で何やらブツブツつぶやいている。

　カオルは小声で、

「席替えがそんなにショックだったのかな？　やっぱり鋭太、愛されてるなー」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない」

「？　何それ？」

　今の「本物と偽物の区別がつかない」真涼の状態だと、そういう心理状態になっても不思議ではない。しかし実際にはフェイクだし、どうにも手の施ほどこしようがない。俺にできるのは真涼を落ち着かせることくらいだが、こんなところじゃ「もにょもにょ」もさせてやれない。

　その時、「うおおおおおおおおおおおおッ！」という野獣のような雄叫おたけびが教室に響き渡った。黒板の前でサッカー部の山本やまもとくんが膝ひざをつき、滝のような涙を流しながら神に感謝の祈りを捧ささげている。なにか良いことがあったらしい。

　山本くんのおかげで黒板の周りが空いたので、見に行くことにした。真涼もふらふらと立ち上がり、俺の後ろをついてくる。

　俺の席は廊下側二列目の一番後ろだった。うん、悪くない席だ。エアコンから遠いから冬はちょっとつらいかもだが、今からそんな心配はしなくていいだろう。

　真涼は座席表を見たまま立ち尽くしている。

　横からチラッと座席を確認すると、窓側二列目の前から三番目の席。俺とはかなり離れてしまった。

　すると真涼はいきなり手を挙げて、

「先生。私、目が悪いので席を変えてください」

「あら、そうだったの。じゃあどこがいい？」

「季堂きどう鋭太くんの隣にしてください！」

　とたん、クラスがどよめきと歓声に包まれた。

　坂上さかがみ弟がひゅーひゅー口笛を鳴らしてる。赤野と青葉あおばの女子二人組も「キャー！」とか言いながらこっちを見ている。くそ、いちいち騒ぐんじゃねえうぜえぞ恋愛脳ども。あと山本くん、頼むからゾンビみたいな顔でこっちをにらむな！　別に俺のせいじゃねえだろ！

　担任はぽりぽりと頭をかいて、

「えっと。季堂くんの隣は一番後ろだから、今のあなたの席より後ろになるんだけど？」

「構いません！　目が悪いので！」

「あのねえ……」

　俺と真涼が付き合ってることは担任も知ってるので、真涼の要求は「恋愛脳乙！」と無視されて窓際まどぎわ一番前の席にされてしまった。そして山本くんは「人間不信」と大きく黒板に書き出した後、教室のドアを蹴倒けたおして飛び出して行った。不憫ふびんすぎる。

「鋭太。げ、元気でねっ！　私のこと……忘れないで！」

「お、おう……」

　席を移動する時も、真涼はなかなか放してくれなかった。

「ちゃんと毎日メールしなさい。たまにはこっちにも遊びに来て。絶対よ」

「わかった、わかったってば」

「体には気をつけてね。カゼなんかひかないで。他の女と話した数だけ刺します」

「なんで最後だけ殺害予告なんだよ!?」

　追いすがる〝彼女〟を振り払い、俺は椅子と机を移動させた。

　新たな席で俺の右隣に座ったのは、あの長いおさげ髪の女──最上ゆらだった。

「あら。最近よく会うわね」

「……ああ」

　向こうは憎らしいくらい淡々と挨拶あいさつしてくるのだが、俺の方は頬がひきつってしまう。ちょっと意識しすぎだろうと自分でも思うくらいだ。

　しかし良い機会だ。成績アップのコツとか、それとなく聞き出せるかもしれない。

　担任が学校行事についての連絡事項を話している時、俺はこっそり話しかけた。

「なあ、夏期講習はどこの予備校行ってたんだ？」

「湯川ゆかわ町にある古手川こてがわ予備校。サテライト授業だから、趣おもむきがなかったわ」

「あそこか！　俺も行きたかったけど、受講料高すぎであきらめたんだよなぁ。テキストがすっごいわかりやすいって評判でさ」

「だったら持ってきてあげましょうか？　私、どうせもう使わないし」

「マジで!?　くれるのか？」

　思わず身を乗り出した俺だが、最上は俺の背後をじっと見ていた。

「そんなのいくらでもあげるけど、あんたたちの痴話ゲンカに巻き込むのだけはやめてね」

　と、肩をすくめながら俺の後ろを指さす。

　振り向くと──窓際最前列から、真涼が眉まゆを思いっきり吊つり上げた形相ぎょうそうでにらんでいた。

　しかも涙目である。

　激しい身振りと手振りで、何かを伝えようとしている。

「あれは何やってるの？」

　と、最上が首を傾かしげると──ますます真涼のジェスチャーは激しくなった。

　胸の前で大きくバッテンを作ったり、お口にチャック！　をやったり。

　手に持ったシャーペンをザクザクと突き出したりして。

　その回数は、正確に俺と最上が言葉を交わした回数であった。

　……ドン引きだよ、真涼さん……。

　最前列でそんな奇行をしていれば当然先生に気づかれるわけで、

「夏川さん？　先生の話、聞いてくれてる？」

「聞いてません！　耳が悪いので！」

「……わかりました。後で職員室に来なさい」

　どうやら今日の部活は真涼は欠席になりそうである。

「季堂くんって、ずいぶん愛されているのねえ」

　最上はあきれた声で言った。
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「でも、ちっとも嬉うれしそうじゃないのね。どうして？　あんな美人が彼女だなんて鼻が高いでしょうに」

「苦労してばかりだからな……」

「だから、千和にしておけば良かったのに」

　見透かしたような笑みを最上は浮かべた。

　そういう意味じゃないってというのは、言ってもわかってもらえないだろうな。





◆






　ひさしぶりに来たというのに、今日は部室に誰だれも来なかった。

　千和は自分のクラスの出し物の話し合いに駆り出され、冬海は今日は風紀委員。ヒメはやっぱり来てくれない。真涼もお説教が長引いてるようで、姿を見せなかった。

「別にいいけどな、勉強はかどるし」

　という独り言もなんだか強がりのように響いてしまう、一人の部室である。いつも騒がしすぎるくらい騒がしい場所だから、そう思うだけだろうけど。

　数学の予習が一段落したところで、大きく伸びをした。窓から差し込む夕日がかなり濃い色をしている。最近、暗くなるの早くなったな。昼はまだまだ暑いけれど、もうそろそろ長袖ながそでで登校してもいいかもしれない。

　急に肌寒く感じられて、俺は大きなくしゃみをした。

「う……、ちょっと風邪かぜ気味かな？」

　喉のどが痛いし、口の中も乾いている。最近寝不足気味だし、今日はもうこのくらいで切り上げて帰ろう。

　帰り支度じたくをはじめたところで、俺は体操着のバッグを教室に忘れたことに気がついた。めんどくさいから置いて行こうかとも思ったが、次の体育の授業は明日だ。持ち帰って洗濯しなきゃいけないだろう。

　部室の戸締まりをして職員室に鍵かぎを戻してから、教室に向かった。

　中に入ろうとして、俺はぎくりと足を止める。




　真涼がいる。

　ひとりきりだ。




　廊下側一列目の一番後ろの席──つまり俺の隣である最上の席に座っている。

　何もせず、ただ座ってるだけ。

　入り口にいる俺のことにも気づかず、誰もいない教室にぽつんと、正面の黒板をぼんやり見つめながら、席替えによって奪われた俺の隣に座っているのだった。

　学校一の美少女の姿も、俺や千和を翻弄ほんろうする毒舌家の姿も、そこにはない。

　救いがたいくらい情けなくて、切ないくらいに孤独な、ひとりの女の子の姿だった。

「……よう」

　俺は少しためらった後、声をかけた。

　真涼は銀色の髪を大きく波打たせて、それからぎこちなく振り返った。

　俺は真涼が驚いたことには気づかないフリをして、

「先生のお説教は終わったのか？」

「さっきようやく解放されたわ」

「そっか。じゃあ、一緒に帰るか？」

　俺のたったそのひとことで、青白かった真涼の顔にみるみる生気がよみがえった。

「ええ、ええ。もちろん一緒に帰るわ。だって──彼女ですもの」

「おう」

　俺も笑って返事をした。なんだかんだで、真涼の笑ってる顔を見られるのは嬉しい。ここのところ、曇くもった顔ばかり見ていたからな。

　体操着のバッグを手にして、真涼と二人で教室を出る。

　夕陽に染まった廊下を歩いていると、

「ねえ、鋭太。ここは学校よね？」

「そうだな」

「私たちが恋人同士であることを、一番アピールしなくてはならない場所よね？」

「わかってるって」

　俺は覚悟を決めて、手汗をズボンでぬぐってから、真涼の右手を握った。

「こ、これでいいんだろ？」

　さすがに恥ずかしい。なんだか背中がムズムズする。

　しかし真涼はますます笑顔を咲かせて、

「そうよ。それでいいの。見せつけないと──ね」

　遊園地に来た子供みたいにぶんぶん手を振り回す真涼に引きずられるようにして、昇降口まで来た。

　下駄箱げたばこには先客がいて、ちょうど外履そとばきに履き替えているところだった。

　よりにもよって、ヒメだった。

　俺たちも驚いたが、ヒメも驚いていた。屈かがんだポーズのまま、ずっと固まっている。

　一組の下駄箱は二組と向かい合わせになっているから、ありえないことじゃないんだけど。

　何故なぜこのタイミングで出くわすんだ……。

　ヒメと目が合った瞬間、真涼は俺の手を振り払うようにしてパッと放した。

「なんでだよ!?」

　思わず声出してツッコんでしまった。

　ついさっき「見せつけなくてはいけない」と言ってた本人が、いざヒメの目の前で手を放したのだ。そりゃツッコみたくもなる。

　ヒメにはもうフェイクはバレているから？

　いや、あの時だって真涼はあくまで本物だと言い張ったのだ。だからこそ、ヒメの前でこそ、恋人同士であることをアピールしなきゃならないはずだ。たとえ茶番でも。

　ヒメは何も言わずに駆け出していった。上履うわばきのままだ。すのこの上に外履きがぽつんと置き去りにされている。

　真涼は立ち尽くし、校門の向こうに消えていくヒメの背中をじっと見つめていた。

「……帰ろうぜ」

　ヒメの外履きを下駄箱に戻してから、俺は真涼に言った。




　ひさしぶりに一緒に帰った俺と真涼だけれど、結局、手はつながなかった。




　帰り道、真涼が笑うこともなかった。
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♯８　彼女の妹が激怒して修羅場







　翌日の昼のことだった。

　寝坊してしまって弁当を作るヒマがなかったので、ランチはひさしぶりにカオルと学食に行くことになった。

「鋭太えいた、もしかして体調悪い？」

　盛大にくしゃみをした俺おれのことをカオルが心配してくれる。

「たいしたことないよ。それより今日は眠くってなあ」

　風邪かぜは今朝けさ飲んだ薬が効いていて、そんなにつらくない。しかし薬の副作用なのか、あくびが出てしかたがない。いっそ何も食べずに机で寝ていようかとも思ったんだが、さすがに午後がもたないだろう。

　学食に続く渡り廊下を歩いていると、パック牛乳とハムサンドを手にしたヒメが向こうから歩いてくるのが見えた。

「ヒメ！」

　手を挙げて名前を呼ぶと、ヒメはびくっと肩をすくめて立ち止まった。

　俺はそんなに驚かれたことにちょっと傷つきながら、

「きょ、今日は部活来るだろ？　俺も行くからさ。一緒に行こうぜ？」

「……」

「冬海ふゆうみも心配してたぞ。な？　まだ学園祭のことも決まってないみたいだし、ヒメも……」

　俺が言い終わらないうちに、ヒメは顔すら上げないまダッシュで教室へ駆けて行った。

「あの子、あんなに速く走れたんだ」

　カオルがヒメの背中を見つめながら言う。

　俺は挙げた手のやり場に困り、頭をかくしかなかった。

「なんだかずいぶん思い詰めてるみたいだね、彼女」

「……悪いのは俺だ……」

　昨日の昇降口でのできごとを思うと、冷や汗が出る。

　あれを見たヒメはいったいどう思ったのだろうか。偽彼氏と偽彼女が、仲良く手をつないで歩いている。正直、わけがわからないと思う。そんなつもりじゃなかったのに、二度もだましてしまったかのような罪悪感にとらわれてしまう。

　しょげかえっている俺の背中を、カオルがぽんぽんと優しく叩たたいた。

「今日のランチは、僕がおごるよ」

「……ありがとな」

　このさりげない優しさに、たまらなく癒いやされる。

「俺、もうホモになろうかな」

「なんだい、いきなり」

「ホモになれば女で苦労することもないし、カオルとももっと仲良くできるなぁって。はは」

　冗談っぽく笑ったつもりだったのに、カオルは笑わなかった。

　女の子みたいに白い頬ほおをポッと染めて、モジモジしながら、

「……もし、鋭太にその覚悟があるのなら……」

「えっ？」

　するとカオルは大きく首を振って、

「何でもないよ。さ、早く学食行こう？」

　俺の背中を押すように、カオルは歩き出した。

　いったい、何を言いかけたんだろう？





◆






　放課後になったが、やっぱりヒメは部活に来なかった。

「最近、なかなか全員そろわないね」

　千和ちわが集まったメンツを見まわして、さみしそうに言った。やっぱりヒメも含めた五人でないと、本当の「自演乙」という感じがしない。

「冬海、お前には何か連絡ないのか？」

「ないわ。メールしてもなしのつぶてだし、なんだか避けられてるみたい……」

　冬海はしょんぼりと肩を落とす。

「どうしてこんなことになっちゃったの？　もうあれで解決したんだと思ってたのに。私、ヒメちゃんに嫌われるようなことしちゃったのかしら」

「大丈夫だ。お前のせいじゃないから、絶対」

　冬海がそれ以上思い悩まないよう、俺は力をこめて言った。

　俺にもヒメが何を考えているのかはわからない。

　しかし、原因は間違いなく俺と真涼ますずにあるはずだ。ヒメがおかしくなったのは、あの二学期初日の放課後からなのだから。

　真涼も同じ気持ちなのか、じっと何か考えるように窓際まどぎわに立って外を見ている。

　と、その時であった。




「邪魔してあげるわ！」




　部室のドアを乱暴に開けて、金髪碧眼きんぱつへきがんの女子中学生が部室にずかずか入ってきた。

　真涼の妹・夏川真那なつかわまなである。

　今日はいつものボディーガードは引き連れていない。学校帰りでそのまま来たのか、制服姿である。

「ちょっと、どうして他校の生徒がここに居るの？」

　風紀委員の使命にかられた冬海が立ち上がるが、真那は目もくれずに姉のところへつかつか歩み寄る。

　真涼は窓の外に視線を向けたまま、

「何しに来たの、真那。素敵な乙女おとめ以外は立ち入り禁止だと前に言ったはずよ」

「じゃあスズは素敵な乙女だっていうの？　ふざけんじゃないわよ、ヒメを泣かせておいて」

　えっ、と俺も含めた全員が声に出していた。

　真那とは直接面識がない冬海も、すでに会ったことのある千和も、同じように驚いている。

　真涼がようやく妹に視線を向けて、

「あなた、秋篠あきしのさんに会ったの？」

「さっき帰り道で会って、家まで送っていったわ。車の中で最近どうよって聞いたら、黙りこくっちゃってさ。何かあったん？　って聞いたら今度は泣き出して」

　真那はテーブルを叩いて身を乗り出して、姉に顔を近づけた。

「スズのせいなんでしょ？　どうせ」

　真涼は痛みをこらえるように、ぐっと奥歯をかみしめた。

　精一杯踏みとどまっているが、足下がぐらぐらしている。今にも倒れそうだ。俺は支えてやりたいけれど……真那の前でそんなことをしたら、真涼は烈火のごとく怒るだろう。
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「スズってそういう女よ。周りを自分のペースに巻き込んで、いつもめちゃめちゃにしてしまうんだから。日本に戻るって言った時もそう！　いきなり言い出して、いきなり出て行って。ママがどれだけ迷惑したかわかってるの？」

「ママは、あなたのママでしょう？」

　真涼の声が極低温の響きを帯びた。

「私のママじゃないわ。迷惑だなんて、どの口が言うの？　あの人に取り入って、勝手に家に入り込んだくせに」

「……あわわ」

　と、小さなつぶやきをもらしたのは千和である。声を出せればまだ良い方で、冬海なんか口をあんぐり開けたまま動かなくなっている。俺も多分、似たような顔をしているだろう。

　夏川家の事情が複雑なのは察していたけれど、これは想像以上にヘビーだ……。

「フーン。そーゆー考え方なワケね」

　真那の眉毛まゆげがびくびくと跳ねている。

「そんなんだから、他人の気持ちを平気で踏みにじって、振り回せるってワケ？　アタシはいいわよ。半分とはいえ血がつながった姉妹だし。いくらでも傷ついてやるし、そのぶんスズを傷つけてやるわ。でもねえ──ヒメみたいな子を、そういうコトに巻き込むんじゃないわよッ！」

　真那が思いっきり机を叩くと、ツインテールが激しく跳びはねた。

　真涼は髪の色の違う妹をにらみつけて、

「ずいぶんと善人ぶるのね？　真那。聞いているわよ、ネナカ女学院での評判。たくさんの取り巻きを従えて女王様をやってるそうね？　夏川の名前をカサに着て、やりたい放題だって」

「ええ、そうよ悪い？　だってあいつら、夏川の娘って言うだけでヘコヘコするようなメスガキよ。カネ持ってる方がエライ、由緒ある家柄がエライって価値観の連中よ？　それならアタシがナンバーワンじゃん！　従えて何が悪いの？」

「だったら、秋篠さんもお金で元気づけてあげたら？　得意でしょう？」

「──それができたら、とっくにやってるわよ」

　真那の声のトーンが、急に落ちた。

　握った拳こぶしをわなわな震わせながら、

「綺麗きれいなアクセあげたり、美味おいしいレストラン連れてったり、高級エステおごったり。そんなんでヒメの機嫌が直るんならいくらでもやる。でも、あのコはそういうヤツじゃないもの。アタシなんかとは違う、自分の世界をちゃんと持ってる。だから……だから、どうやったら元気になってくれるか、わかんないの。アタシじゃだめなのよ！」

　ぽつ、ぽつと、床に小さなシミができていた。

　真那がこぼした涙が、部室の床を濡ぬらしているのだ。

　真涼にとって、それは殴られたり怒鳴られたりする以上の衝撃だったようだ。ついに足下をふらつかせ、壁に寄りかかってしまう。

「あなた、どうして、泣くの……？」

「だって、だってヒメは、初めてできたトモダチだもの」

　鼻水と涙で綺麗な顔をグシャグシャにしながら、真那は言った。

　俺はそっとハンカチを差し出したが、「いるかバカ！」と叩き落とされてしまった。

「すまん、真那」

「なによキモオタ。あんたも一枚かんでるの？」

　俺はハンカチを拾って、真那が取りやすいように机の上に置いた。

「千和も、冬海も聞いてくれ。今回のことは俺が原因なんだ。俺があいつに……あるウソをついてしまって。それがヒメをあんな風にしてしまったんだ。だから、お前たちのせいなんかじゃない」

　真涼の名前は出さなかった。

　共犯者というなら真涼にも責任を取らせるべきなのだろうが……今の泣き出す寸前みたいな顔の真涼に、それは酷こくだろう。

　彼女をかばうのは、彼氏の役目だ。

「今度の土曜、ヒメと二人で話をしてくる。だから、少し時間をくれないか」

　頼む、と俺は頭を下げた。

　少しの沈黙の後、

「わかったよ、えーくん。何も聞かないから、がんばってきて」

　と、千和はいつもと同じように笑ってくれる。

「師匠としては情けないけど、タッくんにまかせたわ。しっかり頼むわよ」

　と、声をかすれさせた冬海が言う。真那の涙にもらい泣きしてしまったようだ。

「ヒメが元気にならなかったら、アタシのチャリで轢ひいてやるから」

　真那が怖い顔で俺をにらみつける。乗れるようにはなったのだろうか。

　そして──

「私も、覚悟はしておくから」

　真涼はそういう表現で、かばった俺のことを気遣ってくれた。




　こうして俺は「素敵な乙女」を代表してヒメのところに行くことになった。男だけど。

　否、男だからこそ、やらなくてはいけない。
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♯９　老舗旅館の仲居が修羅場







　土曜日。

　よく晴れて、しかし少し肌寒い午前十時。

　俺おれは真那まなから聞いた住所にあるヒメの家に出かけることにした。

　真那もなんだかんだ言ってついてこようとしたのだが、とにかくまずは俺が話すということで納得してもらった。どう考えても話がややこしくなるからな。

　駅前からバスに乗り、羽根はねノ山やまの麓ふもとへと向かった。土曜の午前中なのにバスはほぼ満員、俺以外の客はほとんどがリュックをかついでたり水筒を提さげてたり、ハイキングに出かける格好をしている。俺は小学校の遠足で行ったきりだけど、こんな人気スポットとは知らなかった。

「旅館あきしの前」というヒメの家の名前がついたバス停で降りると、大きな庭園をぐるりと取り囲む塀へいがそびえていた。この塀があまりにも長すぎて、どこが門だかわからない。「家の場所はわかるのに入り口がわからない」なんてことがリアルにあるとは。

　しかたなく、俺は一緒に下りた家族連れに続いて歩いた。家族連れが向かうのはもちろん旅館の建物である。フロントで家の場所を聞こうと思う。

　歴史の教科書に載ってる武家屋敷みたいな玄関から中に入ると、年配の仲居さんがさりげなく寄ってきて家族連れをフロントへ案内した。俺の方には若い仲居さんが寄ってくる。まだ見習いなのか、妙に緊張しているのが視線や足取りでわかる。だけど可愛かわいい。多分年は俺と同じくらいで、色が白くて後ろに垂らした黒髪は艶つややかで、

「って、ヒメかよ！」

　和服だから、一瞬わからなかった。

　ヒメも俺だってことに気づいたようで、直立不動の体勢でピシッと固まってしまった。俺も同じだ。まさかこんな場所でいきなり対面するとは思わなかった。バスの中で「どう話を切り出すか」散々考えてきたのに、口がフリーズして動いてくれない。

　先に立ち直ったのはヒメの方で、

「エイタ。どうして、ここに？」

「あ、ああ。真那からお前の様子を聞いて、それで、話をしようと思って」

　ストレートにそのまま言ってしまった。

　ヒメは少し考え込むようにしてうつむいた後、

「もうすぐ、お昼休みに入るから。わたしの部屋で待っててくれる？」

「いいのか？」

　ヒメは小さく頷うなずくと、後ろで不思議そうに見つめていた初老の仲居さんに俺のことを話してくれた。

「まあ、お嬢のお友達！　それはそれは」

　俺の頭のてっぺんからつま先までをながめて、仲居さんは感じの良い笑みを浮かべた。もっとも、俺は人前で「お嬢」と呼ばれて恥ずかしがるヒメの真まっ赤かな顔に釘づけだったけど。

　仲居さんに案内されるまま旅館の中を歩き、従業員用の出口から外に出た。さっき外から見えた庭園のちょうど裏手を突っ切り、旅館に負けないくらい立派なお屋敷の中に足を踏み入れる。

「こちらで待っていてくださいな。十五分ほどでお嬢も来ると思いますので」

「ありがとうございます」

　ヒメの部屋の前で仲居さんと別れた後、いきなり緊張が襲ってきた。

　千和ちわ以外の女の子の部屋に入るなんて、初めてだ。

　しかも入るのは俺ひとり。

　なんかこう、上手うまく言えない背徳感があるな。

「……さて」

　ヒメの部屋はどんな部屋だろうか。

　予想Ａ。アニメのポスターやフィギュアが所狭しと飾られている、典型的なオタク部屋。……女の子でも、男のオタクと似たような部屋になるのだろうか？

　予想Ｂ。魔方陣の描かれた布やタロット、十字架などが飾られている「黒魔術系中２病」的な部屋。この場合、もちろんカーテンは暗幕で灯あかりは蝋燭ろうそくである。親が怒りそうだ。

　予想Ｃ。ありとあらゆるモノがピンクで染められた女性ホルモン全開な部屋。ヒメのキャラとは外れるが、部屋だけは別の嗜好しこうで固められてるという可能性もなくはない。
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　俺は深呼吸して冷たいドアノブに触れ、「失礼します」と誰だれとはなしに言って中に入った。

　最初に目に飛び込んできたのは、マンガやラノベがぎっしり収まった本棚だった。ちゃんと出版社やレーベルごとに色分けされてるのが目に気持ちいい。これはこれでひとつのインテリアじゃないかと思えるくらい、ていねいに整頓せいとんされている。

　右を向いても本棚、左を向いても本棚、八畳間の広い和室が、本で埋め尽くされている。グッズの類たぐいはほとんどないあたり、ヒメは作品コンテンツ重視な集め方らしい。

「なんだか、懐なつかしいな」

　この紙の匂においや、捨てずに取ってある漫画雑誌。まだシュリンクを開けてない新刊が整然と積まれている様。

　俺の中学の時の部屋そっくりなんだ。

　圧倒的な蔵書のわりにこぢんまりとした勉強机には、夏合宿の時の写真が写真立てに飾られていた。「自演乙」の五人全員が、笑顔で一枚の写真に収まっている。

　確かヒメと二人の写真も撮ったはずだけれど、そっちは飾られていない。

　ヒメが好きだと言っていた美しい南の海の写真が、隣りに飾られていて──。




「エイタ、いる？」




　軽いノックとともに、仲居姿のヒメが入ってきた。お盆に急須きゅうすと湯飲み、おまんじゅうが乗せられている。

「前にお姉さんが言ってた、仲居の修業ってやつなのか？」

「違う。ただのお手伝い」

　恥ずかしそうに目を伏せながら、ヒメがお茶を淹いれてくれる。

　旅館オリジナルの温泉まんじゅうをお茶請けにして、俺たちは無言でお茶を飲んだ。

　話をしに来たのは俺なのだから、話を切り出さなくてはいけないのに、なんだかこのままでもいいと思ってしまう。

　ヒメと二人で、ゆっくり静かにお茶を飲む。

　こんなこと、滅多にあるもんじゃない。いつも俺たちの周りはにぎやかだから。

　沈黙を破ったのは、ヒメだった。

「ねえエイタ、本物と偽物の違いって何？」

「えっ？」

　ヒメは俺の手を取ると、着物の上から胸に触らせた。

　──。

　すごいことをされてるはずなのに、何故なぜか邪よこしまな気持ちにはならなかった。そういうことを思うには、あまりにヒメの表情が真剣すぎた。

「エイタと一緒にいると、こんなにドキドキする」

　ぎゅっとヒメは俺の手を強く胸に押しつける。心臓の音よ伝われ、と言わんばかりに。

「この気持ちは本物？　それとも偽物なの？」

　俺は乾いたくちびるを舐なめてから、

「どうして、そんな風に思うんだ？」

「あの『俺デレコンテスト』のステージの時、会長とエイタはすごく素敵な恋人同士に見えた。『やっぱり敵かなわない』って思った。あんな素敵なキスをした二人が、フェイクだなんて、全部演技だなんて、信じられない。もしも、あれがぜんぶウソ、つくりごとだっていうなら──」

　ヒメはようやく俺の手を放して、さみしそうに笑った。




「わたしはもう、恋なんか信じられない」




　今のヒメの状態は、もしかしたら真涼ますずと同じなのかもしれない。

　本物と偽物の区別がつかなくなって混乱している。

　──ああそうさ。恋なんか全部ウソだ。

　一種の熱病、流行病はやりやまい。冷めればすぐに相手を裏切る。捨てる。憎み合う。後に残るのは空むなしさだけだ。

　俺はそう言ってやりたかった。

　恋なんかするもんじゃねえよって、そう言いたかった。

　──だけど、それは俺と真涼だけが共有する「ゆがみ」だ。

　ヒメまで恋愛アンチに巻き込むことはないんだ。ヒメだっていつかは中２病を卒業して──暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターのことなんか忘れて、他ほかの好きな相手を見つけるのだから。

　だから俺は、別のことを語ることにした。

「千和がさ、俺なんかのこと、好きだって言うんだ。愛してるって、言ってくれたんだ」

「知ってる。エイタに告白したって。チワワが言ってた。だけどフラレたって」

「そうか……」

　千和のやつ、みんなに話してたのか。

「俺が今、こうして生きていられるのは千和のおかげなんだ。親が蒸発して抜け殻みたいになってた俺に、目標をくれた。今の俺を支えてるのは、千和と交わした約束なんだ」

「それは、恋ではないの？」

「呼び方なんかどうでもいい」

「その気持ちはウソじゃないって、言い切れるの？」

「ウソだとしても、構わない」

　俺は力をこめて言った。

「俺にとって重要なのは、その約束を果たすことだから。真涼との偽彼氏契約も、きっとそれと同じなんだ」

　ヒメは微笑ほほえんだ。

「エイタ、かっこいい。本物の暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイターみたい」

「違うよ。俺は村人Ａ太さ」

「ううん、そうじゃなくて──」

　何かを言いかけて、ヒメはやめた。

「わたしたち、エイタがいない時に集まって約束をしたの。エイタを好きな者同士、みんな仲良くするって。チワワも会長もマスターも『いいよ』って言ってくれた」

「そんなことがあったのか？　道理で」

　千和と真涼の奇妙な仲の良さの謎なぞが、ようやく解けた。

「わたしはみんながいる『乙女おとめの会』が好き。だから壊したくない。壊れるのがこわい。もし会長とエイタの仲がニセモノだってバレたら、きっと『乙女の会』は崩壊する。だからわたしは、あんな風に会長に口止めされなくっても、話せなかったと思う」

「真涼は、誰も信用してないからな」

「エイタのことも？」

「俺のことなんか……」

　思わず、苦笑いが漏もれた。

「俺のことなんか、一番信用してないよあいつは。俺が偽彼氏フェイクを解消しないよう、いつも脅おどされてばかりさ」

「……それは、違うと思う」

「違うって、何が？」

　ヒメはじっ、と俺の目を見つめる。

「会長は、わたしと同じで怖いんだと思う。エイタに見捨てられるのが、怖いんだと思う。だから無理やり縛りつけようとしてる」

「……なるほど」

　そうかもしれない。

　言われてみて、初めて気づく。

　真涼が情緒不安定な理由を、俺はずっと「本物と偽物の区別がつかなくなった」からだと解釈していた。

　それはそれで、きっと間違ってはいないのだろう。

　しかし、「それだけではない」のだとしたら？

　俺と恋人同士でいられなくなる、その「恐怖」自体が、あいつを迷わせ、惑まどわせているのだとしたら。

　……それって、本物の恋といったいどこが違うんだ？

「わたしは確かめたい。会長の本当の気持ち」

　ヒメの声で、俺は現実に引き戻された。

「だけど、あいつは他人に本心なんて滅多に話さないヤツだぞ。ウソで誤魔化ごまかされるかもしれない」

「それでも、会長を信じたいから。会長のためでなく、わたし自身のために」

　ヒメは正座したふとももの上で握り拳こぶしを作り、言った。




「だからわたしは、会長と戦う」







♯10　彼女ＶＳ．元カノの修羅場







　現実かのじょと向き合うことを選択した、

　元カノの戦い──！







　日曜をはさんで、月曜日の放課後。

　ヒメに呼び出されて、俺おれと真涼ますずは近所の児童公園にやって来ていた。

「子供のいない児童公園って、存在自体が矛盾ね」

　真涼の語るように、遊んでいる子供は誰だれもいなかった。ペンキぬりたてみたいに白いベンチやサビひとつないブランコなんかを見る限り、まだできて間もないように見えるのに。誰もここでは遊ばないのだろうか。

「子供の頃ころのことを思い出すわ」

　陽ひが落ちていく西の空を見上げながら、真涼は言った。

「この外見のせいなのか、私と遊んでくれる子は誰もいなかった。お母さんが帰ってきてくれるのを、誰もいない砂場に座り込んでずっと待っていたわ」

　街灯の下のベンチに、ヒメが一人で座っていた。

　俺たちの姿に気づいてはいるのだろうが、手を振ったり声をかけてくる様子もない。じっとこちらを見つめている。

　──真涼と戦うって。

　いったい何をするつもりなんだ、ヒメ。

「こんにちは、秋篠あきしのさん」

「こんにちは」

　俺と真涼が歩み寄ると、ヒメは立ち上がった。

　思い詰めている顔ではなく、かといってやる気に満ちあふれているわけでもない。自然体のように見える。ヒメのことだからガチガチに緊張しているものかと思いきや、いい感じに力が抜けているように見えた。

　真涼の方がむしろ肩に力が入っている。

「こんなところに呼び出してどうしたんです？　暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス。邪竜族ワイバーンとの戦いであれば、一般人である私の出る幕はないと思うのですが」

　妙に悪ぶってツンツンしていて、身構えている感じであった。

「今日はその件ではない」

　ヒメはふるふると首を振り、

「わたしが暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセスとして覚醒かくせいする前の話──中学時代の話を聞いて欲しい」

　俺と真涼は同時に「えっ？」と声をあげてしまった。

「そんな昔話をするために、こんなところに呼び出したというの？」

　ヒメはこくりと頷うなずいて、

「チワワやマスターには絶対聞かれたくないから。二人にしか話さない。だから約束して欲しい。今日聞いたことは、他ほかの誰にも秘密、内緒にするって」

　真涼はヒメの真意をさぐるような目つきで沈黙していたが、

「わかりました。話しません」

「俺もいいぜ、ヒメ。絶対誰にも言わない」

「ありがとう」

　ヒメはぺこりと頭を下げた。

「わたしが中学一年の頃のお話。あの頃のわたしは、普通に可愛かわいくなりたかった。誰からも好かれ、愛される人気者になりたかった」

「へえ……」

　今の「普通」からほど遠いキャラのヒメにも、そんな時期があったのか。

「しかし、わたしは他人と上手うまく話すことができない。性格は暗く、引っ込み思案。そこでいろいろな方法を考えた。そう──男女問わず『モテまくりになる方法』を」

　まるで今の「自演乙」の目的のようだ。

　ヒメは以前、この活動内容を聞かされた時に「低俗な概念」なんて否定していたけど。

　なるほど、「すでに通った道」だったからなのか。

「まず、いつもニコニコ笑顔でいようと考えた。性格が暗いなら、せめていつも笑顔でいようと思った。常に笑顔を忘れない女の子になれば、きっと友達ができるのではないかと。鏡の前で何度も練習をした。感じのいいくちびるの形、明るい子に見られる角度、たくさんたくさん、練習した」

「良いことじゃないか」

　笑う門かどには福来たる、って言うし。

　いつも笑顔でいれば、きっと良いことがあるってものだ。

「──しかし、後に『いつもニヤニヤしててキモイ子』と思われていたことが判明」

　……。

「ついたあだ名が『スマイル￥０、むしろ金返せ』」

「……金って……」

「略して、スマ金かね」

　ヒメは遠い目で夕焼け空を見上げた。福は来なかったらしい。

　俺と真涼の目も思わず遠くなる。

　もしかしてこれは、黒歴史の告白大会なのだろうか？

「次に実行したのは、『お花の好きな優しい子』というキャラ。わたしは朝一番に登校して教室にお花を飾ることにした。毎日毎日、持っていった」

「良いことじゃないですか」

　真涼が言う通り、教室にお花があるのは良いと思う。潤うるおいがあって。

「しかし実行して一週間、誰も花の存在に触れなかった。わたしの目論見もくろみでは、女子か教師の誰かが『まあ綺麗きれいなお花、これを持ってきたのは誰？』と話題に出してくれるはずだったのに。……業を煮やしたわたしは、みずからＨＲの時に発言した。『みんな、耳をすませて！　お花の声が聞こえるよ』と──」

「……なんでまた、そんなことを」

「ウケると思った」

　ヒメはまたもや遠い目になる。

「しかし現実は非情だった。あの時のクラスメイトの白い目は今でも忘れられない。……なお、その花は後日枯かれ、腐くさり、大量の羽虫を発生させてクラスを阿鼻叫喚あびきょうかんに叩たたき込むことになる。わたしには『蟲師むしし』というあだ名がついた」

「……」

　だんだん聞いてるのがつらくなってきたぞ……。

　いつも平気な顔で俺の黒歴史を朗読している真涼ですら、おでこにじっとり汗をかいている。俺とは少し方向性の違う黒歴史に戦慄せんりつしているのだろうか。

「まだある」

「まだあるんスか……」

「当時わたしは保健委員だったので、『慈愛にあふれた白衣の天使』というキャラをやることにした。ロッカーに救急箱を常備し、クラスの誰かがケガしたり腹痛を訴えたりした時にはすぐに介抱してあげられるよう、いつも教室で目を光らせていた」

「良いこと、だと思いますけど……」

　真涼の声が弱々しい。この後にどんな悲しみが待っているというのか。

「やがてクラスに『ロッカーから異臭が漂ただよっている』というウワサが流れた。おそるおそる救急箱を開けて見ると、薬の瓶びんのフタが開いていた」

「臭においが、もれていたのか？」

　ヒメはこっくり頷いて、

「ついたあだ名は、『正露丸せいろがん』」

「もういい！　もういいやめろおおおおおおおおおァ！」

　耳を塞ふさいで、俺は激しく首を振った。

　凄絶せいぜつな過去だ。

　俺の黒歴史と同等、あるいはそれ以上かもしれない。

　もしこれと同じ内容が俺のノートに書かれていて、真涼に朗読されたなら、たっぷり十分間はのたうちまわっているだろう。

　それなのに、ヒメは耐えていた。

　涙目で顔を真まっ赤かにしてはいるものの、声のトーンは落ち着いている。

「他にも二、三回似たようなことを繰り返し、すべて失敗に終わった。中三になる頃にはもう、わたしは人に好かれることをあきらめていた。世界は灰色に閉ざされ、わたしは大好きな空想の世界に閉じこもるようになった」

　そこでヒメは、ぎこちなく微笑ほほえんだ。

「そんなわたしに、エイタと会長は希望をくれた。好きなひとができて、居場所ができて、学校に行くのが楽しくなった。クラスの人とも少しは話せるようになった。わたしはとても幸せだった。だけど、『ニセの彼氏』って言葉を聞いて、わたしはまたわからなくなった。わたしが本物だと思っていたもの、素晴らしい、うらやましいと思っていたものがニセモノだった。……裏切られた、気持ちだった」

　ずっとヒメの視線を受け止めていた真涼の目が、この時スッと伏せられた。

「だけど、わたしも卑怯ひきょうだった。わたしはチワワやマスターに話して解決を図ることよりも、現状の維持を選んだ。せっかく得た『乙女おとめの会』という居場所が崩れ去るのが怖かった。だからわたしは今まで通り──ううん、今まで以上に〝暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス〟でいようとした。会長が言う通りのわたしでいようとした。そうすれば会長やエイタとウソを共有できる。共犯者になれるって、思ったから」

「共犯者、ですって？」

　真涼の声は裏返っていた。

　俺だって驚いた。まさか、俺と真涼以外の第三者からその言葉が出るなんて。

「裏切られた気持ちも、わたしの卑怯な心も、会長の共犯者になれば全部消えるって思った。一緒にウソつきになっちゃえばいい。もし中学の時のように世界から拒絶されても、二人の仲間になれればそれでいいんだって──思い込もうと、した」

　声はそこでトーンダウンした。

　ヒメは一度だけうつむき、それから空を見た。

　秋の気配を強く感じさせる、澄み切った夕焼けだ。




「だけど、新しい世界は優しかった。わたしが驚くほどに」




　ヒメはしみじみとした微笑みを浮かべて言った。

「クラスのみんなも、風紀委員長も、マスターもチワワも、マナも、中学時代のクラスメイトとはまったく違っていた。みんなみんな優しかった。〝暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス〟であるわたしを受け入れてくれた。世界がこんなにも優しいなんて、初めて知った」

　こんな風に言えるヒメが、俺にはまぶしく見えた。

　黒歴史を封印してしまった、封印するしかなかった俺とは別の道を歩いているから。

「ヒメが変わったから、周りも変わったんだよ。だから世界が優しくなったんだ」

　いつぞやの「おはようございまするぅぅ！」に始まる挨拶あいさつが思い出される。

　苦手だった姉さんの前で「好きなひとができた！」と宣言できるくらいに強くなったこと。

　ヒメのポエムをバカにしてビリビリに破った真那まなが、今ではヒメのために部室に殴り込んでくるほどに、友情をはぐくんだこと。

　ヒメが「乙女の会」でやって来たことは、まったく無駄ではなかったのだ。

「だからわたしは、ウソつきにはなれない」

　ヒメの静かな、しかし断固たる、それは訣別けつべつ宣言だった。

「言いたいことは、それだけなのかしら？」

　真涼は顔を上げ、ヒメをにらむように見つめた。

「うだうだとご高説を垂れているけれど、ようは私と鋭太えいたの契約を引き裂こうという魂胆でしょう？　その手にはのらないわよ。共犯者だって必要ない。鋭太一人がいればそれで十分よ」

「会長……」

　ヒメの笑顔がみるみる曇くもり、とても悲しそうな顔になる。

　真涼の顔はますます険しくなり、

「あなたに私を責める資格があるのかしら？　ねえ、『元カノ』さん。あなただってウソをついているじゃない？　暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセスっていうキャラを演じているじゃない。偽ってるじゃない！　あなたも私もウソつきよ。同類よ！　ウソをつかなければ生きていけない人間だわ！」

「違う！」

　ヒメは鋭く叫び、

「わたしは自分にウソはついていない。こうありたい自分、可愛いと思う自分、かっこいいと思う自分を演じてる。でも会長はそうじゃない！　自分にウソをついてる！　だって、」

　そこでヒメは、言葉を詰まらせた。

「だって、何よ？」

　真涼が声を震わせる。

　ヒメは小さく息を吸い込んでから、




「だって会長は──エイタのことが、本当に好きだよね？」




　真涼の表情に、みるみる驚きが広がっていった。

　いつもの真涼ならば「そんなはずないでしょう？」と一笑に付してしまうか、あるいは「ええ、その通りよ」としたり顔で頷くか、どちらかのはずだ。ついこないだ俺が聞いた時に、あれだけきっぱり「いいえ」と答えたのだ。こんなところで動揺するような女じゃない。

　だが、

「ち、がうわよ……っ」

　何度も何度も首を振りながら、真涼は後ずさる。

「わたしが鋭太を？　本当に好き？　秋篠さん、何を言い出すの？　私はただ、演技してるだけよ。鋭太のことが大好きで大好きでたまらない女の子を演じてるだけ。確かに最近行きすぎたところはあったかもしれないけど、あくまで演技なのよ。フェイクなの。ほら、冴子さえこさんも言っていたでしょう？」

　だが、ヒメは首を横に振る。

「わたしはそうは思わない。悔くやしいけど、エイタと会長はとってもお似合いだもの」

「違う！」

　悲鳴をあげるみたいに真涼は叫んだ。

「違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。私は恋愛なんかしない。人を好きになったりもしない。あんなくだらなくて醜くて汚いこと、絶対にしない！　私が心を許すのは世界じゅうでお母さんただ一人だもの」

「真涼、落ち着け」

　俺は真涼の肩を抱こうとしたが、はね除のけられた。

「触らないで。馴なれ馴れしいのよ、偽彼氏フェイクのくせに」

　激しい言葉とは裏腹に、真涼の目には涙が浮かんでいた。

　今すぐポキリと折れて、その場に崩れ落ちてしまいそうなくらい、頼りなくて脆もろい表情をしている。
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　──もう限界だ。

　これ以上は俺も、見て見ぬふりはできない。

　演技をしてるだけという言い訳で許される時期は、やっぱりヒメにバレた時点で終わっていたのだ。

「俺には、お前の本当の気持ちなんかわからない。偽物なのか本物なのか、俺にもよくわからなくなってる。だけど──お前のことを放っておけないって思っているのは、本当だ」

「……え？」

　真涼は小さく声をあげ、俺を見上げる。

「俺のために、インスタントだけど料理作ってくれたよな？」

「春咲千和はるさきちわに負けたくなかっただけよ」

「実力テストで二位になった時、帰って勉強するっていうのを許してくれたよな？」

「成績だけがあなたの取り柄だから、哀あわれに思っただけよ」

「席替えで席が離れた時、取り乱してやきもち焼いてくれたよな？」

「しつこいわね！　あんなの演技よ、だまされてるのよ！」

「……だったら、なぜ泣く？」

「え？」

　真涼はぺたぺた自分の頬ほおに触れた。

　太い涙の筋が流れていて、細い指を濡ぬらしていく。

「なに……これ？　え？」

　ぬぐってもぬぐっても零れる涙を見て、真涼は呆然ぼうぜんとする。

「俺はお前を放っておけない！　今のお前を見ているのはつらいんだ！　彼氏だからとか彼女だからとかじゃない！　季堂きどう鋭太が、夏川なつかわ真涼に向かって言ってるんだよ！」

　俺は真涼に向かって手を差し伸べた。

　真涼がこの手をつかんでくれたら──俺はずっとこいつのそばにいてやろうと思う。

　それが恋人という名目でも、偽彼氏という名目でも、どちらでも構わない。

　俺という人間を真涼が必要としてくれるのなら、俺は──




「──絶対に、嫌」




　しかし、真涼は俺の手を取らなかった。

「……それがお前の本当の気持ちなのか？」

「私が必要としてるのは〝彼氏〟であって、季堂鋭太ではないわ」

　俺はため息をついて、差し伸べていた手を下ろした。

「だったらもう、無理だよ」

「無理？」

「偽彼氏フェイクはもう、続けられない。共犯者にはなれない」

「……ず、ずいぶん強く出たじゃない？」

　真涼の声が震えている。

「忘れたのかしら鋭太。あなたのノートは、私が握ってるのよ。私の指先ひとつで、あの恥ずかしい黒歴史の数々が全世界にネットで流れて──」

「バラせよ」

「えっ？」

「バラせって言ったんだ。いいよ。もう」

　本当はヒメにバレた時、すぐにこうすべきだったのかもしれない。

　できなかったのは──結局、俺も怖かったんだろうな。「自演乙」の関係が壊れるのが。

「エイタ……？」

「実はな、ヒメ。あの真涼がいつも朗読してるノートは、俺のなんだ」

　だけどもう、覚悟を決めた。

　ヒメが勇気を出して自分の黒歴史を告白したんだ。

　俺が勇気を出さなくって、どうするんだよ。

「後悔するわよ、鋭太」

　じわりじわりと後ずさりながら、真涼が俺をにらみつける。

「謝るなら今のうちよ。そうすれば冒頭十ページまでで許してあげる」

「試し読みじゃあるまいし、一気にやれよ」

「秋篠さんの前で恥ずかしいっていうんなら、今晩中にいつもの喫茶店で謝って。それで許すわ。二十ページまで」

「だから、いいって。全部公開しろ」

「あれだったら、私が眠るまで、それまでに電話してくれればいいから、そうしたら──」

「だから、もういいっつーの！」

　真涼は涙のたまった目で、何度も何度も首を振りながら、

「後悔するわ、鋭太。いいえ、必ず後悔させてあげるから！」

　電線に止まっていたカラスが総出で逃げ出すような大声で吐はき捨てると、真涼は逃げ出して行った。

「ごめんなさい。やっぱりわたしのやり方じゃ、無理だった」

「そんなことないよ」

　俺はヒメの肩に手を置いた。

「ヒメ、お前は……なんていうか、すげえよ。たった二ヵ月でさ、俺の中学三年分以上成長しちまったよ。強くなった」

　ノートをバラされたくないと怯おびえている自分が、今日は本当に恥ずかしくなった。

　ヒメは自分の過去を、自分の言葉で語ったのだ。

　その上でまだ、「世界は優しい」と言える勇気がある。

　俺とは違う。中２病のままで、幸せになれるヤツなんだ。

「エイタ……」

　ヒメは俺にそっと抱きついた。

　腕の中にすっぽりと収まる、ヒメの小さな体が俺の胸を温めてくれる。

「きっと、わたしはワガママなんだと思う。会長より」

「えっ？」

　ヒメは俺の背中に手を回して、「ギュッ」と抱きついた。

「だって、わたしはニセモノじゃ嫌。本物がいい。本物が欲しい。だって──こんなに温かいんだもの」

「ヒメ……」

　俺はヒメを抱きしめながら、

「真涼のこと、許してやってくれ。前に俺から『俺のこと好きなのか』って聞いた時、あいつはまったく動じなかった。だけど、今日ヒメに同じことを聞かれた時、あんなに動揺した。それはつまり……お前にはウソをつけなかったんだと思う」

　ヒメは俺のことを見上げて、

「これから、会長とどうするの？」

「わからない。あいつ次第だ」

　ひとつわかってるのは、ノートが暴露されれば俺の高校生活は終わりだってことくらいか。




　誰もいない公園は夕陽に染まり、無人の滑すべり台やブランコが鈍く光っている。

　近くの民家の陰になっている砂場にだけ、夕陽があたらず薄暗い。

　……真涼。

　俺はヒメを抱きしめながら、奇妙な解放感と、そして暗い喪失感を同時に覚えていた。




　もう、これでフェイクは終わりなのだろうか。
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♯11　真涼の真実







　公園で季堂鋭太きどうえいたと別れた後。

　夏川真涼なつかわますずは怒りを抱えて家路を急いでいた。

「鋭太の馬鹿ばか！　阿呆！　童貞！　鈍感！　朴念仁ぼくねんじん！　唐変木とうへんぼく！」

　彼への罵倒ばとうを口に出して繰り返しながら独り暮らしのマンションへと戻り、愛用のノートパソコンのスイッチを入れる。

　起動を待つ間、鍵かぎのかかった引き出しを開けて古びたノートを取り出す。

　鋭太の黒歴史のすべてが詰まった「中２ノート」である。

「ふふふ。うふふふふ。ふふふふふふふふ」

　ひきつったくちびるから、低い笑い声がこぼれてしまう。はしたないと思っていても、抑えきれない。

　今からこのノートをスキャンした画像を、思いつく限りの手段でネットにばらまいてやるつもりだ。鋭太の恥ずかしい思考、情けない過去、くだらない妄想のすべてを広げてやる、拡散してやる。もう二度と、外を歩けないほどのダメージを負わせてやろうと思っている。

　暗い喜びに満たされながら、しかし、心の隅っこでは考えている。




　──どうして、こんなことになってしまったのだろう。




　秋篠姫香あきしのひめかの「挑戦」を受けた時は、こんな風には考えてなかった。もし姫香がフェイクをばらすと脅おどしてきたとしても、なだめすかして丸め込むつもりだった。そのうえで、鋭太と姫香を巻き込んで新たな「フェイク」を構築するつもりだった。

　冷静に。しかし大胆に、狡猾こうかつに。

　そうやって自分は大人をだまし、魑魅魍魎ちみもうりょうが跋扈ばっこし権謀術数がうずまくスウェーデンの社交界を乗り切ってきたではないか。中２病の女子高校生なんて物の数ではないはずだ。

　なのに、あのひとことですべての計画は崩れてしまった。




『だって会長は──エイタのことが、本当に好きだよね？』




「違うわよ……」

　自分の声が震えているのを、真涼は認めないわけにはいかなかった。

　だけど、想おもいは否定する。

　心の奥底に眠っている、暖かな光は否定する。





　──なによ。鋭太なんか、どうってことない男じゃない。

　──ダサくって、イケてなくて、キモオタで。

　──私がワガママ言っても、ぶつくさ言いながら結局は聞いてしまうヘタレで。

　──いちいち不平や不満を言うくせに、なんだかんだでノリが良くって。

　──優柔不断で、いつも迷ってて、なのに決断した後はすごく大胆で。

　──はじめて、私のジョジョネタについてこられた男で。

　──はじめて、私を叱ってくれて、






「あああ、ああああああ、あああああっ」

　真涼は胸をかきむしる。

　その奥からわきあがる暖かな想いを消し去ろうと、何度も何度もかきむしる。

　もういい、ばらまいてやる。

　ともかく、これをばらまく。そうすればすべてが終わりだ。鋭太の高校生活は終了し、自分との関係修復も不可能となり、「自演乙」も崩壊。すべて灰燼かいじんへと帰して、後は野となれ山となれだ。どうでもいい。どうなったっていい。

　何重にもかけてあるセキュリティをすべて解除し、ノートの画像がしまわれたシークレットフォルダを呼び出す。

　ずらりと並んだサムネイルを見て、真涼は暗い笑みを浮かべた。

　クリックして画像を読み込みながら、どれを最初にアップしようかと考える。

「約束された勝利の断章」か？

　それとも「腐くさりきったこのセカイ」？

　あるいは、いきなり「俺おれを守る美ヴィ・舞マィ・天使エンジェルたち」でもいい。あの時の彼の顔は、本当に傑作だった。

　時系列順に彼の滑稽こっけいな毎日が記しるされた画像を漁あさるうちに、真涼の手が止まった。

　ノートの日付が、あの日に差し掛かったのだ。




六月十五日　晴れ





　なんかお袋から、千和ちわがケガしたって聞いた。

　どうせ買い食いでもしながら歩いてて転んだんだろ。

　あとで顔見に行って、笑ってやるか。









六月十七日　雨





　ふざけんな




　もう歩けないってなんだよ









七月一日　くもり





　なんで俺が代わりに事故に遭あわなかったんだろう。

　俺なんか歩けても、走れても、なんの役にも立たないのに。

　千和が剣道できなくなったら、どうしようもないじゃないか。









七月七日　晴れ





　今日も親父とお袋は、浮気うわきで大ゲンカだ。

　こんな時に恋がどうとか、好きとか嫌いとか、よく言ってられる。

　信じられない。

　何が愛だよ。馬鹿野郎。









七月二十五日　雨





　お願いします神様千和の体を治してくださいお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いしますお願いします

　今まで集めたマンガぜんぶ差しだします

　グッズもいりません

　ポスターもいりません

　エロ本もいりません

　何もかもあげます

　だから千和の体を元どうりにしてください

　お願いします






　そこから、日付は一ヵ月以上飛ぶ。

　今までの筆致ひっちとは明らかに違う、汚くて荒々しい文字で書かれた最後の日にたどり着く。
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　そして真涼は、自分の頬ほおが濡ぬれていることに気づいた。

　ブラウザにはすでにアップロード掲示板が表示されている。ここに一連の画像をアップして、適当な掲示板にリンクを貼はり、後は宣伝・拡散しまくれば終わりだ。

　しかし、マウスに乗せた指はいつまでたっても動かない。

　目から涙が、ほろほろ、ほろほろ、零こぼれるばかりで。

　指は、動いてくれないのだ。

　その時、部屋のチャイムが鳴った。

　どうせ何かの勧誘だろうと、真涼は無視した。

　チャイムは三度目で鳴りやみ、しばらく間があった後、ガチャリと音がした。

　鍵穴が回る音だ。

「えっ？」

　声を上げて、真涼は立ち上がった。

　まさか空き巣か？　いや、そんなはずはない。オートロック式のマンションで、住民と管理事務所以外はエレベーターすら動かすことができないのに。

　持っているのだ。この部屋の鍵を。

「──お母さん！」

　真涼は椅子いすを蹴けって立ち上がり、玄関へ駆け出した。

　ついに、ついに帰ってきてくれた！

　自分が父の道具になるために外国へ行っている間、姿を消してしまったお母さん。子供の頃ころ暮らしたこの部屋で待っていれば帰ってきてくれるって、ずっとずっと信じていた。今日がその日なのだ。一番帰ってきて欲しい時に、帰ってきてくれた。やっぱり、私のお母さん。愛してる、愛してる、愛してる──




「やあ、真涼」




　だが、そこに立っていたのは母ではなく。




「……おとう、さん……」




　真涼がこの世で一番会いたくなかった男が、穏やかな笑みを浮かべて立っていた。

「ひどい顔をしているね。泣いていたのかい？」

　あいかわらず若作りで、せいぜい三十代にしか見えない。高級スーツを嫌味なく着こなし、人当たりの良い笑みを浮かべている。

「真那まなからだいたいのことは聞いている。だから言ったろう？　部活だの、彼氏だの、お前には必要ないんだよ」

　娘の濡れた頬を、父はつるりと撫なでて言った。




「お前はずっと、私のそばにいなさい」
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♯12　目撃。修羅場。そして──。







　俺は漆黒の強化服を身にまとい、太陽神の恩寵おんちょうが降りそそぐ蒼穹そうきゅうの下へ駆け出した。

「さあ、Ｉ・ＫＵ・ＺＥ！」

　背中には戦友である「邪竜滅殺剣ドラグプニール」を装備し、腕には「滅殺破裂拳めっさつはれつけん」をはめている。まさにフル装備、今ならドイツ軍の一個師団をたった五分で壊滅できる。

「もっとも、この装備は人間と戦うためのものではないが、な？」

　かっこよく裏地が見えるようにバッとコートを翻ひるがえし、電柱に向かってポーズを取る。道を行く集団登校の小学生が「なにあれ？」と指さしていったが、大丈夫気にしない。

　時刻は朝八時すぎ、勤め先や学校へ向かう人々が多数行き交う天下の往来。

　当然、俺おれは注目を浴びてしまう。しかたあるまい。この〝黒〟はあまりにオーラがありすぎて、常人の目を惹ひきつけてしまうのだ。魅力的すぎて通りがかった女が失神しないよう、注意して行動せねば。

「あれ、季堂きどうさんちの鋭太えいたくんじゃない？」

「なんだかすごい格好ねえ。まるで中学の時に戻ったみたいよ」

　門の前に水を撒まいていた二丁目の田中たなかさんと鈴木すずきさんが、ひそひそと話をしている。

　そう。俺は昔の姿に戻ったのだ。

　先日の校門での騒ぎのようなデモンストレーションではない。

　邪竜族ワイバーンとの戦いを再び開始するために──真実の姿を取り戻したのだッ！

「ねえママ、あのお兄ちゃん黒いよー？」

「うんうん、黒いわね。だから指さしちゃダメよ？」

　スモックを着た幼稚園児が、母親に手を引かれて通りすぎていく。ああ、愛くるしいチルドレン。君らの未来のために、俺は戦い抜くことを誓う。

「ナニアレ。まだ九月なのにコートと軍手？」

「いやヤバイって。絶対笑っちゃうし。笑ったら殴られそうだし。目ぇ合う前に早くいこ？」

　女子中学生がクスクス笑いながら歩き去っていく。フフフ、可憐かれんな少女よ。君たちが俺のシンジツを知らないのも無理はない。そう、知らなくていいことなのだ、常人にはな。

　フフフフ。

　ハハハハハハハハ。

「つうか無理だァ！　アホか俺はァァァ!!」

　俺は背中の物干し竿ざおを地面に叩たたきつけてへし折った。邪竜族ワイバーンを百万人斬ったという設定だったはずだが、アスファルト相手に粉々である。

　──嫌だ。

　やっぱり恥ずかしすぎる。

　こないだ学校でやったんだから多少は免疫がついてると思ったが、甘かった。恥ずかしいモノは恥ずかしいのである。

「なにしてんの？　えーくん」

　声をかけられて振り向くと、そこには千和ちわが立っていた。

「またそんなカッコして、何かの作戦？　ヒメっちとの話し合い上手うまく行かなかったの？」

「いや、それは上手く行ったよ。だがな……」

　副産物として、あの中２ノートをばらまかれることが確定したのだ。

　俺の高校生活はもうおしまいである。学校一のハーレム男という評判に「恥ずかしすぎる妄想男」の称号がブレンドされた時、いったいどんなことになるのか想像もつかない。

　だからいっそ、真涼ますずにバラされる前にカミングアウトしてしまおうと思った。

　思ったんだけど……。

「あれ、どうしたのえーくん？　学校行かないの？」

「……着替えてくる……」

　結局、そんな意気地いくじはないのだった。

　まぁ、そりゃそうだよな。

　こんなことで解決するんなら、今までニセ彼氏なんかやってねえよ！





◆






　登校してみると、真涼の席にカバンがなかった。

　朝のＨＲになってもやって来ない。担任が「今日は夏川なつかわさんは欠席です」と告げて、俺の命日は一日延ばされたのであった。

　なんだか拍子抜けである。

　……まさか、もうネットにばらまいてるんじゃないだろうな。

　休み時間に携帯で自分の名前を検索してみたが、今のところそれらしい反応はないようだ。

　真涼は本当にやるだろうか？

　今日は普通に接している周りのクラスメイトも、明日からは真っ白な目で俺を見るだろう。覚悟のうえとは言え、リアルに想像するとキツイものがある。

「頭いてえ……」

「なあに、風邪かぜでもひいたの？」

　隣の席の最上もがみゆらが怪訝けげんな顔をしている。このところずっと風邪気味だけど、いま頭が痛いのはそういうわけじゃない。

「ところで、こないだ言ってた予備校のテキスト持ってきてあげたわよ」

「おお、サンキュー」

　落ち込んでいるところに、嬉うれしい贈り物だ。

　さっそくページをめくってほくほくしていると、最上が呆あきれたように言った。

「勉強もいいけど、千和のこともちゃんと構ってあげなさいな」

「どういう意味だよ」

「あのコ、あんたのことまだあきらめてないんだから。わかってるんでしょ？」

　思わずドキッとした。

「ち、千和がそう言ったのか？」

「誰だれでも見てればわかるって話よ。あーあ、嫌ね。鈍感ガリ勉男って」

　最上はふわぁ、と大きくあくびをした。

　くそっ、一番のライバルが言ってくれるぜ。

　このテキストを徹底的にやりこんで、中間では必ずお前を負かしてやるからな！





◆






　そして放課後。

　部室に一番乗りしてテキストを解いていると、廊下から二つの足音が近づいてきた。

　勢いよくドアが開いて、

「──なぁんだ、えーくんだけかぁ」

「ヒメちゃんはまだ来ていないのね」

　がっかりした声とともに、千和と冬海ふゆうみが入ってくる。

「そんな焦あせるなよ二人とも」

「なによえーくん、余裕たっぷりじゃん？」

「昨日ヒメちゃんと話したんでしょう？　どう？　上手くいったの？」

「だから、焦らなくてもいいって。……ほれ」

　三つ目の足音が廊下から聞こえてくる。

　二人とは対照的に、静かに、ゆっくりとドアが開いて、

「お、おひさしぶり……です」

　真まっ赤かな顔をしたヒメが、ちょこんとドアのすき間から顔を覗のぞかせた。

　千和が駆け寄って、「かくほー！」と叫んでヒメを部室の中に引っ張り込む。

「ヒメちゃん！　ついに戻ってきてくれたのねっ！」

「もお放さないんだからヒメっちぃ！　どこにも行っちゃやだよ！」

　大げさな気もするが、これも感動の再会というやつだろうか。冬海なんか、マジで涙ぐんでるし。

　俺は二人に抱きつかれて苦しそうにしているヒメに歩み寄り、

「もういいのか、ヒメ」

「問題ない。邪竜族ワイバーンを別の多元宇宙へと押し返すことに成功した。ゆえに、殺戮遊戯ジェノサイド・モードを解除しても問題ないと判断、超次元思念体の承認を受け、本日より日常に復帰する」

　すっかりいつもの調子を取り戻しているようだ。やっぱりヒメは適度に中２病でいる方が可愛かわいい。

「ところで、会長は不在？」

「ああ、今日は学校にも来てないんだ」

「そう……」

　ヒメはちょっと暗い顔になり、首を傾かしげた。

「気にする必要ないぞ。明日にはちゃんと戻ってくるさ」

　そう言ってはみたものの、正直気がかりである。ノートのこともあるし、もし明日も休みなら真涼のマンションに直接行ってみよう。

　ふと、冬海が思い出したように、

「夏川さんがいないのにアレだけど、そろそろ学園祭の出し物決めないとまずいわよ」

「んー、もう焼肉の屋台とかでよくない？」

「だからそれ、千和が食べたいだけでしょう。真面目まじめに考えなさいよ」

「でも、もう考えてる時間はないんじゃないかなぁ。クラスの出し物もあるんだよ？」

　学園祭は十月末に開催される。その前に中間テストがあることも考慮に入れると、もう手のかかる出し物は無理かもしれない。今すぐにでも決めないと。

「問題ない。わたし、やりたいことを考えてきた」

　と、ヒメが大きく手を挙げた。

「喫茶店がやりたい」

「……へえ？」

　なんかヒメの提案にしては無難というか、普通というか。

「わたし、最近家の手伝いをしている。旅館の仲居の仕事。大変だけど、お客さんに『ありがとう』って言ってもらえるとすごく幸せ」

　ヒメははにかみながら、声を弾はずませる。

「自分の家のお店でもこんなに嬉しいなら──きっとエイタたちと一緒にやったら、もっともっと嬉しくなれると思う！」

　俺は思わず千和や冬海と顔を見合わせた。

　それから千和がにこっと笑い、

「いいじゃん喫茶店！　簡単なお料理とかも出してさ、可愛い衣装とか手作りしておもてなしするの！」

「ああ、俺も賛成だ。ヒメの仲居姿可愛かったしな」

「エイタ、からかうのなし」

　ヒメは真っ赤になって俺の背中をぺしぺし叩く。おおお、可愛い！　新鮮な反応だ！

「マスターも賛成してくれる？」

　何も言わない冬海を横目で見ると、ハンカチで目頭をおさえて鼻をすすっていた。

「マスター、どうして泣いてるの？」

「べ、別に泣いてなんかないし！　弟子の成長なんて嬉しくないし！」

　とか言っているが、もうハンカチがぐしょぐしょである。こいつ、こんな涙もろかったのか。本当に情に厚い女だ。

「それで冬海、ヒメの提案には賛成なのか？」

「賛成に決まってるでしょ？　それぞれで創作料理を考えて出したり、衣装を手作りしたりすれば、立派に私たちらしい喫茶店になるわよ。一位ももちろん狙ねらえるわ！」

　なるほど、確かにそれは面白おもしろそうだ。

「じゃあ、後は夏川がＯＫすれば決定だね！」

　と、千和が言う。問題はそこである。

「こういうの、真涼は嫌いなんじゃないかなぁ。人前にはあんまり出たがらないやつだし」

「別に接客だけが仕事じゃないでしょ？　裏で料理作ってもらえばいいじゃない」

　と冬海は言うのだが、

「お前、夏合宿のこと覚えてないのか？」

「……ごめん、今言ったことは忘れて」

　あの悲惨なことになったじゃがいもやタマネギのことを、冬海も思い出してくれたらしい。

「会長が裏方は、だめ」

　と、ヒメが珍めずらしく強い口調で、

「学校には会長のファンの男子が大勢いる。本当に一位を狙うなら、会長がウェイトレスをやらないとだめだと思う」

　言うことはごもっともなのだが。それこそ、真涼は承知しない気がする。

「ともかくさ、登校してきたらみんなで説得してみようよ。ね？」

　乗り気な千和の提案でそういうことになった。
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　ところが、翌日も真涼は学校に来なかった。

　帰りのＳＨＲの後、廊下で担任をつかまえて聞いてみたが、「家庭の事情で」としか欠席の理由はわからないという。

　もし風邪で欠席だったら、むしろ気にしなかったかもしれない。

　だけど「家庭の事情で」っていうのは──あいつの家のことを知ってるだけに、不安になる。

「もっと詳しくわからないんスか？　誰が電話してきたとか、そういうの」

「私が出たわけじゃないから、わからないわよ」

　じゃあ出た人を教えてくださいよと食い下がろうとした時、くしゃみが出てしまった。どうも今日は熱っぽい。市販の薬じゃ誤魔化ごまかしきれないレベルに来ているのかもしれない。

「ちょっと季堂くん、顔が赤いわよ？　もしかして風邪？」

「なんでもないんで。気にしないでください」

　担任に頭を下げて、俺は歩き出した。

　風邪なんかより、今は真涼のことが心配だ。

　こうなったらマンションまで行って、無事を確かめようと思う。

　思えばあの公園で別れた時、尋常じんじょうじゃない取り乱し方だった。真涼のことだからとあまり心配していなかったが、もっと気に掛けておくべきじゃなかったのか？

　メールはこの二日、何度も打っているけど返信はない。

　なんだか胸騒むなさわぎがする。

　俺は帰り支度じたくをして走って校門を出たのだが、百メートルも走らないうちに道端でしゃがみこんでしまった。

　くそっ。こんなに早く息が上がるなんて。

　おまけに熱で頭がクラクラする。走ったことでウイルスが全身に回ったんだろうか。

　だるくて重い体をひきずって歩いていると、通りがかったサラリーマンがギョッとした顔で立ち止まった。「大丈夫か？　すごい汗だよ」と声をかけてくる。

　大丈夫っす、とへらへら笑ってやり過ごそうとしたのだが、足に力が入らずその場にしゃがみこんでしまった。なんだか猛烈に眠い。このままここで眠ってしまいたくなる。

　心配したサラリーマンにタクシーを呼ばれてしまい、俺は自宅まで強制送還されてしまった。

　しかたない。リビングのソファで仮眠してから真涼の家に行こう。

　そうすれば、きっと風邪も回復してるはずだ。
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　次に気がついた時には、泣きそうになった千和の顔が目の前にあった。

「なんだよ。どうしたんだよ千和」

　声を出してみて、自分で自分の声に驚いた。ひどい鼻声だ。くそ、悪化してるじゃないか。

　ソファから体を起こすと、おでこから濡ぬれたタオルが転げ落ちた。テーブルには氷水の入った洗面器も置いてある。時計を見ればもう午後六時すぎ、カーテンの向こうはすっかり薄暗くなっている。

「えーくん、すごい熱だよ？　顔も真っ赤だし汗もすごいし、こんなの子供の時以来だよ。中学の時は風邪なんか引かなかったのに、最近無茶してたから」

「お前、ずっと看病してくれてたのか？」

「いいよそんなの。冴子さえこさんにも電話したし、もうすぐ来ると思うよ」

「そんな、大げさな」

　九月に入ってから、冴子さんの顔を見たのはまだ二回くらいしかない。きっと今は忙しい時期なのだ。なのに、俺のために帰ってくるなんて。

「冴子さんが来たら、病院に連れて行ってもらおう？　ちゃんと診みてもらおう？」

「それは明日でいいよ。行くところがあるから」

　ソファから立ち上がろうとした俺を、千和があわてて押しとどめた。

「だめだよ動いたら！　熱があるんだよ!?」

「一時間だけ待ってくれ。すぐに済む用事だから」

　真涼のところに行って、ひと目会って、あいつの毒舌罵声ばせいを聞かないことには安心できない。冷たい声で「何しに来たの？」「今、あなたのノートをどんな風にばらまくか企たくらんでいたの」とか、そんなセリフが聞きたい──わけじゃないけど。きっと俺は、それでホッとするんだ。

「いいから放してくれ。俺じゃなきゃダメな用事なんだよ」

「ダメダメダメッ！　絶対行かせないから！」

　ソファの上で俺と千和は押し合った。

　男の俺の方が力があるに決まってるのに、風邪のせいか力が入らない。なんとか立ち上がるのは成功したのだが、そこで力尽きて千和を振り払うことができない。

　気がつけば、俺は千和を壁に押しつけるようにして寄りかかっていた。

　真っ赤な目をした千和が俺を見つめている。

「どうしても、行くの？」

「……行く」

「じゃあ、せめて、あたしにカゼ、うつしてよ」

　千和の目から透明な涙があふれだし、頬ほおをつたい落ちていった。

「うつして。おねがい。えーくん……」

　なんで泣くんだよ、千和。

　お前がなんで泣いているのか、俺にはわからない。

「あたしを泣かすのは、いつだってえーくんだよ。ばか」

　俺の背中にまわされた千和の手に力がこもり、顔が近づく。

「……」

「……」

　声にならない吐息のようなものが、二つ重なった。

　涙に濡れたやわらかなくちびるが、俺のくちびると触れあっている。

「ご、ごめんね」

　あわてたように顔を離すと、千和は泣き笑いのような顔で言った。

「どさくさまぎれに、こんなことしちゃって」

「……うん」

　何が「うん」なんだろうと思いつつ、他ほかに何も言うことはできなかった。正常な思考ができなくなってる。頭の芯しんがしびれて、おでことくちびるがじんじんと熱く、感覚がない。

　かくんと膝ひざが落ちて、俺は再びソファに倒れ込んだ。

　ダメだ。

　もう、力が入らない。

「冴子さんが来たら起こしてあげるから、もう少し眠ってて」

　……ああ。

　ごめん。真涼。

　今日は俺、お前のところ、行けそうもない。
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　血相を変えて飛んできてくれた冴子さんに連れられて、俺は近くの総合病院に行った。

　診断の結果は異常なし。ただの風邪だろうということだった。めまいも熱による一時的なもので、食べて飲んで寝ていれば治るとのことだった。

「だからたいしたことないって言ったのに、千和が大げさにするから」

　帰りの車の中でそう言ったら、冴子さんが少し怒った声で、

「もしチワワちゃんが無理にでも連れてきてくれなかったら、キミ、もっと無茶してたろう？　風邪をこじらせたらひどいことになるんだから、感謝しなきゃ」

「それはわかってるけど」

「ともかく、家に帰っておとなしく寝てるんだ。私も今夜は家にいるから、どこにも出かけないこと。いいね？」

「はい。ごめんなさい」

　冴子さんにそう言われたら、従わないわけにはいかなかった。ちぇっ、こっそり真涼のところに行こうと思ったのに。

　家について車から降りるなり、門の前で待っていた千和が駆け寄ってきた。

「えーくん。どうだった!?」

「ああ、全然異常なし」

「ホント？　良かったぁ！」

　ばんざーい！　と両手を挙げる千和。やっぱり大げさだと思うが、悪い気はしない。

「今晩グッスリ眠れば治るだろうってさ。お前のおかげだ。ありがとうな」

　すると千和は、何故なぜか急に真っ赤になって押し黙ってしまった。

「あたしのおかげって、え、えっと……」

　何を恥ずかしがってるんだろうと思ったが、千和のくちびるを見てハッとなった。

「い、いや違うぞ!?　別にアレがどうだったから無事だったわけじゃなくてだな！」

　千和はモジモジしながらうつむいて、

「明日はあたしが風邪ひいちゃうかも……だね」

「んなわけねーって！　迷信だ！」

　どうにもこうにも、小こっ恥ぱずかしい。

　これで千和とキスするのは二回目だけれど、今回の方がより強く意識してしまう。一回目の時は不意打ちだったせいか、驚きの方が強かった。だけど今回は、不可抗力だけれどしっかり千和のやわらかさを感じることができて、しょっぱい涙の味まで思い出せて──。

「お、俺、今日はこれで寝るから」

　千和の顔を見ていられなくなって、俺は家の中に引っ込んだ。ああ、顔が熱い。これもきっと風邪のせい──じゃないと思う。

　途中のコンビニで買ってきたスポーツドリンクを飲んでいると、リビングから冴子さんが呼ぶ声がした。

「掃はきだし窓の下にこれが落ちてたぞ」

　冴子さんが差し出したそれに、俺は見覚えがあった。

　あのコーラをこぼした表紙のシミは、間違いない。見間違えるはずがない。

「お、俺のノートじゃねえか!!」

「この家に落ちてるんだから、そりゃあキミのだろう。もちろん中身は見てないよ。……しかし、ずいぶん使い込んであるノートだね？　何が書いてあるんだい？」

「ただの落書き帳だよ！　なんでもないって」

　クリエイターらしい好奇心を出す冴子さんから逃げるように、俺は自分の部屋に戻った。

　念のため中をめくってみる。

　見るも無惨むざん、語るも残念な黒歴史の数々。

　やはり、真涼が持っていた俺の中２ノートである。

「あいつ、これを返しに来てくれたのか？」

　しかし、なぜ何も言わずに立ち去ったのだろうか。

　熱に浮かされた頭でも、理由はすぐに思い当たった。俺と千和のアレを見てしまったのだ。まずい。冗談じゃない。一番見られてはいけないヤツに、一番見られてはいけないところを見られてしまった。

　その時だった。

　携帯電話がメールの着信音を鳴らした。

　あの、呪われた着信音である。

　俺は震える指でメールを開いた。

　差出人は俺が考えていた通りの人物だった。

　書かれていた内容も、予想通り。

　ノートが俺の手に返ってきたということは、意味するところは一つしかないのだ。











【Ｆｒｏｍ】oraoraoraoraoraoraoraoraoraora@xxxx.mail.ne.jp




【件名】契約解消

【本文】今まで　本当に　ありがとう







あなたの彼女だった女より　　　









あとがき







　２０１２年12月より、月刊ビッグガンガンにて本作のスピンオフ「俺おれの彼女と幼なじみが修羅場しゅらばすぎる 愛」が始まります。

　２０１３年１月より、本作のアニメーションが放送されます。

　どちらも大変に幸運なことです。




　様々なメディアミックスに支えられている本作です。




　非常にありがたいことですし、私自身も喜んでいるのですが、未いまだに自分のメディアミックス作品に触れると「は、恥ずかしい……」と感じてしまいます。




　喩たとえるなら、季堂鋭太きどうえいたが中２ノートを目の前で音読されているような、そんな感覚。

　いつも楽しみつつ、喜びつつ、のたうちまわっています。




　嬉うれしいけれど、恥ずかしい。




　恥ずかしいけれど、幸せ。




　恥ばかりの人生を送ってきたので、今さらどうということはないのかもしれませんが──しばらく経たってから、このあとがきを読み返した時、やっぱり「は、恥ずかしい……」とつぶやくんだろうな、と思います。




　それもまた、幸せなことです。

　感謝。




　今回は「ヤングガンガン」連載中の「俺修羅４コマ」から、まりも先生が作品を寄せてくださいました。

　大好きな「ヤングガンガン」に自分の作品のスピンオフが掲載されているというのは、やっぱり「は、恥ずかしい……」のですが、まりも先生の楽しいギャグと可愛かわいいキャラクターを見ていられるのは、とてもとても幸せです。




　それでは今回はこの辺で。

　お付き合いいただき、ありがとうございました。
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著者

裕時悠示（ゆうじ ゆうじ）

　合唱時々バトミントン時々戦車道。バドミントンな。




イラスト

るろお

「おろ」って言う方がるろうにで言わない方がるろおなんですよ。豆知識です。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=4822
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

ＳＢクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「裕時悠示先生」係

「るろお先生」係




http://ga.sbcr.jp/










ＧＡ文庫




俺おれの彼女かのじょと幼なじみが修羅場しゅらばすぎる６




裕時悠示












発行人　小川　淳

発行所　ＳＢクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　株式会社ケイズ（大橋勉／彦坂暢章）

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０１３年１月３１日　初版第１刷発行

２０１３年３月１日　　電子第１版発行

２０１６年３月１日　　電子第２版発行




©Yuji Yuji　ISBN 978-4-7973-7284-7




OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg
=2 05HE
BE N<EL RIB

FE RSN
RIE 99
mE iRE

i ®
£p RE A
Am &






OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
PRIV 100D « AR =2VLRDDRE
BOTBD2ATw=WIPDDEFD R
K9%-b [ % & 18] 2400 &

fimi! EoBRIrINCAERC

"
S
B B RIS

cEBOK AbLZ ATEARAR-YHLED?
PNy, R ALF T,

CREDB AVEFERVVAMIYER
AN TN A0 TR,
AV ER D4 -,

HEDK! AVCBHAKE?

I A

s 7= - ﬂJZfﬁh‘SﬁE%%E!"
CP2RTEES LEL i

S TEEZ |






OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
FRPLEIYI 1 0RAD « FAR=96RDHR
BABEBRIRC==WIRDREFL R
AJR=h [NeHwuFn] thDE %
CEMDR! EoBRIYINRCMERC?

PR - AnprigEN O B !

@ HOK! AVEZ ACEARAR-YHLEL?
R37:-1- A SPNP

CREDB ALEfFERVLANIVG?
PRNR-F A

®EDK! ALCBHBHAKE?
VEITVHR! O AL a0 !

AYYADK! #2006, bhEEBERLE?

PR VAT Bt <Ca T
et e e hTo

’)\
s ?m-mrhmfm pi ;Tﬁﬁrs:vo

REEHNTNET !






OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
USBAEI
5REL3
RIYT(5—
nHVH—L9
B

SE 2056 #HE 220 OE 210
18 190 B ath 2115
T=ZITR

HEUEFDSRNZE 109D,

RIS
B (15) $E (20) H<3L(50)
BE (20) BiH (30) #® (55)






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0031.jpg





OEBPS/Images/embed0030.jpg





OEBPS/Images/embed0033.jpg





OEBPS/Images/embed0029.jpg
K HE L O
HROFEW =





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg
ioEs mE\ | 4 - ERR
s | SASHAIIRH |

%\l\&w 2

mnwxu.; —
HoPA ﬁ 4

D 335

©Yuji Y/ SOFTBANK Creative Corp.

>
n
T
0,
o
o
L7
[
B
|
S,
D)
)

>3] 6% BS00R(BEA)

(FOARNCONREED (Lek10)5)

T

[fSoifiites
GO HtE






OEBPS/Images/embed0024.jpg





OEBPS/Images/embed0022.jpg





OEBPS/Images/embed0021.jpg





OEBPS/Images/embed0028.jpg





OEBPS/Images/embed0027.jpg





OEBPS/Images/embed0026.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
HiEES

Lv 45

AR
b=~
SPEE
YAABIER
Evh&PITA

SE 160 #HE 140

@t 185
18k 150  BifEl 170

P 1165

SRR
SNIB0LUETES—ID<ELIDDDB0

T
Rt (10)  RIE (40) 8% (50)
£5 (10) B8 (40) =& (70)






OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg
IR
AL
EALI
ESE=TTR)
5yJa

SHE 170 #HE 150 O# 175
18k 200 BofEl 170 &P 170

SR
2=y [FEHACRIER. BISS2BIX=I0M. 515

RIE (10) 5% (20) i@ (50)
AE (15) #M (35) HE (60)






OEBPS/Images/embed0011.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0015.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg





OEBPS/Images/embed0000.jpg





OEBPS/Images/embed0006.jpg





OEBPS/Images/embed0004.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg
el /
FRPLEIYI 1 0RAD « FAR=V6RDHR
BOTBBRRTw=WIFODEFD B
AY3-h [PABY A KB 2400 % |
CERDK RoBAEEYAACAER P
FAESHBHDFHOE (FER)

RHOH! ALEZ ATEARAR-YKLED?
CHBSIOA-XT T, BRES¥HAD

FRARDHK AbEFEROLAMIVGER
P ZATEBSTMEEN . REDOLRNSY )

ZEDR! ALCBBAKE?
(THEIEIT DRIRERTHEINEIOONZ &

TAVYADK! #2006, bhEEBERLE?
@3 Yv<ADBEZIVERDD)

?‘m'T&T:VJTlWlEr' : ﬂ“ﬁﬂﬁﬁ'\?mﬁﬁ!?

EES






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
Ore no kanojyo to csananajimi ga shuraba sugiru

IS

(-gmﬁmi
o £

g I =Shuraba

NN
"

Motokanc Konyakusha





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
REWEE| 2
[IAER—FA
SAIBRFRZRH

REZ)
5% 185 ZE 200 @ 180
1569 185 B 200 &P 50

TR
12 DEESPHI0IEES,

£ (90) KRIE(20)
WRA0) K& (30)






OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
120991 1 0B « FAD=VLRDHA
BOUBBERTo=WIPDREPR R

AY3=bh [H=2—YN—] 400 &

CEHDK! BoBRIYINACMERC?
KRR VH

cEBOK AbEZ ATEARAR-YHLED?
P FRENLDF eI VK

CRBDH AVEFEROLAMIVER
EXoSvEg

CHREDR AVCHBAKG?
TR&E! RKkeR-rBoEBLRE)

CAVYIAMMY $AMG. bhEGBEEHLE?
REXTRFOBERUICVEET,

VJH:I‘E.:ELT:;ZJ?‘E" %






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		♯０　フェイクがバレて修羅場


		♯１　元カノの暴走で修羅場


		♯２　中２病が重篤で修羅場


		♯３　お料理対決で修羅場


		♯４　中２病ＶＳ．中２病で修羅場


		♯５　中２病ＶＳ．風紀委員長の修羅場


		♯６　首位陥落の修羅場


		♯７　席替えで彼女が修羅場


		♯８　彼女の妹が激怒して修羅場


		♯９　老舗旅館の仲居が修羅場


		♯10　彼女ＶＳ．元カノの修羅場


		♯11　真涼の真実


		♯12　目撃。修羅場。そして──。


		奥付









Guide



			Cover


    		奥付


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
[EARUMEDQ—
RASUPUEALOSN L Qb=





